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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　風花混じりの世界の中、広大すぎる王城はいついかなるときも空気が重く冷たい。そこにわだかまる沈黙は、痛いほどの緊張をはらみ、人々の口をより固く閉ざす。

　その長い長い廊下に、人影がある。豪ごう奢しやなローブの衣きぬ擦ずれと重々しい革かわ靴ぐつだけが、壮麗な天井や床にこだましては響きゆく。

　ふいに。

「とにもかくにも、戦いくさは終わった」

　先頭をゆく老人が、沈黙を破った。

　重石おもしでも載せられたかのような動きで、その背後の者どもがいっせいに頭こうべを垂れる。

「結局、収束まで何年かかった？　二○年？　三○年？」

「二八年でございます、閣かつ下か」

　供の一人が静かに訂正してみせた。それに鷹おう揚ように頷うなずいて、

「ともあれ、戦は終わった」

　老人はなおも繰り返す。

「しばらくは我が帝国の版はん図とを侵そうなどという者は現れぬことだろう。なにせ、ここにはかの騎士がおる」

　細く息をついて、彼はなおも続けた。

「白銀の悪夢」

　暗い熱をはらむその声が、

「銃火の奇跡」

　重々しい足音が、

「人というよりは、もはや洗練された一つの兵器。あれの力を目の当たりにして、なおも挑もうという愚か者はおるまいて」

　陰いん々いんと大理石の王城の中を渡っていく。

　後に従う者どもの返答は、一拍遅れた。

　彼の言う悪夢と奇跡が、この北の地に何をもたらし何を奪ったのか……その記憶、その爪つめ痕あとは誰だれの中にも未いまだ新しく、生々しい傷を成している。

　黙りこくった従者たちへ、老人はちらと目をくれた。皺しわに埋もれきった目に束つかの間ま走る光は、ひどく複雑な色合い。

「……それでよい」

　その後漏れ落ちた呟つぶやきの、その意味、その理由を悟ることはできないほど。

　足音は更に続く。

　途絶えることなどないと思われた廊下も、やがて果て、行く手に巨大な扉が現れる。捧ささげ筒つつで長銃を携えた兵士たちが、恭うやうやしくそのノブを押し開いた。歪ゆがみない足取りのまま、老人は扉の奥へと消えていく。

　重厚な扉が、再び閉じられた、次の瞬間。

　いっせいに従者たちは息をつく。

「今日もなんとかしのげたか」

「ようやく戦が終わったというのに、宰さい相しようさまのご機嫌を損ねでもしたら元も子もない」

「然しかり然り」

「しかし、閣下はあれをそのまま運用する気のようだが……実際どうなんだろうか。私の国元では危険視する声もけっこうあるのだが」

「戦が終わったのに兵器はそのままというのも、危険な話ではある」

「かといって、実験やら処分やらというのも、議会としては難しいところ」

　けっして聞かれてはならない軽口を、忍びやかに交わしながら、彼らは主あるじの居室に背を向けた。同じローブを纏まとっていながらも、その内側は様々。思惑はそれ以上に様々だった。

　ただ一つ、一致した思惑があるとするのなら。

　───このまま、さっさと帰って寝てしまいたい。

　それぐらいだろうか。終戦直後の巨大帝国の朝は、戦時以上に早い。少しでも早く自室に引き取って、ささくれだった神経と疲れ果てた体を休めなければ。

　だが。

　彼らが数歩を踏み出した、その時だった。

　悲鳴が轟とどろき渡った───背後の扉の向こうから。

「閣下！」

　兵士が従者が、次々に室内へ飛び込む。

　すわ敵襲か、それとも暗殺者か？

　しかし。

　緊張で血走った彼らの目に映ったのは、見慣れたローブ姿の老人ただ一人。床にうずくまり、ふるふると全身を震わせている。他に人影はまるでない。

「閣下、どうなさいました？」

「何か問題でも？」

　節の目立つ長い指が重たげな袖から伸び、ゆるゆると窓辺を指した。重厚な木目のテーブルの上、ひらりと白い紙が載っている。それへと目をくれ、従者たちもまた息を呑のんだ。

「なんと」

「まさか」

「そんな」

　そこには、流麗な文字でこうしたためられていた。




『辞表』
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　一発目は柱、二発目は窓枠、三発目はオープンデッキのテーブル。

　マスケットの轟ごう音おんが響き、家財に風穴が空けられるたび、ラザロ・グラナダは泣きたくなった。

「まったく。こんなボロ宿屋風ふ情ぜいに、どんだけ銃弾浴びせれば気が済むんだろ。しかも、最新式のカートリッジ式弾丸！　一発軽く一○○ペスタはすんだぜ、あれ！　もっと効果的な金の使い方ってもんがあるだろーになあ」

　ぶつぶつこぼしつつ、破れた窓ガラスに銃口をつっこみせっせと応戦する。その手にあるのは敵よりうんと旧式のマスケット銃でしかないが、それでも引き金を引く度に五○ペスタが確実に弾はじけて消えていく。

「こらぁ、ラザロ！」

「さっさと出てこい！」

「いつまで手間とらせんだ、マジで殺すぞ！」

　銃撃の合間から届く威勢のいい嘲ちよう笑しようが、どんどん近づいてくるのが判わかる。隣町の金貸しダリオとその手下たちのものだった。

「その宿屋まるごとこっちに渡せば、ルイジアの借金ごとき帳消しにしてやるって言ってるだろうがよ！」

「誰だれが信じるかい、そんな寝言！」

　ラザロは景気よく怒ど鳴なり返した。なんせ、舌戦なら無料で済む。

「返済予定日は再来月だろが！　なんで勝手に繰り上げんだよ！　しかも、葬式だなんだでくっそ忙しい喪主相手によ！」

　言いながら、ラザロは喪服の袖をめくる。近所の親父おやじから借りたもので、どうにも袖が長い。弾たまをこめるたびに微妙に邪魔をする。

「その葬式の主役のせいに決まってら」

　心から小こ馬ば鹿かにしたような声で、表の悪党どもはせせら笑った。

「借り手本人が死んだからに決まってんだろ。あの！　ルイジア・フェデリオの因いん業ごうババアがよ！　まっさか自分ちの裏の崖から落ちたぐらいでくたばるとはな！」

　明快な回答と共に、また一発一○○ペスタが壁を貫通してきた。それは部屋の隅、カウンターに置かれた写真立てを強襲し、厳いかめしい面構えの老婆の額に穴を空ける。今け朝さの葬式の遺影に使ったものだった。

　───いい腕の用心棒雇ってやがんのなー。

　渋面でそれを見るラザロの頭上を、また銃弾がかすめ、更に怒声が続く。

　ラザロの住まいは小さな港町・カリエンタの外れも外れ、険しい崖を背負った小高い丘の上のオンボロ宿屋『ルイジア亭』。古ふる兵つわものを絵に描いたような老婆・ルイジアと、一六歳になったばかりのラザロ・グラナダが、二人っきりで営む小さな宿であった。

　港とその向こうに水平線を見渡せる抜群の眺望を誇るが、その分、利便性は皆無。築三○年とも四○年とも聞く建物は、海からの風に長年晒さらされたせいで実際の年月以上に汚れ古ぼけてしまっている。

　ダリオはずっと坂がきつい、やれ服が汚れる、やれ気に入りの酒がないなどと文句ばかりつけてはけっして足を運ぼうとしなかった。その彼が、葬式のてんやわんやで疲れ果てたラザロを呼び止めたのは、一五分ほど前のこと。宿へと続く長い長い坂の途中でだった。まだまだ猶ゆう予よのあるはずだった返済期限を一気に縮めると一方的に宣言され、払え払わないの押し問答の挙げ句、胸倉摑つかんで引きずられそうになり、相手を蹴り倒して逃げてきた。なんとか自宅へ転がりこめたものの、圧倒的な火力で近づいてくる連中に、対抗する術すべが思いつかない。

「債権者としては当然の権利だろうが、ええ？　てめえが大人おとなしく育ての親の借金肩代わりするわけもねーしなあ！　どうせ明日には家財一式売り払ってとんずらするつもりだったんだろ、ああ？」

　───しかも、いい勘してやがるし。

　まさしく、彼はそうするつもりだった。

　この宿の主あるじ、ルイジアに拾われたのは、ラザロが六歳の頃。それ自体はありがたく思っているが、以来、一○年ちょっと好き放題にこき使われてきた。今日、葬式を出した時点で自分のお役目は終了と思っていたというのに。

　───といっても、金になりそうなものなんてまるっきりねーから、困ってたんだけどな。

　唯ゆい一いつの例外は、あれぐらいか。ラザロはカウンターの奥へと目を走らせた。そこには、女主人秘蔵の長銃が一丁、しまい込まれている。本当にやばい客が暴れたとき、「最後の手段だ」とルイジアがぶっ放したのを何度か目の当たりにしてきた……もっとも、それも彼女が齢よわい六○を超えたあたりでめっきり見なくなったのだけれど。

「あ、そっか」

　あれこそ、この場面で足しになる唯一の遺産ではないか。

　ようやくそうと思い至り、ラザロは床を這はいカウンターへと辿たどり着ついた。飴あめ色いろの天板の下を探り、目当てのものを引っ張り出す。分厚い皮袋に包まれた、鋼鉄の銃身がずっしりと手に重い。マスケットの倍はありそうな銃口が頼もしい。これなら、毛が生えていそうなダリオの心臓とて、縮ませることができるだろう。

　そう、彼は思ったのだが。

「なんだ、この不良品！」

　古めかしい銃身に備わっているのは、ただ引き金と撃鉄だけ。火ひ蓋ぶたも当たり金もフリントもなかった。

「こんなの撃てるか！　つか、そもそも弾！　弾はどこだよ!?　こんなん、ふつーのマスケットの弾詰めても、ゆっるゆるで入れる端から落っこちてくるぞっ」

　慌てて、カウンターの下を探るも、それらしいものは見あたらない。そうする間にも、表からは次々に弾丸が雨あめ霰あられと降り注そそぐ。反撃しようにも、さっきのマスケットの弾などとっくに撃ち尽くしてしまった。

「結局、最後は金だよ、金。弾代出せない貧乏人は死ぬしかねーってな。あー、やだやだ。誰だよ、こんなもん考えついた奴やつはよ」

　怒りにまかせてラザロがガラクタ銃を放り出した瞬間、穴だらけの扉が蝶ちよう番つがいごとぶち飛んだ。マスケットを短銃に持ち替えた悪党どもが、やけにゆったりとした足取りで玄関アプローチを一歩また一歩と登ってくる。

　ラザロは瞬きすらままならないまま、その足音を聞き入った。

　その時だった。

　ドゴン！

　バキドカベリグシャ！

　なんとも形容しがたい破壊音が轟く。撒まき散ちらされる、木片。一瞬にして埃あい塵じんの中へダリオたちの姿が消え失せた。

「え？　は？」

　ラザロは何が起こったのかまったく判らぬまま、しばらく立ち尽くしていた。が、そろそろと戸口へ身を寄せ、表を窺うかがい見た。

　割れ硝子ガラスの向こうの世界は、無む惨ざんの一言に尽きる。オープンデッキの屋根が吹き飛び、その下に置かれたテーブルと椅い子すもバラバラ。崩れた屋根を支える柱だけはいまも健けな気げに立ってはいるが、先の銃撃戦以上のダメージを受けたらしく、みしみしと小刻みに軋きしんでいた。

「や、野郎、大砲でも撃ち込んだってのか？」

　そこまでやるか、と呆あきれ返ったラザロの呟つぶやきに、しかし、

「なんだ、こいつ!?」

「屋根を突き破ってきやがった！」

「いてててて！」

「トニーニョが梁はりの下敷きに！」

「腕折れた！　俺おれの腕が折れちまった！」

　ダリオとその一味の悲鳴とも怒号ともつかぬ叫びが次々と重なってくる。目を凝らすと、悪党どもの何人かが崩れ落ちた屋根の下でもがき、残りはそれを引っ張り出そうと躍やつ起きになっていた。ただ一人、最後尾でそっくり返っていたダリオだけは無傷。けれど、その両眼は怒りで沸騰している。

「くそう、ラザロ！　覚えてろよーっ！」

　判りやすい捨すて台詞ぜりふを投げつけながら、連中はよろよろと元来た道を戻っていった。

「いったいなんだってんだよ……」

　未いまだ何がなんだか判らぬまま、ラザロは恐る恐る表へと踏み出した。

　上からだらりと割れ落ちた屋根の一部を避け、慎重に歩みを進める……と。

「あのー」

　崩れ落ちたオープンデッキのあたり、悪党どもが悠々と歩いていたアプローチ付近からかすかな声が聞こえてきた。

「あのー、ここはルイジア亭でよろしいので？」

　ラザロはすぐには答えない。そもそも、声の主が見あたらない。

　慎重に視線を下へ下へと送り、あたりを窺う。

　割れ沈んだデッキの底に、人影がちょこんと座っていた。目深に被かぶったマントとややくたびれた下穿きと典型的な旅装ではあるが、ほっそりとしたシルエットは、女のものだとすぐ知れる。

「……だったら、なんだよ」

　わずかに警戒を緩め、ラザロは答えた。

「ダリオ以外に借金してるなんざ、ババアから聞いてねえぞ」

「ええと」

　小首を傾かしげ、女はフードを跳ね上げた。

　年はラザロと同じぐらいか、やや上。水滴を含んだ前髪の下、青空を切り取ったような瞳が、こちらを見上げてくる。金の睫まつ毛げが水滴を弾いて、何度か大きく震えた。

　ふっくらとした唇が、のんびりと紡ぐ。

「たぶん、そのババアはわたしの叔お母ばだ」
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　奇妙な客に手を貸し、崩れた木片の間から引っ張り上げてすぐ。

　天が割れ、あたりは豪雨に洗われ始めた。この島特有のスコールだ。ひとたび降り出したなら、小一時間止やむことはない。

　暗い空とラザロの顔を交互に窺い見る女を豪雨のなかへ放り出す気にもなれず、彼は嫌々その珍客を銃痕だらけのダイニングへと招き入れた。

「その。裏の崖から、うっかり落ちてしまって、そのまま屋根へずどんと」

　オープンデッキ崩壊事案について、そう下手人は主張した。

「噓うそをつけ」

　むろん、ラザロは信じない。

「昨日、ここのババアがそこから落ちてくたばったばっかなんだぞ。なんであんたはぴんぴんしてんだよ」

「それは」

　ごく生き真ま面じ目めに、女は答えた。

「こう、しっかり受け身を取って」

「受け身でどうにかなる高さか！　どう見ても、うちの宿の屋根の倍の高さ！　絶対的致死的高さ！」

「そこは」

　更に、重々しく女は答えた。

「叔母よりずっと丈夫なので」

「それが、まず信じられん」

　ラザロは呻うめき、己の手元へと目を落とす。

　そこには、ついさっき目の前の人物から渡された便びん箋せんがある。

　宛名はマデリーン・イスカディオ。

　姓の方はこの島でもたまに聞く部類だが、名は珍しい。異国の響き、遙はるか北大陸のそれのような気がする。

　しかし、問題はそのちぐはぐな名などではなく。

「マジでルイジアの字じゃねえかよ……」

　豪ごう放ほう磊らい落らくと大評判の女傑にしては、繊細でまっすぐな文字。その見慣れた筆致が白い紙の上で綴つづっていた。

『元気ですか、マデリーン。あなたの叔母、ルイジアです』、と。

　自分のいるクエルダ島はいいところだ。気が向いたら自分の宿へ遊びにこい。いまの生活に疲れ果てたというなら、ここで一緒に暮らしてはどうか……云うん々ぬんと、そんなことを。

　封筒に書かれた住所については、よく判らない。サン・リオルテという国名だけは聞いたことがあるが、この島のずっとずっと北、北ほく碧へき大陸のどこかにあるはず、とその程度の認識だ。

　───そんな、遠くから。まさかの、正式相続人登場！

　天を仰いでラザロは便箋と封筒を放り出した。

　寝耳に水とは、まさにこのこと。

　そんな存在についてルイジアから聞かされたことなど一度もない。天涯孤独の身の上だからこそ、自分を拾ってきてこき使っているのだろうと思っていたのに、それが、まあ。葬式終わったとたんに湧いて出てくるとは。

　たまに耳にする話ではあるが、まさか我が身に降りかかってくるとは夢にも思わなかった。

　───ああ、いやいや。誰があっさり認めるか、そんなもん。

　たいした宿でなくとも、ここは彼にとって唯一の財産なのだ。突然横から出てきた女に、持っていかれてはたまらない。

　───だいたい、この女のどこにルイジア要素があるんだっつの。

　慎重に値踏みしようと向けたラザロの視線が、ふと曖あい昧まいなものに変わる。長い時間直視するのが躊躇ためらわれるほど、美しい娘だった。












　白く秀ひいでた額、ほんのりと桃色を掃くまろい頰ほお。瞳は深い深い青。長い睫毛は髪と同じ蜂蜜のごとき金色で、その青さをいっそう引き立てた。水の滴がその先に留まり、淡いランプの光に輝いている。

　───人間の顔って、本気出せばここまで整うもんなのか。

　ラザロは感動やら感激より、むしろ呆れたような気分になった。もちろん、本気を出したのは本人ではなく、神さまだろうが。

　───でも、だからこそ。

「あんた、どっからどう見てもルイジアに似てねーぞ」

　努めて冷たく、ラザロは言い放った。

「うちのババアは雷かみなり鯰なまずか鋼こう鉄てつ鰐わにってご面相だけどよ、あんたは銀ぎん鷺さぎとか流りゆう星せい鳥ちようとかそっち系だろ」

「それはそれは。ありがとう」

　相手はこれ以上はないという笑顔を返してきた。

「年頃の殿方に直接褒ほめてもらったことなど、あまりない。嬉うれしいものだな」

「ちげーよ！　自分の都合のいいとこにひっかかんなよ！」

「君はそうだなあ。さしずめ、南の牙きば猫ねこだろうか。黒くて精せい悍かんなところがぴったりだ」

「それはどうも！　けど、別に褒め合いたいわけじゃねーから！　むしろ罵ののしりてーんだから！」

「ああ、それは」

　娘は一転面おもてを曇くもらせ、窓の外で揺れるオープンデッキの残ざん骸がいを見やって目を伏せた。

「大事な宿をこうも壊してしまったんだ。それは罵りたくもなるだろう。まったくもって申し訳ない」

「焦点は！　そこじゃ！　ねえし！」

　ラザロはなおも言い立てる。

「こんな手紙、うまいこと手を回せば誰でも手に入れられる。これぽっちで『姪めい御ごさんでしたか、それはどうも』なんて言えるもんかよ」

　件くだんの手紙を突き返し、彼はカウンター前の椅子へとそっくり返るようにして座り込む。顎あごをしゃくって挑発するような眼まな差ざしを投げつけた。

「他には？　あんたがルイジア・フェデリオの相続人だって証拠がもっとあるなら出してみな」

「証拠……」

　娘はしばし小首を傾げ、考えこんでいたが。

「あるな、一つ。動かぬ証拠というやつが」

　明るい表情で頷うなずいて、ローブの裾すそを跳ね上げた。ほっそりとした指先が流れるように動き、腰に帯びていた短剣を引き抜く。あまりに素早い抜刀に、ラザロは慌てて身を翻ひるがえし、彼女との間を空けにかかった。

　───てめえ、こっちを始末すれば話は早いってか？

　そうはいくかと身構えた彼の目の前で、彼女は一いつ閃せん、刃を振り下ろす……自分の太ふと股ももめがけて、まっすぐに。

「お、おまえっ！　いきなり何してんだっ」

　手近な布をひっ摑むと、ラザロはさっき空けた距離をまた一気に詰めた。ざっくり切られた娘の足から鮮血がしぶいてあたりを染め、痛々しいことになっている。

　と思っていたのに、そこには血も傷もない。

　代わりに、男物の下穿きがほぼ正確な三角形に切り落とされ、そこから娘の肌が覗のぞいていた。北の国の者らしい、抜けるような白い肌。

　そこに、模様がある。

　漆黒のインクで精緻に描きこんだようなそれは、しかし痣あざだった。翼を広げた、鳥のような蜥蜴とかげのような不思議な生き物の姿の。

「叔母上にも、同じところ同じような痣があったはず。違うかな？」

　柔らかく訊たずねられ、

「あった……」

　不承不承、ラザロは頷いた。

　分厚い脂肪と深い皺しわに覆われていくらか歪ゆがんではいたが、確かに、かの女主人の脚にもこれと似た痣が存在していた。

　暑さ厳しい南国なれども、このあたりの女は脚を、中でも太股を露あらわにすることを忌む。もっと季節が進むと、腕はもちろんデコルテまでも思いっきり晒し、薄物を纏まとって海で泳ぐが、それでも頑かたくなに太股だけは二重三重に布を巻いて露にすることはない。

　それだけに、ルイジアの脚に痣があることは、長年彼女と寝食を共にしてきたラザロぐらいしか知らないはずであった。

「我が一族には家業があってな。ここ一○○年ほどのものだから、まだ老舗しにせを気取れはしないが、まあ、とにかくそれを継ぐ資格のある者には必ず生まれたときからこの痣があるんだ」

　その貴重な脚を惜しげもなく晒し、娘は愉快そうに笑った。

「叔母上が引退をなさって、わたしがそれを継いだ。けど、わたしもこの春になんとか引退できたからこの島へきたのだ」

「……ああ、そー」

　ラザロの返答は自然、鈍り淀よどむ。たいていの主張ならばインチキと決めつけて追い出すつもりだったのに、まさかの展開。あっという間にこちらが不利な立場に追い込まれてしまった。

「で。あんた、さあ」

　重い息をひとつつき、固い声でラザロは訊ねた。

「マディ、と呼んで欲しい」

　実ににこやかに、娘は話の腰を折りにくる。

「親しい者にはなるべくそう呼んでもらえればな、と。常々思っていたんだ」

「俺は別に親しくないだろ。さっき会ったばっかだろ」

「君は叔母上の養子なのだろう？　しかも、その最さい期ごを看み取とって下さったという。なら、わたしにとっても親戚同然だ。ええと、セニョール・グラナダ？」

「……ラザロでいい」

「本当に？　ありがとう、ラザロ」

　もうすっかり親しくなったようなつもりなのか、彼女はくつろいで笑い。

「叔母上はどのように亡くなった？　ひどく苦しまれたのだろうか？」

　それから、ふいに表情を改めた。

　痛ましさに満ちたその声に、ラザロは束つかの間ま、声を失う。

　───ルイジアの奴がとうとうくたばったってさ。

　───あいつも元は余よ所そ者ものだしなあ。

　───けっこう長持ちしたもんさ。

　葬儀の合間に聞こえてきた囁ささやきのたいていは、罵ば倒とうと嘲笑。誰も、こんな風に語りかけてきた者はいない。

「……裏の崖の一番高いとこから落ちて、そのまま一度も目を開けずにおさらばだよ。あのババアにしては上等なくたばり方だと思うけど」

　なんせ、いつ誰に撃ち殺されてもおかしくなかったんだから、という台詞はさすがに飲み込んだ。

「そうか……」

　いくぶんうなだれて、彼女は呟く。

「あと一日早く辿り着けていれば、お会いできたのに……」

　切なげに歪むその横顔を、ラザロはしばし声もなく見守った。

「……俺としてはさ」

　やがて、その顔から自分の視線をもぎとり逸らし、

「先立つものがある程度確保できりゃいいからよ。ダリオ一味が戻ってくる前に、宿の中のもの一切合切持ち出して、山分けするのが手っ取り早いんじゃねーかって」

　精一杯、妥だ協きよう案あんを吐き出した。できればその山を八：二、七：三と己の方を高くしたいのは、もちろんだが。

「ダリオ？　どちら様だろう？」

「どちら様も何も、こことかここに穴空けた奴だよ！　悪徳金貸し野郎！　ババアの葬式から帰ってきたとたん、最新式のマスケット担いで襲ってきやがった！」

　そもそも、借金借金と言うが、元はたいした金額ではなかった。去年の嵐のとき、やはり二階の客室の屋根が破れ、その補修費用をいくらか借りただけ。それが莫大過ぎる金利のせいで、あっという間に数倍に膨れてしまったのだ。

「大陸法で定められた利率とはまったく違う。そんなひどい金貸しならば、訴えればよいのでは？」

「訴えても聞いてくれる人なんかいねえの」

「何な故ぜ？　裁判を起こすのは誰にでも許された権利のはず」

「つーか、調停所とか法廷とかそういうの、この町にはそもそもねーから。何か白黒つけなきゃならねえときは決闘になる。立会人は町長とか港湾長とか、そのあたり」

「け、決闘？」

　マデリーンは身を竦すくめ、肩を震わせた。

「そんな、馬鹿な」

「だろう？　だから、逃げるが勝ちってわけ」

「いや、それは困る」

　マデリーンは明快に言い放った。

「なにせ、わたしは世知に疎うとく、むろん宿経営などしたことがない。一から一○まで君に仕込んでいただかなくては」

　朗らかに付け足された台詞には不穏な予兆が含まれていた。

「宿経営？」

　幾分声を低めたまま、ラザロは確かめる。

「誰がそんなことすんだ？」

「それはもちろん、わたしと君が」

　もちろん、ときた。

　ラザロはとっさに答えられない。

「えっ、は？　えええ？　本気で言ってんのかよ？」

　驚きうろたえる彼に、マデリーンは再び笑みを見せた。

「この手紙をもらったときから、ずっと夢見ていたんだ。いつか、南の島で。のんびりと宿を営むんだって」

　しかも、ただの宿ではない、と、軽やかな声は続ける。

「都の大きな宿場などではできないような……そう！　この島の美しい空や海を堪たん能のうでき、来客すべてが笑顔となり、帰る頃には心が軽くなっているような、そんな癒いやしの宿。もてなしと愛に満ちた宿を」

「もてなしと……なんだって？」

「愛」

「あいかー」

　呆ぼう然ぜんと見返す視線の先、マデリーンの表情はどこまでも真剣だった。

　────どうしよう、本気っぽい。

　虚うつろな目で、ラザロは例の便箋を見返した。

　なるほど、ルイジアは書いていない。

　どうして、ラザロが悪徳金貸しを弾だん劾がいできないか。叩たたけば、こちらの身からも埃ほこりが出るからだ。それも、たんまり。

　宿は宿でもこの宿は、表街道を歩けない方々の集つどう場所────いわゆるひとつの悪あく党とう窟くつなんだとは。
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　かつん、こつんこつん。

　足音が聞こえる。

　たぶん、ルイジアのものだろう。

　彼女はいつも身支度を整え、それから彼の部屋にまっすぐ来る。

「いつまで寝てんだい、この愚ぐ図ず坊主！　お日さまが真上にきちまうよ！」

　そう怒鳴って、彼のベッドを蹴り上げる。それが、『ルイジア亭』の一日の始まりだ。

　この宿の朝は遅い。夜がそもそも遅いからだ。

　ここの常連客のたいていはとっぷりと夜が更けた頃に戸口に立ち、東の空が白々と明ける頃まで酒を飲み、カードを楽しみ、手柄話に花を咲かせる。ルイジアがこさえるメニューはもっぱら酒のツマミばかり。朝食サービス？　なんのこと？

　だから、毎日昼近くまで従業員までもが惰だ眠みんを貪むさぼっていられるわけなのだが。

「あの」

　その惰眠の途中、ラザロを誰か揺り起こした。ベッドを蹴られるのに慣れている彼は、その程度の刺激ではなかなか起きられない。

「んだよ、ババアー……まだ早いだろ……」

　ちらりと見た時計の針は、六時過ぎを指していた。彼はなんとかそれだけを絞り出し、再び寝具へと深く潜り込む。

　ゆさゆさと体が揺さぶられたり、名前を呼ばれていたような気がしたが、やがてすべて止まって、しばらく。

　がっちょん、ガラガラゴトガタガッショーン！

　凄すさまじい音が響き渡った。

　すわ、ダリオの敵襲か！

　ラザロは飛び起き、枕元を探った。護身用の小銃を引き抜いて、転がるように階下へ向かう。

　がっちょん、がっちょん、ゴロゴロゴロ！

　禍まが々まがしい音は未だ続いていた。どうも賊はキッチンに立て籠こもっているらしい。

　────やべえな。あそこで真上に発砲されると、ババアの部屋まで貫通しちまう。

　うちの床、薄いからと思いかけ、ようやく彼は気がついた。

　ルイジア・フェデリオはもういない。

　貫通するのは、古ぼけた空からのベッドだけ。

　───そんじゃ、この音って……。

　恐る恐る覗いたキッチンの奥には、昨夜の珍客がいた。長い金の髪が朝陽に輝き、白い肌がいっそう眩まぶしい。

　ただ、その白い右手には料理用のナイフ、左には粉砕された生卵（の残骸）らしきものがまとわりついていた。ほっそりとしたその足下の光景は、いっそう無惨だ。食器の破片、破片、また破片。その合間に見える黒いものは、どうもひっくり返ったフライパンらしい。では、更にその奥にあるのは、もしかして、ひしゃげ曲がったやかんだろうか。

「マディ、あんた……」

　ラザロの呼びかけは、そのまま絶句に取って代わられる。

「やあ、ラザロ。おはようございます」

　マデリーンは律儀で丁てい寧ねいな挨あい拶さつをしてきたが、これもすぐに黙り込んでしまった。

「……その、朝食を作ろうと思ったんだが」

　長い沈黙のあと、彼女が口を開く。

「なにぶん不慣れなものでなあ。なんだか申し訳ないことに」

「朝食って。メニューは？」

　嫌みでもなんでもなく、本当に純粋に不思議だった。どんなフルコースを用意しようとしたら、ここまでになるのだろう。

「目玉焼きとサラダ……」

「焼いて切るだけじゃねえか！　やかんは？　やかんの出番はどこだ？」

「お茶を淹いれようと……」

「ポットに湯と茶葉ぶっこめば終了だろ！」

　なおも言いたてようと、ラザロは一歩を踏み出し、硬直した。

　あちらも一歩近づいてきた。

　その胸元が、乱れている。












　ボタンが三つに一つしか止まっておらず、よれ切ったブラウスの合わせ目からコルセットの紐ひもらしきものが垂れ下がっていた。だらしがないことこの上ない襟元の向こう、乳房の谷間がはっきり覗けてしまう。白くてちょっと桃色がかって、実に美う味まそう。

「って、いやいやいや！　おまえ、服っ！」

　慌てて数歩飛び退のいたラザロの足の下、がしゃんと悲壮な音がする。どうもこちらにも食器の残骸が飛び散っていたらしい。

「服！　なんだそれ！」

　体ごと目を背そむけて喚わめく彼に、相手は束の間きょとんと目を見開いていたが、すぐに自分の姿へとひとつ視線を落として頷いた。

「ああ、なにぶん不慣れなものでなあ」

「不慣れっ？　服着るのが!?」

　衝撃の告白。

　今度はまったく悪びれもせずにだ。

　しかも。

「そうだ、ラザロ。君、悪いが、ここを止めてくれないか？　そうしたら後は自分でできる気がするんだが」

　言いながらマデリーンはコルセットの紐をつまみあげた。

「どうやって!?」

　女の下着など詳しくない自分だが、それが前で止めるものではないことぐらいはぼんやり知っている。いま着ている服の大部分を脱がせ、肌着一つになった彼女の背後にまわり、紐をひとつひとつ締めるようにして結ぶ……つまり、目の前のコレを半裸にしなくては何も始まらないわけで。

「ばばばば馬鹿言うなよ！」

　ありがたいとか嬉しいと思うより先に、ラザロは悲鳴をあげた。

「そうか、では、せめてこっちを止めるのを手伝って欲しいのだが、どうだろう？」

　いかにも高価そうなボタンが一○個以上もくっついたブラウスを指さし、いともたやすいというようにマデリーンは言う。

「～～～～っ！」

　もはや、ラザロの訴えは声にすらならない。

　がしょんがしょんと足下が鳴り続けるのもかまわず、彼はフルスピードで後退し、二階へ駆け上がった。そのまま、いまは亡き女主人の部屋へと飛び込み、クローゼットを勢いよく開く。味も素っ気もない質素なワンピースを一枚ひっつかんでキッチンへと戻ると、マデリーンの鼻面へ叩きつけた。

「これ、ババアが昔着てたやつ！　あんたにはちょいでかいはずだから、頭からかぶれ！」

「おお、叔母上のか」

　洗いざらしの木も綿めんの服を大切そうにひとつ抱きしめ、マデリーンは言われた通りにし始めた───いまの服を身につけたままで。

「いま着てるのは脱げ！」

「ああ、そうか」

　ワンピースの裾に突っ込みかけた頭を抜き、彼女はほんわりとラザロへ笑いかける。

「では、脱ぐのを手伝ってはくれないか？　実は昨夜もあの後、すごく難儀をしてなあ。太股のところ以外もあちこち切って、ようやく全部脱げたんだ」

　柔らかい口調で、だが、実に堂々とマデリーンに言い放たれ、彼は再び言葉を失った。
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「それで？　まさか脱がせてあげたの？」

　呆れ返ったように、目の前の少女が訊ねた。ぱっと見は七つか八つほどの人の娘。だが、ふっくらとした巻き毛の合間、三角の耳がひょこりと動く。

「ラザロったら、やーらしいー」

「アホか！　絶対にいやだって言ってやった」

　力強く彼は否定し、それからすぐうなだれた。

「そしたら、あいつ、そのへんのナイフですぱーっと切りやがって……これ……」

　無惨な布切れと化したブラウスを、ラザロは恐る恐る差し出した。

　小さなお隣さん、キカ・スアレスの目が大きく丸くなる。口では「まあ、変な人ねえ。気の毒に」などと言ってはくれたが、尻尾しつぽを見れば面白がってるのは一目瞭然。シンプルなエプロンドレスの裾の向こう、ふっさりとしたそれがゆらゆら楽しげに揺れていた。

　ラザロが隣のスアレス家を訪ねたのは、昼をいくらか越したあたり。実は昨日、ラザロが着ていた喪服は、ここの主のもの。今日返す約束をしていたのだが、ダリルとの悶もん着ちやくですっかり汚してしまい、町の洗濯屋に出してから戻すと詫わびるため……というのは、まあ、半分は口実で、残り半分はあの突然転がり込んできた非常識爆弾について誰かに訴えずにはいられなかったからだ。

「おまえ、自分の服自分で脱げない奴、見たことあるか？」

　スアレス家の軒先で頭を抱え、ラザロはキカへと問いかける。本当はこんな七歳児相手などではなく、その兄や姉たちと話すつもりだったのだが、夜行性の人狐族にしては早起きな一家は、キカだけを留守番に畑やら買い物やらへと出払ってしまっていた。

「ないねー。そんなんでこの島で生きてけないって」

　そんな自分の立場や役割を、キカはしっかり了解しているらしい。両膝を抱えて、ふむふむと彼の話に聞き入っている。

「だよな」

「それにその服の残骸。見たこともない、つやつやのシルク。隣町のでっかい市場でだって、そうそう売ってないよぅ」

「マジで？　そんじゃ、あいつの身ぐるみ剝はいで売り飛ばすのが最適解かー」

「結局、脱がすんだ。ラザロ、やーらしい」

「そういうこと言ってんじゃねえだろ！」

　小さな狐娘は、怒鳴る彼をおもしろそうにひとつ見上げ、急に何かに思い当たったというように首を傾げた。

「で。その人、どこから来たって言ってたの？」

「北碧大陸のなんとか帝国だってさ」

「どうやって？」

　見上げる漆黒の瞳が、思うよりずっと真剣だ。ラザロは眉を大きくしかめた。

「どうやって、て？」

「そのなんたら大陸っていうの」

「北碧大陸」

「うん、それそれ。そこって、ずっと戦争中だったってとーちゃん言ってた。なんとか帝国とどーたら王国っていうのが、もうずっとずっと大おお喧げん嘩かしてるって」

「ああ、うん。そうだったそうだった」

「ホントに知ってて言ってる？」

「ったりめーだろ。馬鹿にしてんのか？」

「うん、ちょっと」

「真顔で言うんかよ」

　更に眉をしかめた彼にひとつ笑って、キカは続けた。

「とーちゃんが言うには、最近それもちょっぽりマシになったって……でもね、船はまだまだここへきてないよぅ」

　いいながら、彼女は窓の外へと目をくれた。昨日の雨が噓のような快晴。ゆるい坂のその向こう、水平線が広がっている。鮮やかな青の中、ところどころ動いてみえるのは船の帆だ。どれも、小さな漁船と貨物船。蒸気と外輪を使った大型船は、こんな鄙ひなびた港にはやってこない。

『だけど、昔は』

　村の年寄りたちは、口を揃そろえていまも言う。

『大陸からの定期便が週に二度、必ずやってきてたんだ。観光客が満載で、珍しいものなんかもたくさん積んで』

　だけど、そのなんとか帝国とどうたら王国の戦いで、船は途絶えた。深刻な戦時下、南の島のリゾートを楽しむ人なんて誰もいない。

　しかし、それだけなら、まだよかった。

「判ってるつーの。大陸の連中は自分たちの喧嘩に必死で、このへんの海の治安なんかどーでもいいし、正規の航路なんてとっくに途絶えてる。だから、海賊やら山賊やらが好きなだけはびこってんだって」

　後を引き取るラザロの声に、感慨はない。生まれたときから島はそんな状態で、白も黒も銃と決闘とが分ける。それが日常、通常運転なのだ。

「だーかーら、おかしいんじゃない！」

　キカは少しじれたように言った。

「そのマデリーンって人、いったいどうやってこの島に来たのよぅ？」

　船は相変わらず、ないままというのに。

　その指摘に、ラザロは大きく目を瞬かせた。言われてみれば、その通り。しかも、港からも遠く、これといった陸路も特にない裏山から参上とは？　いったいどういうことだ？

「そーんな怪しい相手、目を離して平気？　家財道具みーんな持ち出されて泣いても知らないんだから」

「いや、まあ怪しいけど……むしろ俺がそれを提案して、拒否られた」

　だいたい、あの宿に盗とられて困るものなど置いてない。例のブラウス一枚とっても、マデリーンの持ち込んできたものの方がよほど高値がつけられそうだ。

「なんつーのか、変の具合が図抜けてんだ。他にもあれこれ壮絶にやらかしやがったわ」

　怒ど濤とうの朝食後、得体の知れない相続人は、

「ラザロ、この宿の寝具はあまり衛生的でないな。一流の宿というのは、すべての寝具が清潔に整っているものだ」

　と、輝く笑顔で蘊うん蓄ちくを垂れ流し、シーツや枕カバー、布団に毛布まで洗うと客室からせっせと運び出した。

　ご勝手にと、やらせてみたところ、彼女は井戸の傍かたわらにタライを並べ、そこへ洗剤を大盤振舞いして下さった。実に、粉せっけん一箱分丸ごと。オーバースペックもいいところで、寝具はもちろん、あっという間にあたり一面が泡の海に沈んだ。

「なにしてやがる！　石せつ鹼けんだってタダじゃねえんだぞ！」

　と怒鳴り散らすラザロに恐縮しながら、「では、煮沸消毒の方向で」と、今度はキッチンで沸かした熱湯に、綿入り布団をぶち込んだ。この暴挙に、古びた綿は一瞬にして縮み、布団改めカバーの中に固いものが転がっているナニかに転生を遂げた。

「もう洗濯はやめろ。やめてください」

　怒声と泣き言の中間のような声で諭さとす彼に、マデリーンは神妙に頷き、

「ならば、掃除をしよう。せっかく窓から海が見えるのに、窓がこんなに汚れていては楽しめない」

　と、雑巾片手に客室の窓枠に取り付く。

『ルイジア亭』の窓はいずれも骨董品級の古さを誇り、その分だけ分厚くて丈夫だ。女の細腕でどうにかなるものでもなかろうと、見守っていたところ、これがまたとんだ間違い。雑巾から滑らせた彼女の手が、厚み三センティセンチはあろうかというそれを瞬時に粉々にし、海からの強風を容赦なく室内へと招き入れた。

　これらのコンボが実にたった一、二時間の間にキマったのを見て、ラザロは半ば逃げ出すように坂を転がり降りてきたのである。

「……もしかして、そのヒト、昔ルイジアと何かあって、おうちを壊しにきたの？」

「いや。癒しの宿を作るんだっつって、そらもーはりきってんだけど」

「いやし？」

　そんな言葉は初めて聞いたというように、子狐娘はくりっと首を傾けた。

　まあ、これが平均的なこの島の住民の反応だろうと、ラザロは深々と頷く。無法地帯に癒しを求める馬鹿なぞ、子供にだってそうそういない。

「なんかよくわかんないけど、宿はもうどうでもいいってなら、早く逃げた方がいいんじゃない？　今日はお休みだからダリオこないけど、明日になったらきっと鉄砲かついでみーんなでどーっとやってくるに決まってる」

「あんな悪党なのに安息日はちゃんと守るのか、あいつ……」

「悪党だから、守るの。それぐらいしないと、地獄行きまっしぐらだもん」

「それぐらいであの悪行が帳消しになるなら、神さますげえチョロ過ぎだろ……」

　是非とも自分に対してもチョロくあって欲しい。心の底からラザロは願うのだが、彼の祈りはたいてい無意味に終わる。

　スアレス家から戻ったときも、やはりそうだった。

　破れ壊れたデッキをひょいと踏み越え、慣れ親しんだ入り口のノブへと手をかける。重い溜ため息いきをひとつ落とし、それを回そうとした瞬間だった。

「ええ？　ホントに君、ルイジアの姪っこ？　全然似てないなあー」

　扉の中から響き渡ってきた、賑にぎやかしい声。

　ラザロの全身に緊張が走る。軽薄をそのまま音にしたような口調と声音に聞き覚えがあった。
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「あいつら、またきたのか……」

　呻くように呟いて、ラザロはノブから手を離した。そのまま姿勢を低くして、窓から宿の中をそっと窺う。

　この宿の常連客……つまり、海賊どもが野や卑ひな笑顔でマデリーンを取り囲み、彼女は子猫のようにすっかり怯おびえ、と、そんな光景が広がっているに違いないと思ったのだが。

　想像に反して、中にいたのは先ほどの声の主が一人だけ。

「黒くろ鳩はと……アンデレ……」

　いきなり海の荒くれ者が勢揃いよりはだいぶマシだが、こいつはこいつでとても厄介だった。

　黒鳩とは、つまり海賊の斥候役のことである。

　海の男たちは好んで己を鷗かもめに喩たとえる。それに対し、船上よりも陸にいる方が長い斥候役は黒鳩と呼ばれていた。あちらこちらの町や港や巡っては、襲撃の情報を仕入れたり、賄わい賂ろなどを集めたりとその仕事内容は多岐に渡り、当然、あちこちで顔が利きく。

　このアンデレはこのあたりの海を制する大海賊ハジャルド・ディアスの手の者で、中でもよろしくない噂うわさの持ち主だった。

　───とにかくドえらい女好きで、あちこちで種撒いて歩いてるって話だもんなあ。

　明るい色合いの髪を気き障ざな仕草でかき上げ、やたら襟えり刳ぐりの深い開襟のシャツを、分厚い胸板をひけらかすように着込んでいる。整った顔立ちではあるのだが、へらりと笑みを浮かべる口元にどこか崩れた印象があった。ルイジア存命の頃も四六時中、「酒を注いでくれる女がいねえなんて、信じられんわ」「俺が親分に話をつけて、どっかから美人を攫さらってきてやるよ。金髪と赤毛とどっちがいい？」などという物騒な提案をしては、かの女主人に鼻であしらわれていたものだった。

　しかし、もちろんマデリーンはこのあたりの事情を何も知らない。カウンターの奥でただにこにこと笑顔を振りまいている。

「なるほどねえ、これからアンタがここを切り盛りしてくってわけね」

「わたしとラザロと、です」

　ラザロの名に力をこめて、マデリーンは続けた。

「わたしはヴィジョンはあっても、それを実行するためのノウハウが何もございませんので」

「力をあわせてガンバロウって？　いいねいいね、かわいくって健気な話じゃない」

　うんうんと至って愛想よく、アンデレは頷く。

「じゃあ、その二人の宿のお客様第一号が俺ってわけ？　光栄だな」

「では、今夜お泊まりいただけるので？」

「そりゃ、いままでずっと常連だったんだしね。今日だってホラ、親分の言いつけでルイジアの墓前にこれ持ってきたんだ。好物でしょ、確か」

　言いながら、海賊の鳩はワインボトルを取り出した。この島で葡ぶ萄どうは採とれない。むろん、ワインも。

　マデリーンは蒼あおい双そう眸ぼうを一度大きく見開いて、それから深々と頭を下げた。

「ありがとうございます。精一杯、おもてなしさせていただきますから」

　誰もが見み惚ほれるような晴れやかな笑顔だが、それが危ない。ラザロははらはらと成行きを見守った。

「ホントに？　そりゃいいね。じゃあ、部屋へいこうか」

　案の定、アンデレの返事はこれだ。しかも、これまで見たこともないほどエエ笑顔。実にむかつく。

　だが、マデリーンも負けてはいない。

「まず、お茶とお菓子をお出しします」

　そう、ぶちかました。

　死の宣告である。

　窓辺のラザロはひとり戦せん慄りつした。

「お茶とお菓子？」

　怪け訝げんそうに訊ねる相手に、彼女はひたすら恭しく説き続ける。

「はい。これまで自分が泊まってきた宿の中、これはと思うところでは、お客さまをお部屋にお通しする前に、茶を喫してくつろいでいただくというのが多かったので。是非わたしもそれに倣ならおうかと」

「へえ、それが大陸風ってやつね」

　何も知らないアンデレは浮かせかけた腰を、再び椅子へと戻した。

　マデリーンは危なっかしい手つきで茶葉の缶を開き、この宿で唯一、蓋がきちんと揃ったポットを取り上げる。ギギギ、ギギギギと関節の音が聞こえてきそうなほど、拙つたなくも怪しいその動き。

　その様子に、さすがの海賊も一いち抹まつの不安を覚えたらしい。

「ねえ、何してるの？」

　浮かせた腰を再び下ろして、ぽんぽんと自分の膝を叩いた。

「俺にくつろいで欲しいってなら、まずここ。その方がずっと気の利いたサービスじゃない？」

　意外な提案に、マデリーンの目がまたも丸くなり、ラザロの顔が険しく引きつった。

　───こんのド助平が！

　女を膝に抱き、次々に杯を空ける。実に海賊らしいくつろぎ方だ。けれど、彼女は酒場女でも娼しよう婦ふでもない。むしろ、その対極にいるタイプの女だ。それが、見て判らないのだろうか？

　───それとも、判ってて言ってんのっ？

　うろたえるラザロとは裏腹に、マデリーンは平静だった。ほんの少しだけ迷うそぶりを見せたあと、

「かしこまりました」

　先ほどまでと変わりなく、優美な笑みを浮かべた。

　───かしこまったの？　まじで？

　驚いたのはラザロの方だ。叩きつけるようにドアを開き、彼は食堂内へと転がり込んだ。

「こらあ、当店ではピンク系サービスはやっておりませんっつーの！」

　そんな怒号に、

「うぁっちぃぃぃぃぃぃぃぃ！」

　野太い叫びが重なった。

　その悲鳴とも苦く悶もんともつかぬ声に、ラザロは戸口で立ち尽くす。何度か瞬きしたのち、それから恐る恐る室内を確かめた。

　まず、木綿のドレスにエプロンを纏ったマデリーンが目に入った。ポットを片手に、蒼い目をさっきより更にまん丸くしている。小首を傾げた様は愛らしいと言っていい。が、何故か海賊の斥候がその足下に転がり呻いていた。

「おい、マディ。何したんだよ？」

　ほんの一瞬、自分が目を離した隙すきに。

「いや、その。この方が是非、膝にとおっしゃるので……」

　言いながら、マデリーンは手にしたポットを軽く掲げ見せた。よほどガンガンぐらぐらと沸かした湯を注いだのだろう。まだ、湯気がほんのり上っている。

「それを、膝にぶちまけたってか？　なんで？　茶はカップに入れろや、カップに！」

「いや、その……わたしが知らないだけで、この島にはそういう風習でもあるのかと」

「どんな魔境だ、そりゃ！　ド辺境の田舎いなかもんだって茶ぐらい膝じゃなくて口から飲むわ！」

「そ、そうか。それは申し訳なかった。あの、だいぶ熱かったのでは？」

「熱いに決まってんだろ！　ちっくしょう、新品のズボンが肌にはりついちまわあ！」

　さっきまでの甘い口調はどこへやら、怒りに全身を震わせて海賊の斥候は立ち上がった。

　その彼に、おろおろとマデリーンが取とり縋すがる。

「お待ち下さい、いますぐ手当を！」

「いらん！　もう帰る！　おい、ラザロ！　この俺が誰だか判っての、このおもてなしとやらなんだろうな！」

「もちろん俺は判ってるよ。けど、そいつにはまだ何も」

「何も、だと」

　取りなそうとしたラザロの言葉は、いっそう彼の神経に障さわったらしい。

「一番の常連客相手に、それか。いい覚悟だな。親分には逐一報告しとく」

　そう言い捨てて、大海賊の斥候は表へと出ていこうとする。

「いやいやいや、ちょっと待ってくれよ、アンデレ！　ババアの葬式のあと、クソな金貸しに絡まれたりして、こっちもずっと立て込んでたんだ。悪気はねえから！　マジで！」

　慌てて、ラザロは追い縋る。

「おい、てめえもなんとかしろ！」

　金切り声の指示に、マデリーンははっとしたようにカウンター裏へと舞い戻り、何かを差し出してきた。

「本当に申し訳ございません。これ、せめてものお詫びとお土産みやげです！」

「それ」

「なに？」

　震える声で、けっして仲のよろしくない男たちは質問を分け合った。

　見た目だけでは、まったく見当が付かない、「何か」。

　白い大皿の上にわだかまっているそれは、ぐねぐねと折り重なり、黒い上にも黒い。しかも、妙なぐらいつやつやと輝いているのが、倍凶悪だった。よく見積もって、石炭の親戚あたりかもしれない。

「飴細ざい工くだ！」

　マデリーンは朗らかに言い放った。

「わたしが作れる唯一のお菓子！」

　さあ、食え。それ食らえというように彼女はぐいぐいと迫り来る。

　そのプレッシャーにラザロが折れた。こわごわと、一番上の黒光りする結晶を取り、口へと運び、

「にっげぇぇぇぇ！」

　絶叫と共に吐き出す。

「なにこれ、なんだこれ！」

「だから、飴菓子だ。ことことと砂糖を煮詰め、リコリスを入れてせっせと練る！」

「リコリス？」

「ああ、ここらではない植物なのか。とっても体にいいんだ。疲れも取れて、一石二鳥」

「くっそ不ま味ずい時点で一鳥もねえ！　本気で石でも食わされたのかと思った。いや、普通に固い方がまだいいっつの！　妙にぐにゃあっとして、それが苦みとあかん方向で絶妙なハーモニー！」

　あまりの不味さにラザロはのたうち、悶もん絶ぜつし続ける。

　それが、よろしくなかった。

　ふと気が付くと、食堂内に黒鳩アンデレの姿はなく、銃痕まみれの宿の扉が南風に吹かれているばかり。

「……しまった」

　まともな言い訳すら、できなかった。きっとあの男は怒りに任せ、あることないこと自分の親分へと注進に及ぶだろう。

「ダリオだけでも持て余してるってのに、ハジャルドが怒り出したら……もう手ぇつけらんねえ」

　ラザロはしばし、がっくりとうなだれ。

「よし、これにて終了。さっさと逃げようぜ」

　けれど、素早く切り替えた。

「し、終了？」

　マデリーンが慌てて、その顔を覗き込んでくる。

「終了って？　宿を辞めるってことだろうか？」

「それしかねえだろ。問題山積み過ぎて、正直、俺たちだけじゃもうどうにもならねえよ。命があるだけマシだと思って、さっさと消えるのが一番だって。さっきのあいつだってな、あんたにはナヨっとした色男にしか見えなかったかもだけど、あの場で俺らを撃ち殺すのだって朝飯前って人種なんだぞ！」

　とは言うものの、ラザロにはちゃんとした逃走経路が思い描けなかった。ハジャルドの黒鳩はアンデレだけではない。きっと島中のあちこちに潜んでいるだろう。彼らの目を盗み、この島から出る方法など、果たしてあるのかどうか。

　───そういや。

　ラザロはちらとマデリーンを見やった。さっきのキカとの会話が、ふと蘇よみがえる。

　───こいつはどうやって、この島に来たんだろう？　大陸と行き来する船なんて、それこそ海賊船ぐらいしかないのに。

　胡う乱ろんな彼の視線をどう受け止めたものか、

「では、問題をひとつ片づけよう」

　彼女は突然、そう言い放った。

「まずは、借金問題から」

「マジで？　片づくのかよ？」

「実は、ここに来る前に長年勤めていた職を辞してきてなあ。なにせ激務だったから、金を使う暇がほとんどなくて、貯金はそれなり。辞表が受理されれば、退職金も出るだろうし」

　だから、大丈夫。

　マデリーンはそう請け合った。それは明るく、実に楽天的に。
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　昨夜の雨で洗われた空は青く、海からの風はやや重い。それを頰に肩にと受けながらも、かの娘の足取りは軽かった。

「なんて素晴らしい！　美しい！」

　眼下に広がるコバルトブルーの海を眺めては、その海のような瞳を輝かせる。

「こんなに距離があるのに、海が透き通っているのが判る！　浜は真っ白にきらめいているし、陽射しがひたすらまっすぐで明るい！」

「はあ、まあな」

　ラザロのリアクションは極めて鈍い。

「海の水が透き通ってるのなんて、別にふっつーだろ。陽射しだって、もっと夏になればまっすぐだの明るいだのじゃ済まねーぞ。すっげえ痛い」

「陽射しが痛い？　そんなことがあるのか！　こんな天国のような場所がこの世にはあったんだな！」

　それさえ大歓迎だというように、マデリーンははしゃいだ。

「まあ、天国そのものじゃねーけど、割とそれには近いよ。主に物理的に」

　ラザロの返答は溜め息まじりだ。なにせ、何かというと鉛玉で先行きが決まるという土地柄だ。気が付けば、誰も彼もが本物の天国にいたなんてことも珍しくない。

「ところで、ラザロ」

　自分の足下へと目をくれて、マデリーンは大きく首を捻ひねった。

「この道であっているのか？　五分ほど前まではデコボコながらもちゃんと石畳だったのに、いつの間にか獣道みたいになっているが」

「ああ」

　ラザロは頷き、元来た道を軽く指さした。

「あの石畳は、町へじゃなくて裏手の入り江にまっすぐ続いてるんだ」

「入り江？」

「そ。小さめの帆船が主流だった頃は、そこを船着き場代わりに使ってたらしいな。町の港よりうちの宿に来るには早はええし」

「ほう、入り江！　やはり、砂は白い？　海は青い？」

「ああ。排水があんまない分、港の周辺よかずっと白いし、青いな」

「それは素晴らしい！」

　マデリーンはいっそうはしゃぐ。

「わたしのいままでいたところでは、年の四分の一ぐらい海は凍ってしまうんだ」

「凍る？」

　雪も氷もろくに見たことのないラザロは、その状況が判らない。昔通っていた私塾で雪の降る地方の写真を見せてもらったことはあるが、いずれも粗いモノクロのものばかり。海面がすべて凍りつくなど、まるで想像できなかった。

「そう、凍る。港全体がぎっしり氷で覆われて身動きできなくなってしまう。夏でもずっと重たい色でな、軍港ともなると汚れて茶色く濁って、この島のように澄んで海中まで見通せるなんていうのはまずありえない」

「へえ」

「広い浜はもっと貴重だ。たいていはごつごつとした岩場だし、砂があってもすべて灰色。ここのように白いビーチに寝そべって海を眺めるなんて、とうてい無理で……あ、そうだ！」

　慨がい嘆たんにしばし曇らせた顔を、すぐに元の笑顔に切り替えて彼女は続ける。

「その入り江は誰が管理している？　町の人が使わないのなら、うちの宿泊客用ということにしてもらってかまわないだろうか？　素敵なプライベートビーチだ。そこへ宿から食事や飲み物を運べば、きっとみんな喜んでくださるぞ！」

「そんな人手がどこにあんだよ。行って戻って一五分以上はかかるぞ」

「もちろん、もっと先の話でかまわない。綺き麗れいなパラソルに白いカウチも揃えて、海水浴によしピクニックにもよしだ！」

「それで運んでもらう食べ物が、あの黒い激げき苦にが飴じゃあなあ。どんな罰ゲームだよ。まだその場で魚捕って焼いた方がマシだっつの」

「それもいいサービスだな！　ビーチで新鮮な魚介を美お味いしくいただくなんていうのも贅ぜい沢たくだ」

　自らのアイディアに酔うマデリーンに、ラザロは更なる真実の開示を躊躇った。その入り江は切り立った崖の合間にあるため、カリエンタの町からうまく見通せない。それをいいことに、かつて海賊船は直接そこへ揚陸し、ルイジアの宿まで通ってきていた。すべては彼らの船が大型蒸気船に取り替えられるまでの話らしいが。

　そんな、どこか嚙かみ合あわないやりとりを交わしながら坂道を延々下って、三○分と少し。ラザロとマデリーンはカリエスタの町の中心部に辿り着いていた。

　小さな港から一本道を進めば、こぢんまりとした円形の広場があり、質素な商店や町の施設がぐるりと軒を連ねている。

　普段は人もまばらな閑散とした港町だが、今日は日曜日。教会には人が集まり、彼ら目当ての屋台がひしめきあっていた。

「なあ、あのテントに売っているものはなんだ？　小麦粉に？　タコを混ぜて焼いたもの？　あのうにうにとした生き物が工夫次第で食べられるとは知らなかった！　是非賞味したい」

「あの大きな木の実をどうするんだ？　ストロー差して呑む？　そのまま？　丸ごと？　野趣溢あふれる素晴らしい飲み物だな」

「向こうの白い皿、綺麗だなあ。直接火にかけて食べられるとは便利だ。は？　皿じゃなくて貝殻？　あんな大きな貝殻があるのか、すごいぞ！」

　マデリーンは見るもの聞くものなんでも珍しいらしく、一歩進んでは店を覗きこみ、あれこれと忙せわしく訊ねて回るため、なかなか先へと進めない。

　しかも。

「よお、ラザロ。どうしたよ、その別べつ嬪ぴんさん。ついにルイジア亭もお酌のねーちゃん入れるのか？」

　屋台の間から、そんな声が次々にかかってきては二人の行く手を阻はばむ。ラザロは舌打ちしたくなった。

　───頭からすっぽり昨日のマントでも被らせときゃよかったかな。

　町の大部分が顔馴な染じみという土地柄だ、こんな超弩ど級きゆうの女をつれて歩いたら目立たないはずがない。

「いやその、こいつはそーいうんじゃなくて」

「ルイジア・フェデリオの姪で、マデリーンと申す。マディと呼んでいただけたら嬉しい。以後、どうぞよろしく」

　言葉を濁すラザロの横で、マデリーンはひたすらに明快だった。輝くような笑顔でそう挨拶する。

　ざわり。

　一瞬だけ、人々の間に緊張が走った。

「……ルイジアにこんな親戚がいたたぁ、知らんかったな」

　のんびりと言ったのは、町の古老の一人だった。

「まあ、都会の人にゃつまらん町かもしれんが、のんびりしてけ」

　それをきっかけに、

「いつまでここいるの？　えっ、ずっと？」

「よっしゃ、俺んち来て茶でも飲んでけ」

「このお菓子、うちの自家製だよ。食べて食べて」

　あっという間に旧知の連中が押し寄せてきて、二人を取り巻いてしまった。

「さすが、叔母上。彼女の人徳あってのご厚意だな、ありがたい」

　やれおやつだやれ果くだ物ものだと両手いっぱいに土産を持たされたマデリーンは、ただ邪気なく喜んでいる。

　その横で、ラザロは返答に困って黙り込んだ。海賊どもの巣窟に、町の者が近寄ってくることはほとんどなかった。昨日の葬式にだって、この中のいったい何人が来たことか。

　そうこうするうちに、カランカランと高く鐘の音が鳴り出し、ミサの終わりを告げた。重々しい音を立てて扉が開き、中からどっと礼拝者たちが吐き出されてくる。

　思い思いに身なりを整えた、慎ましい紳士淑女の群れ。その中に、あの悪徳金貸しの姿もやはりあった。武骨なマスケットをつやつやのステッキに持ち替え、ツイードのスーツに身を包んではいるが、真っ黒な腹の底が上等な布地越しに透けて見えそうな佇たたずまい。彼が二歩三歩と進むうちに、広場のあちこちから手下らしい男が何人も寄ってきて、葉巻を差し出し火をつけ馬の手た綱づなを引き寄せるのが、いかにもただならない様子だった。広場の人々は誰もみな、触らぬ神に祟たたりなしというように、その光景から目を逸そらしている。

　だが。

「ダリオ殿、ダリオ殿」

　マデリーンだけは違った。両腕からリンゴやクッキーをぽろぽろこぼしつつも、迷いのない足取りで似え非せ紳士の前へと歩み寄っていく。

　広い額に皺を寄せ、ダリオは胡う散さん臭くさそうに目を向けた。明らかに値踏みするような視線を、マデリーンの爪先までを無遠慮なほどねっちりと這わせる。が、彼女はやはりまったく動じなかった。

「昨日は驚かせて申し訳なかった。わたしはマデリーン・イスカディオ、ルイジアの姪にあたる」

　ラザロや町の人にしたように、淡々と己のことを詳つまびらかにし、それから、

「叔母の借金をすぐ返してしまいたいのだが」

　単刀直入にそう切り出した。

「……あんたが？」

「ああ」

「あんたみたいな娘っこが？　利息までいれると、けっこうな額になるが、大丈夫かね」

「法に則のつとった分は、もちろんきちんとお返しする」

　きっぱりと答え、彼女は続ける。

「ただ、不当な利息を払う気はない」

　ダリオの眉が険しく吊つり上がり、周囲の者みな息を飲んだ。彼の手下の何人かが、肩をいからせ腰へと指を這わせるのを見て、ラザロもまた冷や汗をかく。

　───まさか、こんな人目のあるところでいきなり撃ち殺しゃしねえとは思うけど。

　うまいこと借金を減らせればもっけの幸いと、丸腰でのこのこついてきたことを彼は心の底から後悔した。

　そんなラザロの横で、

「それと、昨日、宿に銃弾を浴びせて家屋と家財を壊した分。それは差し引いていただこうか」

　マデリーンは更にそう付け足したから、たまらない。

　それでなくてもいかつい金貸しの凶相が、いっそう引き歪む。

「てめえ、ふざけんてんのか！」

「言うにこと欠いて、なんだとこのアマ！」

　青筋を立てて詰め寄る手下どもの手には、既に短銃が握られている。わあっと野次馬の輪が散じて、その場にはマデリーンとラザロとダリオ一味だけが取り残された。

　───できれば、俺もそっち側いきたかったわ。

　屋台の間や建物の陰からこちらを見守る人々へと目を走らせ、ラザロは溜め息をつく。賑やかなはずの真昼の広場に、それはやけに大きく響いた。

「おい、ラザロ。この女、どうなってんだ？」

　ギッと、ダリオの眉が動く。上等の葉巻を挟はさんだ指が苛いら立だたしげに揺れていた。

「知らねーよ。昨日、いきなり崖から転がり落ちてきて、うちのオープンデッキの屋根ぶっつぶしたのがコレだよ。俺もあれが初対面だったんだからよ」

「なんだよ、じゃあコレがてめえんとこのボロ宿の屋根ぶち抜いとったアレか。ソレがどうして昨日の今日でピンシャン歩いてんだ？」

「知らねーよ。俺だってそこツッコんだけど、『受け身取ったから』としか言わねーし」

「受け身でどうにかなるもんかよ、あの高さ？」

　奇くしくも悪党と意見を同じくすることとなり、ラザロとしてはもはや笑うしかなかった。このささいな共感が今後の安全確保に役立てばいいが、鋼の銃口が次々とこちらへ向かってくる状況では期待するのは無理がある。それでも、逃走経路を探してラザロがあたりに視線を走らせまくっていたとき。

「まあ……いいだろう」

　突如、ダリオはそう言い放った。

「は？」

　信じられないその台詞に、忙しなく動いていたラザロの目が丸く大きくなる。対するダリオは彼をひとつ見やっただけで、すぐさまマデリーンへと向き直った。

「但ただし、今日は神の使徒にとって大事な大事な安息日だし、俺のオフィスは隣町にある。金の話をするにゃいささか不向きなタイミングだしロケーションだと思わないか、セニョリータ」

「それは確かに」

　粛しゆく然ぜんと、彼女は同意した。

「お休みのところを邪魔して悪かった」

「なに、判ってくれりゃあいいんだ」

　奇妙なほど機嫌よく、ダリオは続ける。

「うちはあんたみたいな美人を迎えるにゃ、ちっとむさ苦しいところだからよ。掃除の一つもしておきてえ。そうさなあ……四日後でどうだ？　茶菓子ぐらいは出すから、二人揃ってご足労願えんかね？」

「もちろん、伺おう」

　深々と頷いて、マデリーンは微笑ほほえんだ。

「あなたは話せば判るお方なのだな」

「その通り」

　葉巻を握ったままの右手を彼女へと差し出し、金貸しは笑う。

「俺は話せば判る男なのよ。そのへんなかなか世間さまにゃ伝わらないんだけどよ、悲しいことにな」

「誤解されやすいお人柄の方というのは、どこにでもいる」

　彼女はわずかに目を伏せ、

「叔母上もそうだった」

　ふと、そう付け足した。

「では、四日後の木曜日の午後三時。俺のオフィスで。俺は商売柄、時間にはやかましい男だからな、必ずきっちり三時にお越し願おう」

　必ずのところを、やけに強調し金貸しはなおも続けた。

「健気な俺のもてなし心、裏切らないでくれよ、セニョリータ？」
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　───俺は絶対に逃げるべきだ。無事な家財をまとめるだけまとめて、とっととここを離れるべきだ。

　ダリオとの交渉から戻ってすぐ、ラザロはさっさと結論づけた。野郎のオフィスとやらにのこのこ出かけて、いいことなんてあるはずがない。悪党窟で揉もまれて育った長年の経験が、ラザロにそう告げている。

　そんな彼の決意を無にしたのは、まず天候だった。

　夕刻近くなるとにわかにかき曇り小一時間ほど雨が降るのは、この季節この島ではそう珍しくない。だが、ここのところの雨はそれとは訳が違った。地をも穿うがてとばかりにしのつく雨が降り続き、視界が重く閉ざされた。マデリーンがその青さを讃たたえた海は重い鈍にび色いろに沈み、激しくうねっては小さな港町へと波を叩きつけてくる。

　特にひどいのは、風だった。

　いったいどこにどうぶつかって音が出ているのか、ぶおおおんぶおおんとこれまで聞いたこともないような暴風の雄お叫たけびが宿周辺に轟とどろき渡った。

　もちろん、客などこない。が、こっちもどこへもいけない。

　そんな天気が三日も続き、明けて木曜日。

　結局、ラザロはマデリーンと共に『ルイジア亭』を後にすることになってしまった。

　ダリオのオフィスのある隣町・ラチャンカは海岸線からいくらか離れた内陸部。直線距離ならばたいしたことはないのだが、険しい坂と谷をいくつか越えなくてはならず、大人の足でも四、五時間程度はかかる。

「そこはどんな町？　カリエンタよりも栄えているのか？」

「栄えてるな。こっちはそもそも店の数が少ないし、市も日曜とか祭りのときでもねえと立たないけど、ラチャンカだと毎朝あちこちででっけえ市場が開かれてる」

「そうか、なら早めにいって買い物でもしよう。わたしが破いてしまったカーテンや割ってしまった皿なども補充しなくてはならないし。あと、リネン室を拝見したが、お客さまにお使いいただくタオルや石鹼の類たぐいも切らしているようだった」

　切らしたんじゃなくて、初めからそんなものは用意してない。そう言ってやるべきか、ラザロが考えこんでいる間に、マデリーンは慣れない手つきで旅装を整え、本人だけがサンドイッチと称するぶつ切りのパンに分厚いハムとチーズを挟んだシロモノや、裏の井戸で汲くんだ水とを鞄かばんに詰め込んでいく。しかも、二人分。

　───やっぱ俺もいくことになってんのかそうか。

　やはりいきたくない。断固として、逃げたい。

「なあ、おい。本気でいくのか？　あの野郎、絶対素直に帰してくれねえぞ？」

　宿の戸口で足踏みしながら、ラザロは訴えた。きょとんと見上げてくるマデリーンを見ると、なおも危機感が募る。陽光を編み上げたような、あまりに美しいその姿。

「もてなしてくれるとおっしゃっていたではないか。あの方はこのあたりではなかなかの有力者なのだろう？　どんなお宅にお住まいで何が出てくるのか、参考にさせていただこう」

「まさかの豪ごう邸てい拝見感覚！」

　天を仰いでラザロは叫ぶ。

「奴のオフィスとやらに着いた瞬間、揃って鉛なまり弾だま食らう系のもてなしかもしんねえぞ。それに、あっちの町にはうちんとこにはないものが他にもいっぱいあるんだ。あんたみたいなのが捕まったりしたら、マジやばいってまずいって」

「ここにはないもの？　たとえば？」

「か、歓楽街とか、花街とか」

　まっすぐに訊ねられ、ラザロはしばし口籠もる。

「娼館、とかだよ」

「ああ」

　深い碧へき眼がんが丸くなる。もしかして意味が判らないのか？　と、ラザロは危き惧ぐした。それはいったいどういう場所で何をするのかなどとつっこまれた場合、自分の語ご彙い力りよくで事態を打開できる気がしなかった。

　しかし、世界はそこまで無情ではなかったらしい。

「なるほど。人身売買の危険性もあるわけか」

　意外なほどあっさりとマデリーンは頷いた。軽く髪をかき上げて、首を傾げる。

「どうだろう？　わたしは高値がつくかな？」

　訂正。

　ある意味、想定よりずっとひどいことを聞かれている。

「そりゃ……たぶん」

　後ずさりながら、ラザロはまたも口籠もる。

「たぶん？」

　マデリーンは追撃してきた。

「や、きっと」

「君にそう言ってもらえると、少しは自信がつくな」

　まごつきながらも断定し直した彼を見上げ、マデリーンはいっそう朗らかに笑った。

「いよいよ困ったら、むしろこちらからその手を打とう。仲介は君に頼むから、せいぜい高く売りつけてくれ」

「えええええ」

　その明朗であまりの言い様に、ラザロはうっかり気け圧おされ、結局そのまま一路ラチャンカを目指して歩き出す羽目に陥っていたのだった。

「それにしても」

　町と港を一望できる峠とうげまでやってきたとき、ふいにマデリーンが言う。

「わたしのいた大陸だと海岸線の町の方が栄えていたものだったが、ここは違うんだな」

「海の近くは危ねえからな。金持ち連中は住みたがらない」

「ああ、なるほど」

　くっきりとした水平線を、同じような色合いの瞳で見やって彼女は頷いた。

「確かに、昨日の大荒れの海はなかなか恐ろしかった」

「違ちげーよ。危ねえのは海賊。奴ら、どこの港だろうがガンガン舳へ先さきつっこませてカチこんでくるから」

「治安維持機関などは？　組織されてない？」

「ねえなあ」

　だからこそ、ルイジアの宿は機能していたのだろう。海賊どもも自分たちの根城とその周辺は襲わない……という裏事情を口にするのは、やはりいくらか気が引けて、ラザロは会話を打ち切った。

　そのまま無言で歩き続けて峠を越え、しばらく。二人は足を止めた。いや、止めざるを得なかった。

「道が」

「塞ふさがってら」

　一本道のその先が、土砂に埋もれて消え失せている。

「このへんで崩落なんて滅多にねえんだけどなあ」

　右の絶壁、左の断崖を見回してラザロは眉根を寄せた。このあたりは海が干ひ上あがり、強固な岩が残され重なってできた土地だ。その堅牢な岩山を掘り抜き道を造るのに何十年もかかったことは、そのへんの年寄りに聞けば誰もが知っている。

「では、他に道はないと？」

「あるけど、すっげえ迂う回かい路ろ。倍時間がかかる」

「そうか。なら、そっちをいこう。早めに出発してよかったな。三時に間に合わなくなるところだった」

　うんざり答えたラザロに、マデリーンはあくまでポジティブだった。ハイキングがより長く楽しめて、嬉しい。そんな口調で彼を促す。

　やれやれと肩を落としながら、ラザロは元来た峠へと一度戻り、それから木々の間を延々と抜ける裏道を辿った。馬車での行き来を想定した表街道とは異なり、道は細くしかも整備されていない。数日続いた雨のせいかぬかるみが激しく、たちまち二人の足下は泥にまみれる。それでなくてもアップダウンの激しい悪路に、重労働には慣れっこのはずのラザロの足取りまで危うくなってきた。

　───一人で服も着られねえ女に歩かせる道じゃなかったな。

　これでは、ほうっておいても自分から「もう無理」と言い出してくれるかもしれない。

　そう、ラザロが思いかけたときだった。

　突然、背に走る衝撃。

　ろくな受け身も取れぬまま、ラザロの体が泥道に沈む。次に柔らかくあたたかなものにのしかかられ、張り上げようとしていた怒声が喉奥で凍り付いた。見ると、呼吸も触れあうぐらい間近にマデリーンの顔がある。

「ててててて、てめぇ」

「前方の木立の間、人がいる」

　ラザロを腹の下に組み敷き、しかし、視線を遠くへ放ったままで彼女は言い募った。

「みな武装している。三人ってところか」

「なんでそんなこと判るんだよ」

「こちらは風下だ。音が流れてくる」

　きっぱりとした断言に、ラザロは束の間声を失う。音なんて、自分たちのグズグズごにょごにょとした足音ぐらいしか聞こえていなかったはずなのに。

「君は、相手の元へ辿り着いたらどうにかされると言っていたけれども」

　固い横顔のまま、しかし、どこか断固とした口振りで彼女は言う。

「どうも向こうは、到着さえさせないつもりらしい」

「俺たちまとめてぶち殺す気ってことか？」

「それは最悪の想定だな。三時までにこなければ先日の約束は帳消し。利息も言うがままに払わせるというのも考えられるけれども」

「死ぬよりマシだけど、それもなんだかなあ。わざわざ道を塞いで迂回路に追いこむ手間に弾代やら人件費やら足してさ、収支見合ってんのか、あの馬鹿ダリオ。金貸しのくせしてまともな金勘定もできねえのかよ」

　ことさら口汚くラザロは罵る。黙っていたら、重なったままのぬくもりに意識が集中してしまい、身も蓋もない有り様になりそうだった。

　ふと、マデリーンの碧眼がそんな彼に注がれる。

　しかし、それも束の間。

「まあ、三時までに着けばすべて解決だ」

　彼女はどこかのんきな調子で言い放つと、一転、走り出した。急きゆう勾こう配ばいの悪路を駆け上っているとは思えぬスピードで、先ほど指さした木立へと肉薄する。

「えっ、おい！」

「気づかれたっ？」

「くそ！」

　慌てたような声がいくつか重なり、それに銃声が追いついてくる。

　───撃たれる！

　思わずラザロが目を閉じそうになった瞬間、マデリーンのマントが宙を舞った。分厚い布地が灌かん木ぼくの合間にかかってはためく。弾はそちらへと集中した。

　中身の方は手近にあった木の幹を蹴りつけ、襲撃者たちの頭上へと舞う。三人が狙ねらいをつけ直す間はなかった。振り抜かれた彼女の右足が最初の一人を地に倒し、続いた左足がもう一人の喉元を捉える。最後の一人は哀れな二人目がもたれかかってくる間にマデリーンの接近を許し、顎に鋭いストレートを食らって倒れ込んでいった。この間、わずか数秒足らず。

「ラザロ、走って！　まだどこかに伏兵がいるかもしれない！」

　有無を言わさぬその声に、彼もまた弾かれたように駆け出した。前をゆくマデリーンの後を追いすがり、四苦八苦しながら悪路を走る。途中、倒れた三人の横を通り抜けたときは踏みつけてやろうかと思ったが、なるべく直視せず捨て置くことにした。

「あんた、何もんだよ？　よくもまあ、あんなこと」

「なに、運がよかっただけのこと」

　ようやく追いついたマデリーンは、息一つ切らせておらず、のんびりと続けた。

「あまり戦闘慣れしていない相手だったからなあ。手て練だれの者ならば、もっと接近戦に備えるものだ。それと、彼らの装備がすべて旧式の短銃だったのも助かった。たいした飛距離はなくても、さすがにフル装そう塡てんの連射式相手では分が悪い」

「だから、なんであのちょっとの間にそれだけ判ったんだっつの！　服も着られなきゃ、料理も洗濯もできねえくせに！」

「それは、ええと……」

　初めて彼女が言葉を濁したのと、視界が開けたのは、ほぼ同時。

　目の前に道がなかった。

　代わりにあったのは、断崖絶壁。大地をナイフで切り取ったかのような谷が広がり、底がまったく見通せない。向こう岸までの距離は、三○メトロメートルほど。

「こっちだ、マディ！」

　強風に煽あおられながら、ラザロは先へと進む。陽光が惜しみなく注ぐ中を駆け続けて五分ほど、細い橋が見えてきた。

　吊り橋だ。

　島中のあちこちどこにでも生えている椰や子しの繊維を縒より合わせたザイルで、編み上げ作られた橋。長さはあるが幅がまるでなく、大人一人が渡るのがやっと。風が吹けばかなり揺れ、高さにさして抵抗を感じないラザロですら、眩暈めまいを覚えるほどの頼りなさだった。

「ったくもう！　だから、こっちの道嫌いなんだよ！」

　悪態をつきながらも駆け足で渡り始めて、すぐ。背後のマデリーンが小さく声をあげた。

　振り向くと、橋の袂たもとに男の姿があった。服はよれて泥にまみれ、明るい陽射しの中だというのに顔色は至って悪い。

「うっそ、さっきのやつ？　追いついてきやがった？」

「おや、まあ。肋あばらは確実に折ったはずなんだが」

「折れたわ！　めっちゃ痛いわ！」

　驚くラザロと妙な感心をするマデリーンに続いて、折られた本人が喚いた。

「その責任取ってもらおうか！」

　振り上げた右手に、白刃が握られている。巨大な刃渡りのナイフ。というより、ほとんど鉈なただ。

　待て、とラザロが制止するよりも早く、その刃が橋のザイルに食い込んでいた。
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　崩落は一瞬では成らなかった。

　まずがくんと視界が傾き、それから足下が大きく揺れる。

「わー！」

　ラザロはとっさにマデリーンの腕を摑み、半ば引きずるように走り出した。向こう岸までは、あと一○メトロ程度。うまくすれば渡り切れると判断してのことだったが。

　がくん。

　またも、世界が縦に揺れた。踏みしめるべき、次の一歩が宙に浮く。そこからはもう、あっという間だ。椰子の繊維と木片とをばらまきながら、吊り橋は刻一刻とその姿を失っていった。

　ラザロは空いた左手を大きく振りまわし、触れた何かをそのまま必死に摑んだ。固く冷たい、岩の感触。指先が震える。谷底まで真っ逆さまという最悪の事態だけはなんとか避けられたようだが、安あん堵どする間などむろんない。

　巡らせた視界の先、元の道までの距離はざっと一○メトロほど。左手だけで上がれる高さではとうていなかった。

「くっそう」

　焦りと罵りが口をつく。より力をこめようとした指先が、かえって震えて痛みすら感じる。

「ラザロ、ラザロ」

　繋つないだ右手の先から、穏やかな呼びかけが響いてくる。

「うるせえ！　いま忙しい！」

　見下ろし怒鳴れば、いっそう暗あん澹たんたる気分になった。自分と繋いだ手以外、マデリーンは完全に宙吊り。その細い体はふらふらと寄る辺なく風に揺れている。自力でよじ登ってくれないかなどという要望は、どうにも通りそうにもなかった。

「手を離してもいいぞ、ラザロ」

　澄んだ碧眼をまっすぐにこちらへ向け、

「わたしは丈夫だから、なんとかなるかもしれないし」

　いっそ、そうしてやろうか。

　ラザロは歯ぎしりした。

　会ったこともなかった、ルイジアの姪。養子の自分にはむしろ邪魔な存在だ。その上、生活能力皆無、島の常識も知らない。ただただ面倒なばかりの女。ここで死んでくれた方が、きっと先行き明るいに決まっている。

　しかし。

「うるせえ」

　どうしても、離す気にはなれない。

　崖の下で冷たくなっていた因業婆ばばあ。墓穴に消えていく白い棺ひつぎ。そんな光景ばかりが何故か脳裏にちらつく。似ても似つかぬこの女の、青い瞳を見る度に。

「そうか」

　マデリーンの静かな声。それがほんの少しだけ微笑みを含んでいたことも、いまのラザロには届かない。ギリギリと指先を痛めつける岩の感触と、みしみしと背中を軋ませる重力に逆らうのに必死で。

「では、すまない。あと少しだけ頑張ってくれ」

　そう励ます言葉に銃声が重なった。

　見上げると、橋の袂の人影が二人に増えている。こちらに向けられる筒先が、真昼の陽光に鈍く光っていた。

「あいつら……っ」

　遮るものとて何もない崖の途中。ぎり、と、繋いだ腕に力をこめた、その刹せつ那な。

　白い壁が、目前に出現した。

　つやつやと輝く、真珠にも似た白亜の壁。それが谷を挟んで対たい峙じする人間たちをたちまち分けた。

「ラザロ、飛び移れ！」

　鋭いマデリーンの叫び。けっして反論を許さぬその響きに、ラザロの体はとっさに動いていた。崖を強く蹴り、身を捩よじるようにして白壁目指して跳躍する。繋いだ手はそのままに。

　ふぉぉぉぉぉん！

　壁が、哭ないた。

　風が起こる。谷の空気を大きく揺らし、それは動き出そうとしていた。

「な、なんだありゃ！」

「化け物だーっ！」

　眼下で右往左往する男たちの声すら、逆巻く風に千ち切ぎれ飛ぶ。

「ブランカ、上昇」

　傍らの女が命じる。

　ふぉぉぉぉぉん！

　壁が応えた───いや、壁に見えていたものが。

　崩れたラザロの膝の下、真珠のように見えていたそれは羽毛だ。鷗や鵞が鳥ちようあたりとは比べものにならぬほど巨大な翼が、力強く宙を掻かく。

　ふぉぉぉぉん！

　絶え間なく咆ほう哮こうを逬ほとばしらせる口には牙がぞろりと揃っていたが、嘴くちばしはない。長大な爪を生やした腕を振り上げて、ブランカと呼ばれた生き物は天を目指して飛翔する。逞たくましい後ろ足が、羽ばたく翼の合間からちらりと見通せた。そのどれもがラザロには初めて目にするものばかりで、声もなかった。












「竜を見るのは、やはり初めてか」

　大陸にも、そうたくさんはいないから、と、マデリーンは続けた。

「竜……って」

　言葉だけ、あるいは絵だけならば、ラザロも知っている。

　一五○年ほど前、突如、この世に顕あらわれた巨大生物。海にいる化け物どもとは違い、人の言葉を解し、天を駆け、不思議な力を有する。

　その能力を解明するために、人々は過去に捨ててきた技術を……神秘と魔法を歴史から掘り起こそうと躍起になって、そして。

「……竜砲騎士ドラグーン・カサドーレ」

　譫うわ言ごとのように、ラザロは呟く。

　そして、生まれた、伝説の存在。

　竜と通じ、風に乗り、魔を成して天を翔かける人智を越えた騎士たち。

「竜砲騎士にしか、竜は御せないって聞いた……」

「逆だな」

　呻く彼へ、彼女は晴れやかに告げる。

「竜を御せる者だけが、竜砲騎士と呼ばれるんだ」

　まるで、珍しいお菓子を見つけたときと変わらぬ口調で。
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　中天に達した太陽が、ゆっくりゆっくり下ってくる。長々悠々ととった昼食が腹の中でこなれてきた頃、金貸しダリオは部屋に置かれた細工時計を横目で見やった。

「ようやく片が付いたか」

　目障りな小僧とどこから湧いたか知れないよそ者の女を、まとめて始末できてめでたいことこの上ない。あのルイジアが生きているうちはどうにもできなかったが、いまなら長年の望みを叶かなえることができるだろう。

　祝杯にとっておきのワインを開けさせようと、太い指を鳴らす。

　ぱちんという軽い音。

　それに、予期せぬ大音響が重なった。

　爆撃でも食らったかというような破裂音、バラバラと煉れん瓦がが鼻先へと降り注ぎ、朦もう々もうと沸いた土煙に視界が深く閉ざされる。

「げっふごふげふげふ！　なんだこりゃあ！」

　咳せき込こみ喉を嗄からして叫ぶが、誰の反応もない。いつもだったら彼が、わずかに身動きするだけで飛んでくる手下たちが、何故か一人も現れない。

「おいこら、野郎ども！　何がどうなってんだ？　とっとと説明しやがれ」

「おー、いいぜ。俺でよかったら話してやるから、出てこいよ」

　尖とがった少年の声は、天から降ってくる。見上げると、自慢のオフィスの屋根に大穴が開き、そこからラザロ・グラナダがこちらを見下ろしていた。

「てめえ……なんで……」

「生きてんのか？　それとも、そんなとこにいるのか？　どっちが聞きてえんだよ」

「どっちもだ、どっちも！」

　瓦礫に埋もれた部屋の中、ダリオは地じ団だん駄だを数度踏むと、壊れた窓を自らこじ開けて表へと飛び出した。

　あたりは騒然となっている。

　それなりの都市のそれなりな街角で、建物の屋根が崩れ落ちているのだから当然……と、彼は思ったのだが、

「鳥が！　でっかい鳥が」

「鳥じゃねえよ、四つ足だったぞ！」

「飛んでった！　海の方へ飛んでった！」

　人々は誰もが天を仰ぎ、口々に意味不明なことを喚き散らしている。あろうことか、その中にはダリオの雇った破落戸ごろつきどもまでもが含まれていた。

「貴様ら！」

　怒りをぶつけようと一歩を踏み出した彼の足取りは、そこで鈍る。

　壊れた家の玄関に、三人の男が転がされていた。その横には、女が立っている。しなやかな肢し体たいを旅装に包んだ、例の娘だ。

「マデリーン・イスカディオ。お約束通り、三時にまかり越した。借金の精算をお願いする。それから」

　ひとつ笑って、彼女は高らかに告げた。

「あなたの部下が塞いだ道と落とした吊り橋の修繕。これも併せて願いたい」

「な、なんの証拠があって」

「証拠なら、そこに」

　言いながら、娘は優美な指先を手下どもへと向けた。手首だけは縄で括くくられているが、足は自由。なのに、三人とも完全に脱力してしまったようで動かない。

「勢いで怪け我がをさせてしまったのでなあ。申し訳ないが、早く治療してあげてくれ」

「お、おまえら……」

　怒鳴りつけようと開いた口を、ダリオはそのまま閉じた。カチャリと軽い音がしたのだ。撃鉄が引き起こされ、弾丸が装塡されるかすかな音。

　そろそろと首だけで振り向く彼を、少年の赤みを帯びた目が迎え撃つ。

「ラザロ……」

「てめえのおかげで、カリエンタまで帰る道がなくなっちまったぜ」

　旧式のマスケットを金貸しの頭に突きつけ、

「なんであそこまでやりやがったのか、聞かせてもらおうじゃねえか」

「…………」

　ぎょろりとした両眼が、ラザロを睨ねめつける。見事な禿とく頭とうの中でその狡こう猾かつな脳が、激しく計算を続けている音が聞こえてきそうな目つきだった。

「……その筋じゃ有名な話なんだよ」

　低い、呻くような告白。

「ルイジア・フェデリオは大海賊ハジャルドと密約を交わした。そのおかげで、あのボロ宿とカリエンタは襲われねえんだってな」





　　　　10






　古い本、古い衣服、古い調理器具、古い文房具……

　掘っても掘っても、ルイジアの部屋からはそんなものしか出てこない。ダリオの言う密約の証拠など、どこを探しても見つけ出せなかった。

「つーか、あのババア、そもそもあれこれ貯め込むタイプじゃねーから。服はヨレるとすぐに雑巾だし、道具も使えないとなったらポンポン捨ててたし」

　何もないと判っているところを、それでも必死にかき回して、もう二日が過ぎた。明日はもう日曜日である。

「しかしなあ。他に叔母上のことを知る術すべがないし」

　艶つややかな金髪のあちこちに、綿埃をくっつけながら、マデリーンが首を捻った。真っ白い指先も、煤すすやら埃やらですっかり汚れて真っ黒に染まってしまっている。

「日記とか手紙とか、そういうものが少しでもあればいいんだが」

「書き物してたのなんか、ろくに見たことねーぞ。あんたの手紙見て、あのババアにもあーいうの書けるんだって初めて知ったぐらいだ」

「そうなのか。一族の中でも、ずば抜けて教養のある方だと名高かったものだが」

　伏せた金の睫毛に、午後の光が宿る。古びた宿の乱雑な空間の中であっても、それは美しく際立って見えた。

「なあ、マディ」

　それからそっと目を逸らしながら、ラザロは訊ねる。

「あんたさぁ……もう判ってんだろ？　うちのババアがここで何やってたのか」

　場所だけは南の島で、海こそは確かに青く美しい。だが、癒しももてなしも、すべて果てなく遠い。守ってくれる者とていない、単なる辺境。悪党ばかりが跋ばつ扈こする、価値なきド田舎でしかない。

「あんたの話を総合するとさ、うちのババアも竜砲騎士さまとやらだったんだろう？」

「……その通りだ」

　どこか躊躇いながらも、マデリーンは頷いた。

「勇猛果敢な戦士だったけれども、ある戦いで騎竜を失って、わたしに後を託して引退なさった。竜は一人の騎士にしか従わないし、騎士は一頭の竜としか力を通わすことができないから」

「その騎士さまですら、この島じゃ悪党窟の親玉にしかなれなかったんだ。そのへんもうちっと考えて、とっとと大陸帰れ」

「いやだ」

　即答だった。

　ラザロが驚くぐらいきっぱりと、彼女は彼の提案をはねつけた。

「叔母上が何を思ってここに宿を開いていたのか、君も判らないんだろう？」

「それは、まあ」

「わたしはそれが知りたい」

　いつになく、固い声で言い切られ、ラザロは返す言葉を失う。軽く息を呑み、視線を注ぐ少年に、騎士たる女はひとつ笑いかけた。

「それにな」

　長い指が伸びてきて、彼のそれに重なった。切り立った岩を全力で摑んだ傷が、そこにはまだいくつも残っている。

「誰かに守ってもらえたのは、生まれて始めてのことだった……本当に嬉しかった」

　自分の役目は守ることだったから。

　国を、民を守るためにと、ただそれだけの人生だったから。

「ずっと夢見ていたんだ」

　歌うように、彼女は言葉を重ねる。

「戦争を終わらせたら、南の島へいく。そこで、きっときっとこれまでとは違う人生を得ようと」

「違う人生、ねえ。そんなものが、あるのか？」

　ラザロは泣きたいような笑いたいような気持ちに囚とらわれて、言葉を濁した。

「なければ作る」

　きゅう、と、白い掌てのひらがラザロの傷ごとその手を包んだ。

「作りたいんだ。破壊ばかりでなく、何かを生み出して誰かに必要とされる。そんな人生を」

「……人間味溢れる心優しい田舎暮らしとか、都会にはない心の交流とかがお望みならば、そんなもんここにはないぜ」

　冷たく言葉を重ねながらも、ラザロはその手を振り払えない。

「あんたのいたとこがどうだか知らねーけど、ここはここでサイテーだぞ。マジもんの無法地帯。暴力がすべてを分けてすべてを決める。最初は珍しがって親切にしてくれる奴もいるだろうけどよ、きっといつまでも続きやしねえ」

　か細い手の温かさが胸に痛かった。

「そうかもしれないな……」

　叱られた子供のような、小さな呟き。

「でも、君は違うだろう？」

　ほんのりと笑みがかげろう唇の、柔らかな紅あかさ。

「お願いだ、ラザロ・グラナダ。自分が実社会において『使えない』女だというのは自覚した。これから最大限の努力を払うから、このままここに置いてはくれないか」

　けれど覗きこんでくる青い碧あおい瞳には、強い意志の輝きが確かにある。間近で震える金の睫毛に光が灯ともり、ラザロは束の間息ができなくなった。

　流されるな。

　頭のどこかで、理性が叫ぶ。

　ガンガンと警鐘が鳴り響く。

　この展開は絶対にやばい。海賊との密約なんて抱えた宿もやばけりゃ、この女もとんでもなくやばい。竜ってなんだ？　正体不明の魔法の生き物？　あんなもん、犬猫みたいに連れ歩けないだろう。何が何でも断固として手を切るべきなのだ。

　───判ってる。知ってる。

　だけど。

「……いつまでたっても役に立たなかったら、本当に売るぞ？」

　そんな形で、彼は是ぜと応えてしまっていた。

　マデリーンの面がぱあっと輝く。雲間に射した陽光のような、その笑顔。更に伸びてきた腕が、ラザロの左手どころか首に巻き付いてきた。

「高く売れるか？」

「売って欲しいのかよ！　わっかんねえ女だな！」

　なおも抱きついてこようとするマデリーンの柔らかな体を、必死に押しのけようともがきつつ、ラザロは明日のことを考えた。

　まさか、本当に彼女を売り払うわけにはいかない。だが、ルイジア亡きいま、この宿が機能するかどうか判然としない。

　───とりあえず、キカの親父さんに頼んで屋根の修繕して。それから、裏庭の畑にもちっと手を入れて、魚でも釣ってれば冬まではなんとか飢えずに済むだろ……

　そこまで考えてふと、彼は思い立つ。

「おい、こら。あのでっかい竜な」

「白ブランカちゃんのことか？」

「あれって、なに食うんだ？　まさか人間の肉とか言わねえだろうな？」

「鉱物だ」

　さらりと、マデリーンは答えた。

「金と銀、あと宝石も食べるが、それはどっちかというとおやつだな。主食にはならない」

　かこん。

　あまりのことに、ラザロの顎が落ちる。しばらくの自失ののち。

「……捨ててこい」

　彼は腹の底から、声を絞り出した。

「そんなもん、養えるかっ！　そのへんの海か山に捨ててこいっ！」

「そんな！　白ちゃんは子供の頃からわたしとずっと一緒で。わたしの手からじゃないと餌えさも食べないから、こうしてつれてきたわけで」

「ますます無理。絶対、捨てろ。断固として捨てろ！　木箱に詰めて拾ってくださいって書いて置いてこい！」

「そんな。犬猫じゃないんだぞ、竜だぞ！」

「犬猫だったら俺だってここまで言わんわぁぁぁ！」

　ひとけのない、丘の上。

　言い合う二人の声だけが、南国の空にこだまする。

「ちゃんと世話するから！　大丈夫だから！」

「大丈夫じゃねーから！　だいたいおまえ、自分の世話だってできてないだろ！」

「そ、そんなことはない。ほら、見てくれ。こうして服はちゃんと脱げるように」

「脱ぐなーっ！」
















　少女は、空を見上げた。

　自分の瞳と同じ、蒼あおい青い空に白い姿が浮かび上がっている。

　竜だ。

　他の者の目には巨大な鳥の影にしか見えぬかもしれないが、彼女にはそれがまったく異なって映る。淡い光を纏まとい、輝く軌き跡せきを蒼そう穹きゆうに描き出す、不思議な姿。

　それが、途切れ途切れの雲の合間を縫って、飛び続ける。

　ひとつ、ふたつ、みっつ、よっつ。

　完全な四角い陣形を保って飛ぶ姿には、いつ見ても乱れはない。

　ほんの数日前までは、その光景を心沸き立たせながらみつめていた。その編隊の先頭に、彼女の叔お母ばの騎竜がいたからだ。白銀の翼を翻ひるがえし、蒼穹を切り裂いて進む力強い姿。それに、いったいどれほど自分は力づけられてきただろう。

　小さな手には大きすぎ重すぎる竜砲を握ることも、実の親にすらろくに会えず日々続けられる訓練も、彼女の勇姿を目にするだけで耐え抜ける気がした。

　───でも、もう見られない。

　叔母の竜は亡くなったのだ。

　先の国境戦に彼女は出撃していった。いつもの単なる小こ競ぜり合あいと言われていたその戦いくさは、軍上層部の予想を遙はるかに越えた規模で拡大し、泥沼化した。叔母の部隊は文字通りの孤軍奮闘を重ね、やがて、彼女の竜は墜おちた。千年、万年の寿命を持つとも言われる神秘の生き物が命を喪うしなう場面を、この世界の人類は初めて目の当たりにしたのだ。

「まったく。竜は殺せると敵に知られてしまうなんて」

「この事実が広まれば、きっと周辺諸国が騒ぎ出すだろう」

「一国一強こそが平和の要かなめというのに、あの女騎士ときたら」

　吹き荒れる、批判に罵ば詈り雑ぞう言ごん。叔母自身も深手を負い、傷だらけの体を引きずって半身を喪った痛みに耐えているというのに。

　大人おとなたちの心ない言葉から目を背そむけ耳を塞ふさぎ、少女は訓練塔の物見台に上っては、ただ空を仰いで日々を過ごした。

　そうして、一カ月ほどたった頃だろうか。

「やあ、マデリーン」

　叔母が、やってきた。

　美しくも精せい悍かんだった顔はやつれ、体のあちこちに走った傷もまだ癒いえたかどうかという有り様だったけれども、彼女は笑顔だった。

「私は旅に出ることにしたよ」

　静かな声音が語る。

「もう、ここでやるべきことはすべてやったからね」

　いかないで、という言葉を少女は飲み込んだ。代わりに、細い声で訊たずねる。

「旅って……どこに？」

「まだ決めていない。けれど、やはり南かな。ここよりずっと暖かいところ」

「みなみ……」

「知ってるかい、マデリーン？　この世界にはね、冬になっても凍らない海があるんだよ」

「ええっ」

　驚きに、少女は蒼い瞳を見張る。

　生まれてこの方見てきた海は、年に三カ月以上は真っ白に凍いてついている。

「それどころか、雪も降らない。一年中、緑が萌えて花が咲いている。そんなところも、この世にはあるんだ」

「すごい……」

　ひたすら驚くばかりの少女の前髪に指を滑らせ、かつて王国最強と呼ばれた騎士は小さく笑う。

「ああ、おまえの瞳は、本当に綺き麗れいな色だ」

　薄暗い北国の陽射しの下であっても、淡く明るく映える蒼。

　それは叔母も同じだろうと少女は言ったが、彼女は軽く首を振る。

「私の目はちょっとグレーが勝ち過ぎてて、それほど澄んでは見えないよ。やはり、おまえの方がずっと綺麗だ」

　柔らかな賞賛に、少女は答えを迷う。叔母の竜は……この世で最初に死んだ竜は、やはり美しい蒼い色。そして、叔母はいつだって「おまえの瞳は私の宝物と同じ色だね」と褒ほめてくれていたのだから。

「そうだね、できることなら」

　泣き出しそうな目で自分を見上げる姪に、なおも彼女は笑いかけた。

「おまえの瞳のような空と海のあるところ……そんな場所で余生を過ごしたいもんだ。海は凍らず、いつも花が咲いているようなところで」

　つれていって、という言葉を少女は飲み込んだ。

　飲み込んだことを悟って、叔母は目を伏せる。自分がいままで背負っていたものを、この稚いとけない姪めいもまた、背負っている。

「いつか」

　叔母はまた、少女の頭をそっと撫なでた。

　ずっと引き金と手た綱づなを握っていた指は、ほんのりと冷たい。

「おまえがおまえのすべきことを何もかもやり終えたなら、来るといい」

　待っているよ。

　そう告げて、ルイジア・フェデリオは立ち去った。

　王国の冬の中、小さなマデリーンをひとり置いて。




　その彼女が王国内で幾度か暗殺されかかり、故郷を捨てざるを得なかったとマデリーンが知ったのは、これよりずっとあと。隣国との大陸間戦争が始まったのちのことだった。
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「まず、二本の紐ひもをまず一つ結ぶ」

　厳おごそかに、マデリーンが宣う。

　美しい面おもては痛々しく切迫し、白はく磁じに似た指先がかすかに震えていた。カーンカーンという鎚つちの音が、それに重なる。葬礼を思わせる緊張感が、あたりに満ちた。

「……右の指先に巻き付けて丸を作り、それを左手で押さえ」

　荘厳な呪文にも似た響き。やや伏せた睫まつ毛げの下で、碧へき眼がんが深海の色を成す。音は続いている。カーンカーンと、どこかもの悲しく。

　やがて、数刻後。

「……できた」

　彼女は喜色を浮かべて立ち上がり、拳こぶしと共に「成果」を高々と振り上げた。

「ラザロできたぞ！」

「あー、できたな。ホント、よくできたわー」

　対するラザロの声はどこまでも平板、どこまでもぶっきらぼうだった。壊れた柱にカンカン釘くぎを打ち込みながら、

「ちょうちょ結び」

　そう、冷たく付け足す。

　彼女の手の中には、リボンの形に結わえただけの麻紐。それが今日のマデリーンの「成果」だった。

　だが、彼女はいっこうに怯ひるまない。

「見てくれ、ラザロ。さっき結んだものより、こっちの方がいいと思わないか？　リボンがちゃんと蝶ちよう々ちようっぽい形になっているし、縦方向によれたりもしていない！」

「うんうん、そーだなー。よし、次も頑張れー」

　これだけ誠意皆無の態度で言えば、まっとうな神経の者は当てこすられていると気がつくだろう。が、幸か不幸かマデリーン・イスカディオはまっとうではない。

「ああ、次だな！　いざ参る！」

　真剣真しん摯しな面持ちで頷うなずき、新たな麻紐を取り上げた。目が寄りそうなほど間近にそれを引き寄せ、背を丸めてその大事業（彼女比）に取り組み始める。

　───これで、あと三○分は大人おとなしくしててくれるだろ。

　内心ほっと胸を撫なで下おろし、ラザロもまた自分の作業に没頭した。なにせ、このマデリーン、ちょっと目を離した隙すきに面倒ごとを引き起こす。

　ついこの間の寝具全滅事件にちっとも懲こりず、

「この宿のカーテンは古めかし過ぎる。室内でもひときわ大きくて目を引くものなのだから、これを替えれば、部屋の雰囲気が明るくなる」と言い出し、呆あきれるほど高価で分厚いカーテンを吊つるそうとして貧弱極まる各部屋のカーテンレールを半壊させた。

　他にも、「宿の周囲に花があれば華やかでいいぞ」と花の苗を山ほど買い込んで植えてみたはいいものの、海からの風が四六時中吹く丘の上には根つかずに全滅。「食器が欠けているのはよろしくない。修繕しよう」と言って、ことごとくを何も盛れないサイズまで粉砕など、無駄な努力を絵に描いたような有り様ばかり。

　その都度、フォローするのはもちろんラザロだ。

「いいか、マディ。壊すのは一瞬だけどよ、直すのは何時間も何日もかかるんだ！　ついでに言うと、金はもっともっとかかる！」

「なるほど、世の真理だな」

「だろ？　だったら、もうなんもすんな、なんも！」

　ここに至るとラザロの叫びは叱しつ責せきというより、もはや哀願に近い。先日、彼女が空けた屋根の穴を完全に塞ふさぐのでさえ、連日のスコールだなんだに邪魔され計画通りに進まなかったというのに、この上、仕事を増やされては命に関わる。

「しかし」

　意欲と意志の人・マデリーンは、けっして納得しなかった。

「わたしも何かしたいのだ、ラザロ。ただ理想を掲げるだけではダメだ。行動が伴って初めて、その理想も意味を持つ」

　必死になって、ラザロに詰め寄ってきた。

「ち、近い近い」

　ラザロは彼女の額にぶつけるように手のひらを当て、力の限り押しやる。年頃の女相手にやることではないかもしれないが、マデリーンの場合はこれぐらいが相当だ。かつて剣や銃を握っていた腕は見た目以上に頑丈で壮健。身のこなしもそこらの女とは比べものにならないほど俊敏なのである。

　だが、それよりなにより。

　───見える。あんま近づくと見えるんだっての！

　相変わらず、この女は一人で服が着られない。飾りボタンのきらめくブラウスも、きっちりとリボンを結い上げるコルセットやドレスも、すべてクローゼットに投げ込まれたままだ。必然、身につけているのは頭からずぼっと被かぶるだけの、よれたワンピースドレス。これの胸元が。実に、危ない。

　洗あらい晒ざらしの木も綿めんごしでふるんふるんと揺れ動いては存在を主張している、何か。放置しておいたら、彼の生活を破壊しそうな、何か。それを極力目に入れないため、ラザロはマデリーンにエプロンを支給したのだが、これまた一苦労だった。毎朝毎朝、結んでくれと呼びつけられ、すんなりとしたうなじや肩のラインを間近で感じつつ、その腰近くに指を這はわせる羽目になった。

「まず、ちょうちょ結びできるようになれ！　人としての基本だぞ！」

　あまりの仕打ちに、思わずラザロはそう口走っていた。

「人としての……基本？」

　重々しく、だが、どこか懐疑的にマデリーンは繰り返した。

「そう、基本。エプロンつけるにしろ、スカーフ使うにしろ、これができるとできないではだいぶ変わってくる。カリエンタみたいな漁村じゃ網を編むにも必要だな」

「宿屋経営で網を編む機会があるだろうか？」

「最盛期だとあちこちでバイト募集すんだよ。これがいい実入りになるし、相手にも喜ばれる。あんた、喜ばれるのは好きだろう？」

「それは、もちろん」

　深々と頷いて、マデリーンはきりりと面を引き締めた。

「了解した、ラザロ。全力を傾けてこの重要重大な課題に取り組むと誓う」

「うん、そう。重要重大」

「その間、君の手伝いが疎おろそかになってしまうが、許してくれるか？」

「許す許す。ガンガン結べ」

　これが一昨日おとといのこと。

　以来、彼女は宿中の紐をかき集めては、せっせと結び続けている。最初は自室に籠こもって練習していたのだが、いつの間にか作業をするラザロの近くで、黙々と手を動かし続けるようになっていった。

「だんだんとうまくできるようになってきたから」

　その理由を彼女は説明した。

「すぐに君に見てもらいたいと思って。その方が励みになる」

　そうして、とろりと微笑ほほえまれるともはやラザロには何も言えない。家中の紐が、ロープが、果ては古布が、着々とちょうちょと化していくのをただ見守っている。

　そうして、またラザロがトンカチを振るい、マデリーンがリボンを結び続けて数時間後。

「やっほー、ラザロー、マディー」

　こんばんは、というにはいささか早く、こんにちは、というにはちょっと遅い。そんな時間にキカが現れた。

　小狐娘は、食堂の床一面に散らばった紐を見て足を止めた。

「どうしたの、これ？」

「ちょうちょ結びの練習中なんだ、キカ殿。なんでも、これが仕事の基本だそうだから、完かん璧ぺきにできるようになるまで励む所存」

　真剣にマデリーンは答える。

「へえ」

　キカは曖あい昧まいに相槌を打ちながら、ラザロを見上げた。

「うまいこと考えたねえ、ラザロ」

「やかましい。よけいなこと言うんじゃねえぞ」

「こら、ラザロ」

　意味ありげなその視線に苛いら立だたしげな声を投げると、何な故ぜかマデリーンが口を尖とがらせて割り込んでくる。

「キカ殿は恩人ではないか、失礼な口をきいてはいけない」

「恩人？　こいつが？」

「そうだよぅ！」












　鼻で笑う彼の膝下に小さな足で一発蹴りをくれながら、キカは胸を張った。

「今日も料理といったら野菜と肉を煮込むしかできないラザロと、パンとチーズを切るしかできないマデリーンのために、可か愛わいい賢いキカちゃんがご飯作りに来てあげたよぅー！」

「ありがとう、キカ殿。本当に感謝している」

「マディは素直で可愛いねえ。どっかの誰だれかさんとはおー違い」

「アホか。てめえ、自分の分もばっちり食ってんだろ。うちの食材を！　好きなだけ！　この間、てめーのかーちゃんに『一人分食費が浮いて助かるわぁ』とか言われたぞ。それとマディ、おまえ、なんで俺おれは呼びつけでこの豆狐が『殿』なんだよ、おっかしいだろ！」

「なんでって、それは」

　きょとんとしたように、彼女は続けた。

「君は身内だけど、彼女は違うだろう？」

　そのあまりにまっすぐな物言いに、ラザロは言葉に詰まる。どう罵ののしってやろうかと開いた唇から、ただ溜ため息いきだけがむなしく漏れ落ちた。

「負ーけ、負け。ラザロの負けー」

　カラカラと勝ち誇ったように笑いながら、今日もキカは『ルイジア亭』のキッチンに立つ。

「だいたいさー、ラザロはもっともっとマディがいてくれるのをありがたがらなきゃだよぅ」

「ありがたがる、だとー？」

　家財を次々に破壊され、日常生活をかき乱されてなお感謝の念を抱けるほど、自分は訓練されていない。

「キカがマディのとこいくって言うと、近所中の人が『この魚持ってけ』とか『この野菜持ってけ』っていっぱいくれるんだからー。開店休業中の宿屋にはすっごい助かるお話でしょ、これ」

「う」

　ラザロは鼻白むがそれ以上の反論は手控えた。あまり認めたくないが、実際、助かっている。

　───しっかし、なんだろうなあ。単に美人は得だってやつ？　それともあいつにはお供えしたくなるオーラとかあんのか？

　彼女が伝説の騎士であったことを、二人は誰にも話していない。ブランカは裏の山に隠したままで、早朝深夜にマデリーンが様子を見にいくだけ。先日のラチャンカでの騒ぎを見た彼女の、「きっとみんな怖がるだろう」という配慮だった。

　───まあ、どっかから流れてきたヤツのことを、あれこれ聞くのはここの流儀じゃねえしな。

　ここは最果ての島。語りたくない過去を持つ者など、掃いて捨てるほどいる。もしかしたら、彼の育ての親……ルイジアもそうだったのかも、しれないほどで。

「開店休業中、か。確かに」

　むっつりと黙り込んだラザロの横で、マデリーンもいくらか肩を落とした。

「今日もキカ殿しかいらっしゃらなかったなあ。このままでは、経営が立ちゆかない」

「そーそ。それなんだけども」

　小さな手でせっせと卵を割りながら、キカが言う。

「この宿の問題点についてキカもちょっと考えたんだけどね。結局、建物より中身より、島中に悪名が轟とどろいていることが一番よくないって思うのー」

「そんな」

　その指摘に青ざめながら、マデリーンは立ち上がった。ばらばらと膝の上からちょうちょ結びの紐が床の上へと降り注そそいでいく。

「叔お母ば上うえの名を冠しているというのに？」

「むしろ冠しているからこそ、だねえ。マディにとってはどうだったか知らないけど、キカたちにとってルイジアっていうのはすっごくこわぁいババ……ううん、おばーさんだったんだもん」

「ほ、本当に？」

「うん。キカもおねーちゃんたちも、ずっとここの裏のお山で遊びたかったんだけど、ルイジアに見つかるとすんごい怒られるからって諦あきらめてたんだから」

　一生懸命隠れて通ろうとしても、必ずルイジアが宿から飛び出してきて怒ど鳴なられた、と、キカは口を尖らせた。

「必ず？」

「んもう、ぜったい。かならず！　ひどいときだと、バケツの水、ぶっかけられた」

「そ、それは徹底してるな」

「町の人たちにだって、割とそんな感じだったと思うよぅ。ルイジアが広場歩くとみんなしぃぃーんてなってたもん」

「しぃーん、か」

　口の中で繰り返しながら、彼女はラザロを見上げた。本当なのか？　と探るようなその視線に、彼は深々と頷く。

「そ、それではまるで妖物扱いじゃないか」

「いや、妖物ならそれ避よけの香だのあるけど、うちのババアはそんなもん意に介さねーから、それ以上って言われとったわ」

「そんな……」

　よろりと、マデリーンの体が傾かしぐ。

「多少、厳しい物言いはなさるが、いつも周囲のことを考える方だったのに」

「んんん？」

　ショックを隠しきれない彼女の膝をぽんぽんと叩たたき、キカは首を傾げた。

「マディってルイジアと会ったことあるの？」

「それはもちろん。子供の頃はよく可愛がって下さった」

「えー？　ルイジアって、とうちゃんがうんと子供の頃に島へ来たって聞いたけど、マディってうちのおねーちゃんよか年下みたいー」

　ごもっともなツッコミに、ラザロはひっそりと冷や汗をかき、マデリーンは曖昧に微笑む。

　実は、これとそっくりなやりとりが、何日か前に二人の間でも交わされていた。ルイジアとの思い出を語るマデリーンに、ラザロが違和感を覚えたのだ。

「詳しいことはまだ判明していないのだが」と前置きして、彼女は説明した。竜砲騎士ドラグーン・カサドーレはその職につくと、極端に年を取るスピードが鈍にぶる。しかし、辞めればあっという間に常人並みに年齢を重ねるようになる、と。

「じゃあ、あんたは本当はいくつなんだよ」という質問を、敢あえてラザロは飲み込んだ。正直、知りたくない。彼が養母ルイジアと出会ったとき、そちらはしっかりとババアであったので、いずれマデリーンも自分たちと同じように年老いるはずだと結論づけ、以来この件には一切触れないことにしている。

　キカもしばし、悩んでいたようだったが、

「……まあ、うちら半人族の中には、いつまでも若いのもいるらしいしー。大陸の人は若く見えるってことなのかもねー」

　それで片づけることにしたらしい。安直な、とラザロは呆れる反面、助かったと胸を撫で下ろし、マデリーンはただ困ったようにひとつ笑う。

「で、それはまあどうでもよくって！」

　自分の発言が微妙な空気を醸かもし出したことに気がついたのか、

「ねーねー、新しい女将おかみはマディなんだし、もう宿の名前変えちゃえば？」

　キカはことさら声を高めて、そう言い出した。

「代替わりに応じて、イメージ一新というわけか」

　七歳児の提案を真に受け、マデリーンは真剣に考え込む。

「まあ、叔母上は因習にはとらわれないお人柄であったし、名前を変えたところでお怒りにはならないと思うが……」

「あー、それはそうかもな。とらわれないっつーか、無頓着つーか」

「では、君も変えるべきと？」

「まー、いいんじゃねえ？」

　彼の返事は適当極まりない。いかなマデリーンでも、宿の名前で何かを壊すなどという芸当はできやしないだろう……と、思ってのことだったのだが。

　しばらくの沈黙ののち。

『花と妖精の戯たわむれ亭』

　マデリーンの挙げた新ネーミングを耳にした瞬間、大事な何かが壊れる予感を覚えた。

「なんだ、そのケツが痒かゆくなるような名前。ここのどこで花と妖精が戯れてんだ？」

「あくまでそうありたいというイメージだが……気に入らないか？」

「断固として」

「では」

　厳かな面持ちで、彼女は次案を披露した。

『天使と春の微笑み亭』

「待て。さっきのとまったく方向性変わってねえぞ！」

「そうは言っても……事物の名称というのは、理想を体現するものであるはずで」

「おまえのアレの名前、なんつった？　白ブランカだろ？　白いからブランカってんだろ？　名前なんてのは、それでいいんだよ！　ルイジアの宿だから『ルイジア亭』！　マデリーンだったら『マデリーン亭』！」

「それはイヤだ」

　今度は彼女の方がいやに断固とした口調で拒む。その後も、二人はあれはどうだそれはいやだと言い合いを続けた。キカのよそってくれたスープを飲み干し、彼女が尻尾しつぽを振り振り帰っていった後も、議論は嚙かみ合あわずまた終わらない。

　そして、月までもが傾き始めた頃。

「公募しよう」

　思いもかけぬことを、マデリーンは言い出した。

「教会前に箱でも置いて投げ込んでもらう気か？　言っとくが、字の読める奴やつはそこそこいても書ける奴はあんまいねーぞ」

「ならば、ここへお招きしてご意見を頂戴しよう。みなに馴な染じみのある名ならば、きっと末永く可愛がってもらえるだろうし」

「お招きって……」

　いつものように大おお真ま面じ目めに彼女は言うが、この目もく論ろ見みはきっと外れる。ラザロはそう思った。

　遠回しに親切にしてくれるのはありえても、悪あく党とう窟くつと知られたこの場へ、奴らがやってくるはずもない。





　　　　２






　思っていたより、多い。

　次の安息日、坂を上ってくる人々を数えてラザロは驚いた。たいていは暇なご隠居衆。それに孫や曽ひ孫まごがくっついて人数が膨ふくれているようだった。

　彼らは口々に、

「あー、おかまいなくおかまいなく」

「ここの台所が空っぽだなんてのは、みんな知っとるだで」

　と、言いながら、持参したお菓子やつまみを次々と広げていく。ふっくらと揚げられた魚の擂すり身みや山や羊ぎ肉にくと小麦の麺のスープなどはキカの食卓にもよく登る類たぐいだが、ぱりぱりとした生地が丁てい寧ねいに重ねられた果実のパイや、獲とれたての魚介で作ったマリネ、高級魚を山ほど炊き込んだパエリアなど、貧乏暮らしでは滅多に口に入れられない。

　その持ち込まれたものの中に、酒瓶もあった。しかも、相当数。

　おかげで、その場が新ネーミングのための意見交換会などでいられたのは、最初の数十分程度。茶を満たしたカップの中身が甘い果実酒になり、ゴブレットいっぱいの軽めの醸造酒になり、とびきり強い蒸留酒になっていくのにさして時間はかからなかった。

「ほらほらマディちゃん、もっとお飲みなさいよ」

「これ、一昨年に仕込んだベリー酒ね。あのときはそりゃもうすごい豊作で」

「これはうちのとっときでさ。ひいじーさまの代からの秘伝のレシピで作った酒で」

　長講釈と共に杯が重ねられ、酒瓶が次々と空になっていく。

　ラザロはその様子をカウンター越しで、ごく遠巻きに眺めた。海賊どもが客であったときからの、そこが彼の定位置だ。四五センティほどの板の向こう、ひとり手酌をしながらあたりを見回す。親しく話しかけてくる者はない分、面倒ごとに巻き込まれるのも一番最後というポジションだった。

「マデリーンさんって、割とイケるのねえ」

　そんなラザロの耳に、突如、飛び込んできた声。聞き慣れない、若い女のソプラノだった。

　慌ててあげた視線の先、カウンター席に人影が湧いていた。青みがかった黒髪を大胆に巻き、真紅のリボンで飾った娘。小作りの顔の中に大きな緑の瞳とふっくらとした唇やすっきりとした鼻が、整然と収まっている。ほんのりと淡く染まった頰ほおが綻ほころびかけた花の蕾つぼみにも似て愛らしい。年はラザロと同じ一六歳で、名はベルタ・カンパーノという。カリエンタで一番の美少女、野に咲く薔ば薇らと大評判だった。

　だった。

　過去形だ。

　───うわあ……。

　ラザロは思わず、後じさった。マデリーンの登場により、ベルタはすっかり「一番の美少女」のお株を奪われた形になっていると聞く。その娘が、わざわざ自分に話しかけてきているなど。

　───いままで俺に話しかけてきたことなんて、一度もねえくせに！

　町の人間とあまりつきあいのないラザロだが、小さい頃は町の私塾へ通っていた。当然、同年代のベルタと顔を合わせることも少なくなかったのだが、彼女は町外れの海賊窟の小僧など「別の世界の生き物」といわんがばかり。口をきくどころか眼中にすら入っていないようだったのに。

　それが。

「ロドリゴじいさんと張り合って呑のめる人なんて、あたし、初めて見たわ。すごいのね」

　まるで、古馴染みのような口調で話しかけてくるのが、ひどく落ち着かない。ラザロは黙ってゴブレットを呷あおった。本当は淡い琥こ珀はく色いろの麦酒が何より好きなのだが、あれはこの島では作れない。ここで麦はパンか麺にする分だけでぎりぎりで、酒の分までは回らない。麦酒を口にしたければ、目が飛び出るような価格の輸入品を買うか、それを手て土産みやげに到来する海賊たちを待つしかないわけだが。

　──その得意客を追い返したいまとなっちゃなあ。

　マデリーンにはとても説明できなかったが、悪党どもがここに集まったのは、海賊がもたらす珍しい酒や食い物のおかげもあったのだ。そのアドバンテージを失ったいま、宿の名を変える程度で繕つくろえるものだろうか。

　間近で微笑むベルタの方へとなるべく意識を向けぬよう向けぬように努めながら、ラザロがちびちびちと杯を傾け続けていた、その時。

「おや、ラザロ。それにベルタ殿」

　弾はずんだ声が分け入ってきた。

　満座の中心にいたマデリーンが、いつの間にかカウンターへもたれてベルタの顔を覗のぞき込んでいる。

「なんだよ、おまえら知り合いなのか？」

「前に町へ買い出しにいったとき、この方のお祖母さまからお菓子をいただいたのだ」

　どこかうっとりとしたように、マデリーンは答える。

「さくさくしたパイ皮の中に、チーズとレモン風味のクリームがたっぷり詰まった焼き菓子！　素晴らしく美味だった！」

「あれはうちの人気デザートよ。あたしの家ね、カリエンタではちょっと知られた食堂なの」

　にこやかにベルタはそう言ったあと、整ったその顔をふと曇らせた。

「本当はそのおばあちゃんもここへ来たがっていたのだけれども、近頃めっきり足が弱ってしまっててあの坂はどうしても、ね」

「ああ……」

　ベルタの説明に、マデリーンは眉根を大きく寄せる。

「あの坂は、なあ。急勾こう配ばいはどうにもならないけれども、せめて、石畳を整備できればお祖母さまにもお越しいただけたのに」

「いいのよ、気にしないで。お土産話をたくさん持って帰るから」

　微笑みながら、ベルタはゴブレットを捧ささげ持った。それに頷きかけ、ふと、マデリーンは首を傾げる。

「あなたのそれは酒か？　この島ではあなたぐらいの年から飲酒をなさるのか？」

　言いながら、彼女はカウンターの向こうへと少しばかり尖った目を転じた。

「そういえば、ラザロ、君も飲んでいい年だったか？」

「ここらでは普通だよ」

　突如、矢面に立たされたラザロはうんざり言い継ぐ。

「みんな子供の頃からがぶがぶ呑むし呑ませるんだ。だいたいベルタのそれ、ベリー酒を水で割ったやつだぞ。すげえうっすいの」

「うん、そう。平気よ、マデリーンさん。ご心配ありがとう」

　ほんのりと甘い匂いのするそれを、怖いぐらいの笑顔でベルタは口に含んでみせる。

「ね？　なんなら、あなたも呑んでみる？」

　差し出された杯を、彼女は素直に受け取り、飲み干した。ぐびぐびと淑女らしからぬ擬音まで聞こえてきそうなほどの鯨げい飲いんぶりにラザロは呆れる。

「おい、他のグラスに出してやるから、人の巻き上げんな」

「あらまあ、うふふ。いい飲みっぷ───」

　やんわりとしたベルタの声が途中で、消えた。

　ごん。

　カウンターに転がる、ゴブレットの固い音。それをついさっきまで握っていた指が、ベルタの両頰を捉えたかと思うと。

　むっちゅううぅぅぅぅぅぅ。












　生々しいリップノイズと共に、唇同士が重なった。いや、マデリーンがベルタに吸いついている、という方が近い。

　突然の、衝撃映像。

　ラザロは声もなく目を見張った。

　餌え食じきになっているベルタも、何が起きているのか判わかっていないらしい。大きく目を見開いて、ただされるがままになっている。

　マデリーンは一度、顔を離した。月光の下に開く白しら百ゆ合りのような面差しが、赤く淡く染まっていた。てらてらと濡ぬれた唇を優美に吊り上げ彼女は微笑む、と。

　むちゅう。

　二度目の蛮ばん行こうが繰り返された。

　今度は短い。だが、相手の唇を自分のそれで軽く何度も嚙み、離れては啄ついばみ離れては啄みを繰り返す様がいっそう淫いん猥わいだった。薄暗い宿の灯あかりの中、触れあう少女たちの舌の色が妙に鮮やかに映える。

「ぎゃああああああ！」

　突然のハードコアに、どこからか悲鳴が上がる。ベルタのものかと思ったのだが、それはラザロ自身の口から発されていた。

「おまえ、何やってんだよっ」

　彼の怒号に、ようやくマデリーンはベルタを離して振り返った。一見、いつも通りの、笑顔。しかし、その目は完全に酒精に染まって据すわっている。

「さ、さっきまで素面しらふだったのにっ？」

　たじろぎ伸ばしたラザロの指先を、ひょいとマデリーンは避けた。引き戻そうにも分厚いカウンター越しとあっては、どうにもならない。

　そのまま彼女は軽やかな足取りで満座の中心へと走り戻り、今度は町一番の酒豪と名高いロドリゴじいさんの禿とく頭とうに軽くキスを落とし、その横で酒をついでいた孫娘のルイスを押し倒して唇を奪い、更に、その背後に控えていた老婦人へと狙ねらいを定めた。

「わー、きゃーきゃー！」

「いいぞ、やれやれ！」

「嬢じようちゃん、次は俺と俺と！」

　逃げ回る者、煽あおる者、諸もろ手てを上げて近寄っていく者。もはやその場はマデリーンを目とした嵐。地獄絵図なのだか天国絵図なのだか判らない大混乱ぶりである。

「いい加減にしろー！」

　ついにカウンターを蹴り上げ乗り越え、ラザロはマデリーンの襟えり首くびを摑つかんだ。くるーりと、妙に緩慢な仕草で彼女は彼を見上げる。とろりとした碧眼とは裏腹に、つやつやと輝く唇が妙に淫いん靡びだった。

「ラザロ……」

　低い、囁ささやき。

　それが甘く耳に溶けて、彼の動きを止めてしまった。怒鳴るかド突くかせねばならぬと、頭のどこかで声がする。

　けれど、近づいてくる優美な面を、頰に伸びてきた白い指先を、いつものように遠ざけることが、そのときのラザロにはどうしてもできなかった。

　完全衝突まで、あとわずか数センティ弱。

　だが、そのとき。

　彼女の指先が、突如、落ちた。

　同時に、顔が急激に遠ざかる。バタンと派手な音が自分の足下で轟くのを、ラザロは聞いた。

「え？」

　彼は大きく首を捻ひねり、その音の発生源を目で探る。そこには、磔はりつけのモデルもかくやという姿でマデリーンが転がっていた。

「ま、まさかの緊急停止!?」

「まあ、酒がこんだけ回ってたらあるある」

　叫ぶラザロに、周囲の連中はひたすらかまびすしい。

「あーあ、面白かったのに、これでお開き？」

「いやあ、いい酔っぱらい方すんなあ、この娘」

「たまにいるよな、酔うとキス魔になる奴」

「さっきまでぜんぜん顔色変わらなかったのにねえ」

「やっかましー！　おまえらもう帰れ！」

　床へ崩れ落ちたマデリーンを囲み、まだまだ呑み続けそうな町の連中を、ラザロはなんとか追い返した。

　荒々しく戸締まりをし、食器をまとめて流しに叩き込み、乱れ転がる椅い子すを直して回っても、マデリーンはなお床の上でのびていた。

　それが苦く悶もんに歪ゆがんでいるならまだしも、妙に安らかな顔をしているのが、いっそう腹立たしい。
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　苦悶に歪んだ顔は、翌朝に拝めた。

「あたまが、いたい……」

　自らの頭をかきむしるようにして、マデリーンは呻うめく。

「起きてからずっと胸はむかむかするし、腹はキリキリするし、頭痛は止まらない。なんだ、これは。わたしは何か大病でも患わずらったのだろうか」

「どうみても二日酔いだろ」

　涙目で訴える彼女に、ラザロは非情に徹した。こちらはこちらで力いっぱい寝不足だ。それでなくても色黒なのに、その目の下に隈くまがくっきりと浮かんでおり、もはや顔全体どころか存在までもが黒ずんで見えてきそうであった。

「昨日のあんたな、俺がいままで見てきた中で最悪の酔っぱらいベスト３に入るぞ！　ちなみに一位はルイジアに向かって発砲した馬鹿、二位はそこの柱でしょんべんしようとした馬鹿で、あんたが堂々第三位だ！」

「ううう、大声が頭に響く……」

　罵るラザロを上目遣いに見上げ、マデリーンは更にがっくりと頭を落とした。

「途中まではよかったのだがなあ。甘い酒もぴりりとした酒も美う味まかったし、ふわふわと酩めい酊ていする感じも悪くなかった」

「だからって、そのまま呑み続けてあんな醜しゆう態たい晒す奴があるか。自分の限界ぐらい弁わきまえろよ」

「限界も何も」

　溜め息混じりに彼女は続ける。

「酒宴に加わったのは初めてでなあ。いままで酒というものは、儀式のとき少し口をつけるだけ。基本、自由に呑んではならないことになっていたから」

「はあー？」

　あまりに浮き世離れした話に、ラザロは隈つきの目を剝むく。

「いまどき司祭さんだって勝手に呑むぞ。竜砲騎士ってそーいうもん？」

「そういうものだ。そもそも、いつどこで出撃の命が下るか判らないのに酔ってなどいられない。竜の上昇スピードと高度ときたらなあ、ほろ酔いが泥酔に一気に変わるほどなのだから」

　なにげないその言葉に、これまで過ごしてきた暮らしの厳格さと際どい戦況が垣間見える。彼の知らない、流血の戦場。彼女がこれまで過ごしてきた場所の凄せい惨さんさ。

　だが、彼女の強制ノンアルコール半生に、何故かラザロはひどく安あん堵どを覚えた。

　───呑むたびあちこちで、あんなことしでかしまくってきたわけじゃなかったんか。

　大陸中の酒場で、キスの嵐を吹かせまくるマデリーンの姿。相手がベルタのような美少女なら、まだいくらか救われる。だが、昨夜の様子からいって無差別無分別で当たり前、キスのクラスも軽いものから力いっぱいディープなやつまで一通りと、桃色妄もう想そうが頭にちらついてちらついて、ろくに眠れなかった。が、どうやらその心配だけはなさそうだった。

　複雑な視線を自らへと向けてくる少年に、その元騎士は気がつかない。

「騎士職を辞したら、やってみたいことがたくさんあってな。親しい人たちと浴びるほど呑むというのも、その一つだったんだ」

　頭痛に顔を歪ませながらも、ほんのりと彼女は笑った。こんなにとんでもないリスクを伴うとは思ってもいなかった、と、付け足しながら。

　───親しい人たち、だとぉ？

　その一言に、ラザロの目が更に複雑な色を帯びた。

　苛立ちが、急激に身の内で膨れ、

「ちょっといい話風にまとめようったって、俺には通用しねえぞ」

　そんな言葉を、彼の口から押し出していた。

「何もいらねえところばっかり俗世に染まるこたねえだろ。つーか、そもそもあんたがこんなとこまで来たせいで」

　すわ本格的な説教を、と、ラザロは膝を正してマデリーンを見据える。しかし、彼女の方にそれを聞く余裕はなかったらしい。

「うぐっ」

　一、二度激しくえづくと、そのまま洗面所へと転がり込んでいった。

　振り上げた拳の下ろしどころを失って、ラザロはその場でしばし佇たたずんだ。

　しかし、待っても待っても、下手人は戻ってこない。

　一人きり立ち尽くす、荒れたキッチン。

　その中へと降り注ぐ、白々とした朝の光。眩まぶしい陽射しの中で目にする、昨夜の乱行が脳裏で明滅している気がしてたまらない。加えて、深刻な寝不足だ。頭がガンガンと重く痛い。

「ちっ」

　鋭い自分の舌打ちに、ふぉぉぉーんという風の音が重なる。

　いや、例の白いアレの鳴く声が。

　それを耳にした瞬間、ラザロは長年の仕事着であった前掛けをカウンターへ叩きつけた。

「あー、ばっかばかしい！　もうやってられっか！」

　そう毒づき財布一つをポケットにねじ込むと、足音も荒々しく宿を後にする。一度も後ろを振り向くことなく、ただずんずんと坂を下り続けた。

　そうして辿たどり着ついた港は、何故かいつもよりのんびりして見える。この時間帯は朝の漁を終えた船がちらほらと戻ってくる頃、漁師や水夫はもちろん、市場の連中も青筋立てて走り回っているはずなのだが、あたりに人影らしい人影はなく、つながれた船からはエンジン音ひとつしない。星に波のマークをあしらったカリエンタ漁船団の旗が、あちらこちらでぱたぱたと牧歌的に靡なびいていた。

「おう、ルイジアんとこの坊じゃねえか」

　長い長い桟さん橋ばしの途中、係留された船の上から声がした。見ると、舳へ先さきにちょこんと老人が座っている。あの、ロドリゴだった。

「んだよ、じーさん。あんた、こんな時間にこんなとこいていいのか？　漁は？」

「ったく、おめえはホント残念な子だのう。何年、カリエンタに住んでんだ？　いま時季の漁は夜釣りだよ、夜釣り。夕方から仕事すんだわ」

　昨日のアレは安息日のお楽しみ、と、己の禿頭をつるりと撫で、老人はひょひょひょと奇妙な声で笑った。

「それに、別べつ嬪ぴんさんのお招きとあっちゃあな。もし漁があってもいったろうよ。ホント、ええ思いさせてもらった」

　───こんのドすけべ爺じじい。

　銃があったら、二、三発ぶちこんでやりたいぐらいだ。それでも、この男はルイジア健在の折にもちょくちょく宿へ顔を出していた一人である。自じ儘ままに罵るのは、やや気が引けた。

「そんで？　おめえこそ何やってんだ？　そんな死ぬほど眠そうなツラ下げてよ。いつもお天てん道とさまがめいっぱい上ってからじゃねえと宿から出てこないってのに」

「ああ……まあ」

　ラザロはしばし口籠もる。清らかな朝の風に吹かれ、ぽつりと出た言葉は。

「そういう暮らしも、そろそろどーかなって思ってよ。ババアももういねえし、転職したろうかと」

　力いっぱい、口から出まかせだった。

「ほっほー、そらまた殊勝なこって」

　老漁師はひとつ笑う。

「いつもの坊だったら、働くと言い出す前に、あの宿をちっとでも高く売りに走りそうなもんじゃがな」

「う、うるせえな。悪いかよ」

「んにゃ、ちっとも。けど、あの美人はどうするよ？　都会育ちの娘っこが宿を一人で切り盛りできるもんかね？」

「そんなん、俺が知るか」

　口元を歪め目を逸そらす彼を、老漁師はしばらくおもしろそうに見やっていたが、

「確か、ラザロ坊は銃が使えたよな？」

「いちおう」

「なら、ここよりサン・アンジラがええな。あすこは外海に出る大型漁船がいっぱいあるでのー」

　言いながら、彼は立ち上がり、船首につけられたランプに火を入れた。どういう仕組みになっているのか、赤々とした輝きと共に独特な匂いがあたりに立ちこめる。

「この時期は、海の化け物が昼となく夜となく沖に出るからのう。あいつら避よけの香は必須よ」

「はあ」

　怪け訝げんな表情で眺めるラザロに、ひとつ笑いかけ。老練な漁師は自分の船を指さした。乗れ、と。そういうことらしい。





　　　　４






「大漁だよ大漁だよ、今日は桃色鯛が大漁だよ！」

「いまの季節なら、なんてったってヤリ貝が一番！　煮てよし焼いてよし！」

「オレンジ水はいかが？　冷たくて甘いオレンジ水！」

　ロドリゴの船に揺られて、一時間ほどのち。

　ラザロはサン・アンジラの町にいた。

　ラチャンカに比べればひどく鄙ひなびてはいるが、近隣の港では飛び抜けて大きい。入り組んだ湾の内側にあり、名うての海賊も舳先をつっこませるのに躊躇ためらうこの地形のため襲われにくいとも、また、豊富な漁獲量の何パーセントかをこっそり上納して難を逃れているとも噂うわさされている。

　笑顔のロドリゴに見送られながら、ラザロはひとり港を後にした。ここまでの道中、船の中でたっぷり眠ったせいもあり、足取りはだいぶ軽い。

　───まあ、確かに。ここなら、職もありそうだな。

　活気溢あふれる街角のあちこちで、口入れ屋の看板がいくつも目に付く。大型漁船の船員は常に人手不足だ。特に若く丈夫な男はただ魚を捕るだけでなく、有事の際の戦闘員として重宝される。宿に訪れる荒くれ者から身を守るため、先代女将が仕込んでくれた彼の銃の腕には、きっとそれなりの値をつけてもらえるだろう。

　───まあ適当にふかしたでまかせではあるけどよー……

　賑にぎやかな人波を目で追いながら、ラザロは独ひとりごつ。

　───あのアマほったらかして一人でやってくとなったら、やっぱ金は入り用だよな。

　そう思って、彼は口入れ屋の一軒へと足を向けたのだが。

「あ」

　その横にあったショーウィンドウ前でその一歩を止めてしまった。それは布地を扱う店で、大きなガラス一面にカーテンやテーブルクロス、共布でできたクッションカバーなどが陳列されている。

「あの阿あ呆ほうが破ったカーテンの代わりの手配、まだだったなあ……」

　ふらふらと彼はそのまま店内へと足を踏み入れてしまった。さっそくというように寄ってきた店員に、客室の窓のサイズを申しつけ、気になる布地をいくつも見せてもらい、さて注文をという段になって、ハッと気がつく。

「いや、俺、別に買い物にきたわけじゃねーし！」

　慌てて、表へ出る。

　次こそはまっすぐ口入れ屋へと思って踏み出した足が、今度は向かいの店の軒のき先さきで止まった。路面に大きく棚を張り出した作りの店で、その棚ぎっしりに食器が並べられている。たいていは素そ朴ぼくな陶器ばかりだが、中には可愛らしい装飾の施されたものやシックで洒落しやれた色合いのものもあり、しかもどれもがそこそこ安い。

「どうだい、にーさん？　最近、看板下ろした老舗しにせ宿の流出品だよ。ちっと枚数揃ってないけども、どれも手入れはされてるし、欠けたものなんざ一つもない。まとめ買いがお得だよ！」

　棚の間からふっくらとした顔を覗かせて、店の主あるじらしき女が矢継ぎ早にセールストークを浴びせてくる。

　───あのダメ女がぶち割りまくった皿の替えにぴったりかな。

　手を伸ばしかけ、ラザロは慌てて後じさった。宿のことなどもう知らぬと思ったからここまでやってきたのに、よけいな散財などしてなんとする。

「くっそー！　本当はな！　あの女の身ぐるみ剝はいで飛び出てきたって！　よかったんだからな！　何年もこき使われてた退職金代わりと思えば！　それでも安いぐらいだっつの！」

　独り言というにはあまりに大きな罵ば倒とうを撒まき散らしながら、彼はその場を離れた。もっと町の外れ、商店などもろくにないところで職を探そう。そう思って、しばらく進むと、

「なー、あんた」

　低く嗄かれた声が背後から追いついてきた。

「あんた、カリエンタから来たんだろ？」

　胡う乱ろんに巡らせたラザロの視線を受け止めたのは、三〇がらみの小男だった。潮焼けした頰をてかてかと光らせ、くしゃりと笑う。

「さっき船から下りるところ、見かけたんだよ。船旗は星に波。あれ、カリエンタの船だろ？　な、な、そうだろ？　カリエンタの子だろ？」

　それを呼び水としたかのように、

「え、マジで？」

「ホントか、兄ちゃん？」

「なら、ちょっとこっちゃこいよ」

　あちらこちらからわらわらと、似たような風体の男たちがやってきては彼を取り巻いてしまった。

「だったら、なんだってんだよ」

　明らかな不審の目つきを向けるラザロに、彼らはまったく臆さない。訝いぶかしむ少年の顔を代わる代わる覗きこむと、

「あんた、竜を知らないかい？」

　突然、そう訊たずねてきた。
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　こぢんまりとした白い茶器の上、午後の光がわだかまる。

　港に近い店のあちこちでは、朝の仕事を終えた船乗りたちがくつろいでいる。オープンテラスのカフェというよりは、軒下に質素な椅子とテーブルを並べただけのそこに、何故かラザロは座らされていた。

「半月ほど前だったかなあ。ラチャンカに奇妙な生き物が飛んできたって評判になったのよ」

　一番小さな銅貨で購あがなえる薄い茶のカップを両手で包み、さっきの男がラザロに説いた。

　白銀の羽毛に包まれた、しなやかな巨きよ軀く。翼は黒く、瞳は紅あかい。初め、誰もそれを「竜」だとは思わなかった。書物で読んだことや絵本で眺めたことはあっても、誰も本物を目にしたことなどなかったから。

　だけど、そのうち何人かが記憶の底から、その存在を浚さらい出だす。あれこそが、伝説の生き物。忽こつ然ぜんと大陸に顕あらわれたという神秘の化身なのではないかと。

「そこから先はもう、大騒ぎさね。あれはどこから来たんだ、どこにいけば見られるんだと、いろんな奴が口々に騒いで探し回って」

　山のような目撃証言を繋つなぎ、突き詰めていくうちに、その竜らしき生き物がラチャンカの南……カリエンタの方へと飛び去っていったことが判ってきた。

「だからさ、俺も行ってみたのよな、カリエンタ。でも、あそこじゃ特に誰も話題にしてなくってなあ。何を聞いても、笑われるばっかだよ」

　だろうな、と、ラザロは思った。

　マデリーンがブランカを隠しているのは、『ルイジア亭』の裏山だ。前の主が命を落とすほどの切り立った険しい崖と、そこへと続くこれまた厳しい傾斜の道、それにちょろちょろと貧乏たらしい小川があるばかりで、誰も足を踏み入れようなどしない。風向きによってはその独特な鳴き声が港町へと届くこともあるが、誰もがみな「また、海鳴りか」としか思っていないらしい。

「竜なんて探して、どうするつもりなんだ？」

　ラザロはすすめられた焼き菓子を無造作に口へと押し込んだ。咀そ嚼しやくのついでというように吐き出した疑問に、

「そりゃ捕まえて売るのさ」

　他の男がにんまりと笑う。

「大陸でも珍しい生き物だってんだろ？　きっと高く売れるに決まってら」

「捕まえる？　売る？」

　ラザロもまた、うっかり笑い出しそうになった。

　竜は犬や猫とは訳が違う。可愛いのは、白ちゃんブランカという名前だけ。捕らえられる網もなければ、入れておける檻おりもこの世にはない。

「僕は別にそこまで考えてないぞ」

　また他の男が捲し立てた。青年といっていい年頃だが、物言いがまだどこかあどけない。

「ただ、この目で見たいってだけよ。だって、伝説だぞ？　大陸にだって一○頭いるかどうかって生き物なんだよ？　ねえ、君、知ってるか？　あれってなあ、たった一○○年かそこら前にはこの世界にいなかったんだ！」

「あー、聞いたことはあるけど」

　別に聞きたくはない、という言外の台詞せりふはなかったことにするらしく、青年はなおも滔とう々とうと語り出す。

　ある日突然、北の大陸に現れた謎なぞの巨大生物。知能は高く、人の言葉を解し、不思議な力を駆使する彼らと渡り合うために、人間は一度は過去へと置き捨ててきた技術を取り戻そうと奮闘することとなった。

　つまり、魔法を。

　大海には既に蒸気を動力源とした船が漕こぎ出し、大地をレールが這い鋼鉄の車が大量輸送を実現させ、人は弓矢を銃に持ち替えて争い出した、その時代に───魔法の技を再び成し得よう、と。

　それがいいのか悪いのかなど、ラザロには判らない。こんな最果ての島では、銃以外の文明の利器などあってないようなものだ。

「で、実際、魔法技術は再度培つちかわれたわけだよ。それが大戦争のきっかけになったっつーのはまあ皮肉だけどもさ、やっぱ竜がいるなら見ておきたいよな」

　世界を変えた生き物だぞ、と、青年は熱心に繰り返す。

　───竜オタクかよ。

　カリエンタから一歩外に出ただけで、いろんな人種がいるものだと、半ば呆れ半ば感心しながら、ラザロは最後の菓子を口へと押し込んだ。

「バッカバカしい。そんなお伽とぎ噺ばなしの生き物が、こんな辺境の島でウロチョロしてるもんかよ」

「でも」

「ご馳ち走そうさん。割と面白い話だった。町に戻ったら、みんなに聞かせてやるよ」

　見上げる男たちは、みんなまだ何か言いたげであったが、そのまま捨て置くようにカフェを出た。

　外は、気け怠だるい午後の空気に満ちている。

　ラザロは道の端で左右を確かめた。右が、元来た道。港と桟橋へと続く道だ。左はサン・アンジラの最深部へと続く道。大きな商店や口入れ屋も、きっと軒を連ねているだろう。

　見上げると、太陽はわずかに傾き出したところ。町のあちらこちらで昼食を終えた人々が慌ただしく働き始めていた。

「ちっ」

　一つ舌打ちをして、ラザロは右の道を歩き出す。

　あんな話を聞いてしまっては、仕方がない。思わぬ儲もうけ話ばなしやらもの珍しさにカリエンタの連中が軽挙妄動に走って、マデリーンのところへ押し寄せてきたら？　あの女に「誤ご魔ま化かす」「あしらう」などという機能が搭載されているとはとうてい思えない。

「……とりあえず、就職はまた今度だ。ロドじーさんに言って、さっさと戻らにゃ」

　口の中はまだ甘いが、表情は苦虫を何万匹も嚙み潰つぶしたようなまま、港への道を黙々と歩き続けて、しばらく。

　ラザロは、ふと、目に付いた店へと入っていった。
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　夕刻の早い風の中、帆と古びたエンジンばかりが喘あえぐ。日没になんとか間に合ったとでもいうように、ロドリゴの船はカリエンタへと辿り着いた。

　夜釣りの準備で賑わう港を抜ければ、急勾配の丘の上、ほんのりと小さな灯りが見える。なにせ町の外れのことだ、絶賛改名検討中のルイジア亭のものしかない。

　──あの女、まだ頭が痛てえ、腹が痛てえってのたうちまわってんのかな。

　サン・アンジラでたった一つだけ買い求めたもの……二日酔いの薬をポケットの中で握りしめ、ラザロは帰路を辿る。

　マデリーンは何故か家の外にいた。

　ガタガタながらもなんとか直したオープンデッキにちょこんと腰掛け、またもせっせと麻紐を結わえては解き、結わえては解きを繰り返している。

「ラザロ！」

　彼が声をかけるより早く、マデリーンは叫んだ。長いスカートの裾すそをいささかもたつかせながら、一直線に駆け寄ってくる。

　その子犬のような様子がなんだかおかしくて、だけど、なんでか笑いかけたくなどなくて、ラザロは唇を嚙みしめ足を止めた。

「ラザロ、お客さまがいらして」

　間近で見上げる、蒼い瞳。

「客？　まさか、また海賊かダリオの一味か？」

「いや、その方ではない。ここへは初めてお越しだとおっしゃっていた」

　賢明にも、マデリーンは何もしなかったと言った。

「また粗そ相そうをしたらまずいと思って……キカ殿が帰り際、お茶を用意してくださったのでそれを出して」

「ナイス判断。よくやった」

　言いながら、ラザロは宿の扉を開いた。

　見慣れた質素な食堂の中央に、異物が座っていた。シックな濃紺のテーラード・ドレスに身を包み、真っ白なカラーには上品なカフスボタンが輝いている。目深に被った帽子もそこで揺れているレースも見るからに上等な代物で、とてもとてもラザロのような少年と関わりのあるような人物には見えなかった。

「セニョール・ラザロ・グラナダ？」

　女は無表情に問いかけてくる。

「知らねえ顔だな……どちらさんで？」

　警戒も露わに、ラザロは訊ねる。

「あたくしはエンマ・ガルシア。ラチャンカで調停官を務めております」

　調停官。

　その職務名に、ラザロの喉がかすかに……けれど、確かに震えた。

　一言で言ってしまえば、それは「法のなんでも屋」。この島に裁判官など数えるほどしかいない。島全土を統括するような警察組織はなく、弁護士や判事と言った者も特にいない。

　では、何事か犯罪が起きたとき人々はどうするか。地元の領主に願い出て、揉もめ事ごとを収め「調停」してもらう役人を遣つかわすのだ。

「なんでそんなのが出てくるんだよ？　たかが噂だろ」

　言葉を一つ一つ選びつつ訊ねるラザロに、女の細い眉がきゅうと吊り上がる。

「噂？　なんのことでしょう？」

　しまった、と、ラザロは口を噤つぐんだ。調停官が出てくる用件など、ブランカのことぐらいと踏んだのだが、違っていたらしい。

　では、なんで？

　目だけで問いかけるラザロに、エンマは分厚い書類束を引き寄せ、小さく首を傾げた。

「セニョール・グラナダ。先月の一五日、夕方一六時から二三時までの間、あなたはどこにいらっしゃいましたか？」

「は？」

　半月以上前の日付をいきなり持ち出され、ラザロは大きく瞬きした。

「一五日って……ババアの命日かよ。それがなんだって？」

「ええ、ですから。そのルイジア・フェデリオが亡くなったとき、あなたはどこで何をしていたのです？」

　どうしてそんなことを聞くのだろう、と、鼻白むラザロの横で、マデリーンが大きく肩を震わせる。

「ガルシア殿。それではまるで彼に嫌疑がかかっているかのようなおっしゃりようではないか」

「その通りです」

　そっけないほどあっさりと、女は答えた。

「セニョール・ラザロ・グラナダ。養母ルイジア・フェデリオを殺害した容疑ありという訴えがあり、調査に参りました」
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「なんで、俺があのババア殺さなきゃなんねえんだよ！」

　もう何度同じ絶叫を繰り返したか、判らない。がらんとしたルイジア亭の食堂に響き渡るラザロの怒号。

「俺はそのとき、この宿にいなかったんだって。古馴染みの客の船に誘われて、そこでカードやってたんだってば！」

「その夜、カリエンタに外来船の入港記録はありません」

　古びたテーブルの向こう側、すげなくエンマが答える。

「海賊船なんだからあったりまえだろうが！」

　思わず叩いたテーブルの上で、カップが小さく躍った。

「どこの世界の海賊が、お行儀よく港湾局に入港手続きして停泊するよ？　どこでも好きなところに錨いかりぶっこんで勝手に停まるから『海賊』って言われんだろ!?」

「そうおっしゃられましても、ねえ」

　エンマは短い息をつき、カップの横に書類束を並べてみせた。

「証人もいない、アリバイもない。これでは、あなたの容疑を晴らすことはできません」

「では、どうするので？」

　ラザロの横にちんまりと座っていたマデリーンが、低く訊ねる。

「この島に裁判官は数えるほどしかおらず、ことの白黒は決闘でつけるのが常道と聞いた。こういうとき、ラザロは誰と戦えば疑いを晴らすことができる？」

「今回の場合は、決闘にはなりませんね。彼の犯罪が野放しにされ、地域の脅威となりうるという訴えがあったため、我々が調査を進めているので」

「だから！　犯罪なんて！　やってねえ！」

「ですから、それを、証明してください」

　がなるラザロに、エンマは眉ひとつ動かさない。

「できませんか？」

　返す言葉が、ない。ラザロは唇を嚙みしめ、マデリーンは不安そうに面を曇らせた。

「できなかったら、どうするんだよ？　縛り首か？　それとも牢ろうにぶち込むってか？」

「いえ、そこまでは」

　パタリと黒手帖を開き、エンマはまっすぐに二人を見上げた。

「真偽がはっきりするまで、当局によってあなたの行動は大幅に制限されます。まず、本日より監視官がつきます。それと、私的財産の運用は一切許されません」

　真っ白なページに何事かを書き付けながら、エンマは機械じみた仕草で首を捻る。

「この宿の経営者はどちらで？」

「どちらって」

　ラザロは困り果ててマデリーンを窺うかがい見た。マデリーンもこちらを見返す。

「そのへんは、なんつーか、うやむやな感じで」

「共に手を携えて、ここを立て直そうと誓っている次第」

　ニュアンス・テンション共にだいぶ異なる二つの返答にも、エンマは淡々と言葉を返す。

「少なくとも半分はセニョール・グラナダの所有物という認識でよろしいようですね。では、ここも一時的に接収いたします」

「一時的って、いつまで？」

「あなたの容疑が晴れるまでです」

　しれっとしたその回答にラザロは絶句した。それは、ほぼ無期限無制限ということではないか。

「接収日時は明日の午後三時を予定しております。それまでに、身の回りのものだけを持ってここを出るように」

「明日って！　アホか！　無茶言うな！」

「ちなみに」

　またも怒号を炸さく裂れつさせるラザロに、初めてエンマは笑みを見せた。

「ここは我らが孤島・クエルダ。あなたの誠意次第では便宜を図ることはやぶさかではございません。是非ともご検討下さい」

　そのままエンマはすいと立ち上がり、渋面のラザロと呆あつ気けにとられたままのマデリーンをおいて、扉を外へと消えていった。

「ちっくしょう、それか！　そいつが目的か！」

　どすんと椅子に腰を下ろし、ラザロは頭をかきむしる。

「あんのアマ、なーにが誠意だ！　賄わい賂ろだろ、賄賂！　袖の下寄越せって抜かしてんだろおぉぉぉ！」

「賄賂？」

　戸口に立ち尽くしていたマデリーンが、驚いて彼を見下ろした。

「司法の役人が、金を要求するだと？」

「ここらじゃよくある話だ。黒か白かそうそうはっきりできない事件を誰かが訴えて、調停官を引っ張り出す。で、無罪をきっちり証明できなきゃ財産を接収。けど、金を払えば調停官権限で不起訴にしてやるってな」

「そんな」

　あまりのことに、マデリーンは肩を大きく波打たせ、言葉を失う。

「問題は、その誰が訴えたかだけどよ。まあ、あいつしかいねえし」

　いまだ銃痕生々しい柱へと目をやり、ラザロは憤然と鼻を鳴らした。ルイジアの密約などという妄想に取り付かれ、勝手に返済期限を縮めた挙げ句、あの手この手でラザロとマデリーンを翻ほん弄ろうし、最後は始末までしようとした人物。

「ダリオ殿か」

　吐き出すマデリーンの言葉にも、苦いものが滲にじむ。

「頑張って接収したところで、それらしいものは何もないのになあ」

　疲れ果てたというような彼の言葉に、重々しい溜め息が重なる。

「とりあえず、今日は寝てしまおう、ラザロ。この状態であれこれ考えても、何も進展しない」

　マデリーンの提案に、さすがのラザロも素直に頷いた。昨日からのあれこれで自分は満まん身しん創そう痍い。彼女もまだ復調していないらしく、ときどき小さくえづいて腹を抱えて動きを止めている。

「これ、飲んどけ」

　ラザロはポケットからアルジラ土産を引っ張り出し、マデリーンへと押しつける。

「これ、とは？」

　差し出されたものを両手で押おし抱いだいて、マデリーンは小さく首を傾げた。

「二日酔いの薬。あと、水をとにかくたくさん飲め。がんがん飲め。そうしたら、朝にはよくなってるから」

「そうなのか。ありがとう」

　ひたすら神妙だったマデリーンの顔に、陽が射すような笑みが戻る。

「ラザロは本当にいろいろなことを知っていて偉いなあ。いや、本当に参っていたんだ。頭痛はだいぶマシになってきたけれども、胃のむかつきはいっこうに取れないし、吐き気もなかなか収まらないし」

　まるで、宝物を紐解くような手つきで薬の紙を開き、マデリーンはなお笑う。どうしてか泣きたいような気持ちでラザロは、その光景から目を逸らした。

「……あんたは俺の仕し業わざとは思わないのか？」

　問いかけは、自分で思うよりずっと低く小さい。

「俺がルイジアを殺したって思わないのか？」

「思わない」

　即答。

　いつにないほどきっぱりとマデリーンは言い切った。

「君はそんなことが出来る人ではない」

「けど、これっぽちも無罪を証明できないわけだし」

「ラザロ、わたしはたいそうな物知らずではあるが、たった一つだけ君よりよく知っていることがある」

　遮る調子の彼女の言葉に、少年は息を呑む。恐る恐る戻した視線の先で、やはり彼女は微笑んでいた。

「何を知ってるってんだよ？」

「人殺しについてだ」

　美しくも淡いその笑みが、自じ嘲ちように歪む。

「やれ聖騎士だやれ竜砲騎士だと耳障りのいい名で繕ったところで、事実は変わらない。わたしは戦場で多くの者を殺あやめてきた、いわば殺しの専門家なんだ」

　その自分が言うのだ、と、彼女は続けた。

「戦場ならばいざ知らず……この島でこの町で、君は誰かを殺したりしないし、できない。まして、叔母を……育ての親を手にかけることなど、けっしてない」

　どこか疲れた風に言いながら、歴戦の騎士はラザロへと手を伸ばした。白く長い指が頰にまとわり、黒い前髪を払う。慈いつくしみに満ちた、柔らかな仕草。

　───まるで、ちっこいガキみたいに扱いやがって。

　そう思った瞬間、ラザロは半ば反射的にその手を払っていた。マデリーンの目が大きく丸くなり、次に伏せた長い睫毛の下で深い色を帯びる。

「薬をありがとう、ラザロ。おやすみなさい」

　また一つ笑って、マデリーンは扉の先へと消えていこうとしている。

「ち、ちょい待った！」

　思わず伸ばしたラザロの指が、彼女の細い肩を捉えていた。何を言うべきか、まだ充分にまとまらない頭のままでマデリーンを見下ろす。摑んだ指先からじんわりと伝わるぬくもり。そこから震えがきそうな気がして、慌てて離した。

　長く、重い沈黙が落ちる。

　互いが互いの言葉を待つような、なんとも言い難い間。

　それを溜め息で打ち切って、

「あんたのブランカは、夜、飛べるのか？」

　ようやく、ラザロはそう訊ねた。

「もちろん」

　マデリーンはまたも即答する。

「飛べるとも」
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　夜半。

　それでなくとも乏しい港の灯りは、住民たちの眠りと共に更に数を減らしていた。ただ、港の端、夜の航路を見守る灯台だけが煌こう々こうとした輝きを海面へと落としている。

　竜の背に身をまかせそれらすべてを背後へ見送って、しばらく。今度は眼下のあちこちに砂金を散らしたような輝きが点ともり始めた。

「綺き麗れいだな」

　マデリーンが感に堪たえぬというように呟つぶやく。

「別に変わったもんでもねえよ。あれは漁いさり火び。距離と方角からして、ロドリゴじーさんたちかもな」

　ラザロはおもしろくもないというように説明した。

「ああしてランタンいっぱいつけて、寄ってきた魚を捕るんだ。あと、香を焚たいて海の化け物が近寄らないようにする」

「なるほど、それでか」

　ますます感じ入ったように彼女は頷く。

「わたしが見慣れた灯りときたら、夜襲行軍のそれだからなあ。やはり、こういった光の方がずっとずっと美しい」

　何かを生み出す、光。それは尊い。

「そういうもんか？」

　努めて平静に、ラザロは返した。

「魚にしてみりゃ、あれのせいで大虐殺されるんだし、化け物はあの臭いが大嫌いで悶もだえ苦しむらしいしで、そんないいもんでもねえと思うけど」

「ああ、なるほど」

　生真面目に、マデリーンは感心してみせる。

「魚や化け物の気持ちまでは忖そん度たくしていなかった」

「それはいいけど、こいつ、ちゃんと北東に向かってんだろうな？」

　カリエンタから北東に進んで、しばらく。海賊バジャルドの根城がある。大陸から出航する船団を捕捉しやすい上に、小さな群島が点在し潮の流れが複雑。不慣れな船では追うも逃げるも容易ではないという、攻守に万全な海域と伝え聞く。

「つーても、俺もちょっと聞きかじっただけで本当にちゃんとあるのか知らねえんだけど」

　しかも、海流の間に散る小島の中に隠されているという話だった。

「その場合、昼に海上から探すのはほとんど無理なんじゃねえかと」

「まあ、できるのならばどこかの軍がさっさと制圧しているだろうな」

　でも、夜に空からであれば？

　漁船の点す灯りがあれほど目立つ海原の中だ、海賊船団の灯りを捕捉することもできるかもしれない。

　そんなラザロの説明を、マデリーンは一も二もなく受け入れた。証人のあてが他にない以上、海賊たちを探し出すしか手段はない。はっきり言葉にせずとも、二人ともそう心得ていた。

　───まあ、本当はもう一つ手はあるんだけども。

　高所の強風に目を細めながら、ラザロは短く嘆息する。昼間に出会った、あの男たち。あいつらにこの竜を叩き売れば、相当な額になるだろう。それをエンマに渡せば、接収は無期延期されるかもしれない。

　けれど、自分でも不思議なぐらいラザロは、そちらの手段を実行しようとは思わなかった。

『君は、人を殺せる人間じゃない』

　先ほどのマデリーンの言葉と、どこか淋さびしそうな笑みだけがくっきりと心に浮かんでいて。

　ブランカの白い羽毛へ指を滑らせ、ラザロはわずかに目を伏せる。

「ラザロ、ラザロ」

　ふいに、その袖をマデリーンが引いた。

「なあ、あれ。様子がおかしくはないか？」

　ほっそりとした指先が、背後を示す。月明かりの水平線に光が躍っている。か細くかすかな灯り。先ほど後にしてきた、カリエンタの漁船団のものだろう。それが、遮二無二かつ不規則に揺れ動いては夜の底を照らしていた。

「ああ、なんか変だな。誰かに信号を送ってるって感じでもねえし」

「そもそも、信号を送るにしても……この時間帯、この海域を通る船などあるのか？」

「それこそ海賊ぐらいじゃねーの」

　その、海賊が近くにいてくれたら、いっそ話は早いぐらいなのだが……眼下の闇の中、目ま映ばゆい軍船の輝きなどどこからも見えてこなかった。

「ブランカ、旋回！　あちらへ戻れ」

　マデリーンの鋭い命令に、竜はひとつ鳴いて身を翻ひるがえした。ぐんとスピードが増し、たちまち視界の中、眼下の海上に小さな漁船の灯火が再び見えてくる。

　それが絶えず明滅を繰り返しては、揺れ、動き、迷走し続けていた。

「な、なんだあ？　何してんだ、あいつら？」

「ラザロ、海の中だ！　何かいる！」

　叫びながら、マデリーンは手た綱づなを引いた。ぐんとブランカが高度を下げる。墨を流したような海面が乱れ、白波が立っている。

　その激しい波の間から、ときどき鋭い咆ほう哮こうが轟いた。

「マール・サーペンタ……」

　荒海の剣つるぎと呼ばれる、大妖物だった。遠目にはひたすら巨大な蛇へびのようだが、鱗うろこが鋭く逆刃のように連なっている。その上、地上の猛犬もかくやという牙きばを持ち、鉄の軍船ですら簡単に嚙み砕いてしまう。ただ、そこかしこに四六時中現れるほどの数はおらず、彼らが嫌がる香を焚いて航行すれば避けられるという話だったのだが。

「なんか機嫌損ねるようなことしたんかな？」

「化け物の都合など、知る由よしもないが……このままでは、誰も助からない」

　固い声で、マデリーンは手綱を取った。命令一下、ブランカを海へとつっこませるつもりらしい。

「マディ、落ち着け。これ以上、海に近づいたらブランカを船の奴らに見られるぞ」

「それは詮せん無なきこと」

　あっさりと彼女は言ってのけた。

「どのみち、あの宿で生きていくのならば、いずれはブランカのことも知れよう。早いか遅いかの差だ。それより、ラザロ」

　いつになく険しく、マデリーンは続けた。

「いかな竜砲兵であっても、肝心の砲がなくてはサーペンタを倒すのは容易ではない」

「砲？」

「そう。竜の魔力を充じゆう塡てんさせて撃ち出すもので、普通の銃砲とはまったく異なる」

　その言葉に、ラザロは思い出す。

　ルイジアの遺品。ダリオの一味に襲われたあの日の翌日、「使えない」と放り出した銃。

「それ……あるぞ」

「は？」

「弾たまこめるとこすら見あたらないから、とんだガラクタだと思って、ずっと裏庭に転がしてある」

「…………」

　マデリーンはすぐに答えなかった。なんとも言えぬ表情で、

「叔母上は……あれを捨てられなかったのか」

　低く呟いた。

　なんのことだとラザロが問い返すその前に、彼女はひとつ首を振り、

「とにかく。いまここに砲がない以上、あいつがあきらめるまで、ブランカとの肉弾戦を続けるしかない。つまり」

　ひどく時間がかかると、彼女は続けた。

「夜が明けてしまったら、海賊捜索は難しくなる……」

　傾く月へと目を向けて、彼女は逡しゆん巡じゆんしている。

「仕方ねーよ」

　深々と息をつき、ラザロは目を伏せた。

　逃げ惑う漁船の灯りがちかちかと眼底へ突き刺さってくる。激しい海面のうねりの間から、船主たちの悲鳴が聞こえてくるかのようだった。

「それは、もう、仕方がない」

　彼の答えに、彼女は頷いた。優美な首を返し、竜は大きく旋回すると、重力を切り裂くように急降下を開始した。ぐんぐんと下がっていく、高度。

　やがて、迷走する漁火の中、よろめき惑う漁船旗が見えてきた。いずれも星に波をあしらったマーク。カリエンタ漁船団で間違いない。

「しっかり捕まっていてくれ、ラザロ！」

　マデリーンの指示に、いっそうの力が漲みなぎる。

「海に落ちたら助からない！」

「またかよ、またそれかよ！　握力どんだけ鍛えればいいんだ、俺！」

　さまにならない絶叫を後に残し、白銀の幻獣は海面目がけて突進していった。
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　ごんごん、ガンガン！

　遠くで何かが鳴っている。

　何故か神経にひどく障さわる音。それに小刻みな振動が伴う。

「って、なんだこれぇぇぇぇ！」

　ラザロは自分の胸元を押さえ、壊れたバネ人形のように跳ね起きた。半ば反射的に枕の下へ手を差し込み、しのばせてあった短銃を引き抜こうとしたが、指先は空むなしくシーツを摑むばかり。

「なーにやっとんだ、ラザロ？　うちの枕の下にゃ何もおいてないで？」

　嗄れた声に誘われ視線を巡らすと、ベッドサイドに置かれた椅子の上、ちょこりとロドリゴ老が座っていた。

「ロドじーさん？　なんで……」

　言いさして、思い出す。

　そっと触れた自分の頭には、包帯らしきものの感触があった。見下ろすと、右腕の肘あたりや足首にも白い布が巻き付けられている。

　そう。

　深夜の怪物大決戦から、ラザロはあっさり脱落した。激しく揺れる竜の背に耐えられず、ほとんど滑落寸前の勢いでロドリゴたちの船へと引き渡された。やれこれで一安心と思ったら、そこはそこでまた凄すさまじい修羅場。波は立ち、海面はうねり、船は一瞬たりとて安定しない。陸育ちの悲しさで、彼はそのまま船のどこかに打ち付けられて正気を失い、現在に至った……らしい。

「あいつは……マディはどーした？　無事なんだろうな？」

　見回すと窓の外の陽は既に高い。

「無事だとも。うちでシチュー三杯とパン二個食らって、いまみんなで竜を洗っとる」

「へえ……て、マジでっ？」

　慌てて窓辺へまろび寄り、ガラスに額をくっつけるようにして外を探る。

　そこでは、ロドリゴが言う通りの光景が広がっていた。漁師たちの集つどう港の一角に白い巨体が横たわり、たくさんの人たちがブラシやバケツ、馬用の櫛くしなどを手に手に走り回っている。巨大な翼の付け根あたりで、朝の陽光に輝くものがあった。一つにまとめ高く結い上げられたマデリーンの金髪だった。

「なんでも、海水だらけにして放っておくと、羽が弱って飛べなくなるそうでのう。町中から真水を集めて洗っとる」

「マ、マジかー」

　あんぐりと口を開け、ラザロはその様子に見入った。よくもまあ、みんな恐れも怯みもせずブランカに近寄っていくものだ。

「そりゃあ、おめえは目ぇ回しとって見てないから知らんだろうが、大活躍の大活劇だったからのー。蛇のバケモンを海に沈めただけじゃなく、落ちた仲間を助けて回り、ひゅっと港までひとっ飛びして曳えい航こう用の船を呼んでとな」

「そりゃまあ、すげえけど。よかったけど」

「さすが、ルイジアの血を引いとるだけあるな。よお似とるわ」

　ロドリゴはそう言って、目を細めた。

「に、似てる？」

　ラザロは目を剝く。

「どこがだよ？　目の色ぐらいじゃねえ？」

「ったく、おめえはほんっとーに残念な子だよ。人間は生まれたときから年寄りなわけじゃねえ。この島にルイジアが来たときゃもう、すげえ美女が大陸からお越しだ！　と男どもはみんなして大騒ぎしたもんさ」

「えー」

　信じられない。ラザロはあっけにとられて、ベッドサイドの老人を見返した。

「それがどうして、途中から妖物扱いになったんだよ。手のひら返し過ぎだろ」

「ハジャルドだよ」

　どこか疲れた風に、答えが返る。

「あの海賊とつるむようになってから、ルイジアはわしらをまったく寄せ付けなくなった。宿に来るな、この丘に上るなと、な。おまえんちのあの道……入り江から宿まで一直線にこられる石畳な、あれ、あの女が一人でこさえたんだわ」

　昔は、町の広場へと続く方へ石畳の道があった。それを彼女はわざわざ潰し、入り江の方へと道を拓ひらいた。当時はまだ帆船が中心で、海賊たちが頻繁に立ち寄っていたという、小さな入り江。そこに至るまでの石畳を黙々と、彼女は作り上げた。来る日も来る日もたった一人で。

「馬と牛使っても、二年ぐらいかかっとったわ」

「そら、そうだろ。三○年前だってよ、ルイジアもうけっこういい年だろ」

　何故、そこまで？　と目で問う彼に、老漁師は小さく首を振るだけ。

　───海賊との密約。

　呆れ驚くラザロの頭に、ふと閃ひらめく言葉。その難事業もまた、それに関係あったのだろうか？

「そんでよ、ラザロ坊」

　丸めた肩を尚なおも竦すくめ、ロドリゴは訊ねる。

「ルイジアの件で、調停官が来たってな？」

「あいつが言ったのか？」

「おうさ。どうして夜の海上なんぞを飛んでたのかって聞いたら、話してくれたわ」

　あの日、ラザロが海賊船に出向いていたことを証明できるのは、招いた者だけ。だから、どうしても海賊を捜し出したかったのだ、と。マデリーンはぽつりぽつり語ったのだという。

「まあ、どう見ても賄賂か財産没収目当てのでっち上げだわいな。おまえ、どっかで偉いさん怒らせたのと違うか？」

「実は、黒くろ鳩はとアンデレと」

「海賊の手下？　やつらが役人なんか使うかいな。気に入らないことがありゃ、いつでも砲弾ぶっ込めるってのに」

「なら、ダリオだ。金貸しダリオ」

　窓の外の白い幻獣を指さし、ラザロは重い息をつく。

「危うく殺されそうになったけど、アレ持ち出して脅したら引っ込んで、代わりに調停官が来……って！」

　ラザロは慌ててあたりを見回した。見慣れぬ部屋の古びた柱時計の中、短針長針ともに、２の字をすっかり越えている。

「やべえ、時間がねえ！　マディーっ！」

　絶叫を放ちながら、ラザロは部屋を飛び出した。ブランカの周囲に取り付く村人たちがいっせいに振り向くのもかまわずに、マデリーンの腕を取って走り出す。

「ラザロ、君、体の具合はもういいのか？」

「ちっと頭痛くて腹が減ってるだけだ。それよか、あの女、今日の午後には接収するとか抜かしてやがった！　急がないと家財道具、丸ごと取られる！」

　怪け我がで痛む足を懸命に叱しつ咤たして、急な坂道を必死に駆け上がる。

「おまえ、あの砲に用事あるんだろ？　せめてそれだけでも持ち出さないと」

「それは……確かに貴重ではあるが……」

　口籠もる彼女の様子には気がつかず、ラザロはひたすら走り続けた。

　そうして、全力疾走の途中。

　二人は前をゆく女の背中を見つけ出した。革靴にテイラード・ドレスという優雅な身なりの割に、しっかりした足取りでエンマは歩き続けていた。しかも、今日は二人の男をつれている。いずれも彼女同様かっちりとしたスーツ姿ではあるが、その服のラインを見れば武装していると一目で判った。

「あら、セニョール・グラナダ、ご機嫌よう。こんなところでお会いするとは」

　まるっきり事務的な口調で、彼女は挨拶する。

「昨日、ちょっとトラブルがあってよ。まだ荷造りも済んでねーんだわ。明日また来てくれねえか？」

「無理ですね」

　ラザロにしては精一杯歩み寄ったつもりの台詞だったが、エンマはこれを一蹴した。

「あなたにかかった嫌疑を晴らすに足る証言でもない限り、接収は一分たりとて延ばせません」

「けど、いま俺たちだって家に戻る途中で」

「無理ですね」

　まるっきり聞く耳を持たぬという態度のエンマ。それに呼応したかのように、周囲の男たちがずいと一歩を進めてくる。これ以上逆らったら、懐にあるやっかいなブツを引き抜いてくるかもしれない。

　ラザロは歯嚙みし、マデリーンは息を呑み、エンマがただ笑う。

　そうして硬直した空気の中を、

「証拠なら、あるぞい」

　のんびりとした声が割って入った。

　振り向くと、坂の下からロドリゴ老がひょこひょことこちらへと歩み寄ってくる。

「ラザロ坊が一五日の夜に何をしておったか、判ればええんじゃろう？」

「その通りですが」

「そいつなら、桟橋から艀はしけで湾の外にあった船まで渡っていったぞ」

　確かにこの目で見た、と、ロドリゴは言い切った。

「俺も見た」

「俺も」

「僕も」

　それに、多くの声が続く。その量に、ラザロは驚いた。村の男どもの半分以上がここへと集結しているではないか。

「海賊どもの蒸気船はなーんせでかくってな。うちの港の奥まで入ってこれねえ。だから、艀を使って上陸すんだ」

「客を招くときも同じでよ。桟橋から艀で移動する。その夜もそうだった」

　男たちは口々に喚わめいた。

「朝に戻ってきたラザロに、ルイジアが遺体で見つかったって話したのは、俺だな」

　立派な尻尾と尖った耳の男が、大股に踏み出してくる。その肩にはキカがぶら下がり、にこにことこちらへと手を振っていた。

「あなたは……ルイジア・フェデリオの第一発見者の人狐族？」

「そうだ。狐のブルーノ・スアレスとは俺のことだ」

　鋭い犬歯をことさら見せつけるように、キカの父は笑った。

「あんた、ちゃんと調査したのか？　ちょっと聞き込みすりゃこれだけ目撃証言が出てくるってのに、なんでそれをしない？」

「それじゃまるで、ラザロを最初から犯人だって決めつけてるみたいじゃんか、なあ？」

「そうだそうだ」

「ホントに調停官なのか怪しいなあ」

「身ぐるみ剝いで調べてみようか？」

　一歩また一歩とカリエンタの住人たちは包囲網を縮めてくる。わざとそういう人選をしたのだろう、大部分が屈強な漁師で、しかもそれぞれ武器を手にしていた。

「黙れ、貴様ら！」

「近寄るな、撃つぞ！」

　慌てたようにエンマの用心棒たちが、彼女の前へと飛び出してきた。

「撃ちたきゃ撃てばええじゃろ」

　あっさりとロドリゴが返す。

「接収中に証言者を撃ち殺した調停官ってのも珍しいが……まあ、それでこの先仕事が務まるってなら、是非やってみい」

「…………」

　エンマは答えなかった。

　男どもの背の向こうから、ただ青ざめた顔をこちらへ向け、強く唇を嚙みしめる。

　───なんだ、この大茶番。

　雑な脚本を阿呆な素人しろうと芝居で塗り固めているような光景は、当事者であるラザロですら笑い出したくなるような有り様だ。

　しかし、カリエンタの連中は誰もが真顔だ。

　エンマもまた、これ以上はないというほどに真顔だ。ラザロひとりが笑い出すわけにもいかない、奇妙な我慢の時が流れ続けて数分後。

「……判りました」

　吐き出されてきた調停官の固い声に、どこか口く惜やしそうな響きが残る。

　───判ったの!?

　素直なツッコミが喉を割りそうになって、ラザロは慌てて口を噤んだ。

「これから、みなさんの証言をすべて記録します。どこか、落ち着ける場所はありませんか？」

「なら、是非うちに。ここからなら一番近いし」

　ほっとしたように誘うマデリーンに、エンマはきつい視線をひとつ投げただけ。完全に無視してのけて、坂下を目指して歩き出す。

「おい、じいさん」

　その後ろをぞろぞろと着いていこうとする一同の最後尾、背を丸めて進む老人をラザロは慌てて呼び止めた。

「俺が艀に乗ってるとこなんて、本気で見たのか？　あの夜は新月であたりは真っ暗だったし、ハジャルドは用心深いからろくに灯りもつけねえってのに」

　声を潜めて訊ねる彼に、老漁師は悠然と唇を吊り上げる。

「見たよ、見た。本当だとも。わしら漁師は目がええからなー」

　にんまり。

　そうとしか表せない笑顔に、ラザロは一瞬、言葉を失い、更に低く訊ねた。

「おい、マジかよ。偽証罪はすげえ高くつくぞ？」

「わしらが噓うそをついていると、いったい誰が証明できる？　カリエンタの人間全員が同じことを言うに決まっとるのに？」

「なんで、そんな……危険な真ま似ねを……」

　心底呆れるラザロの横で、マデリーンが眉根を寄せる。

「何事も持ちつもたれつよ。おまえらだって危険な真似をして、わしらを救ってくれたじゃろ？」

　楽しげに老練な漁師は哄こう笑しようした。

「マール・サーペンタがああも寄ってきたのはな、わしの孫のミスよ。香の調合をしくじりよった。そのせいで、おまえは一刻も早く海賊を捜し出さなけりゃというときに、それを投げ出すハメになったんじゃろ？　恩はなるべく早く返さねばな。なにせ、わしとてルイジアのようにいつお迎えがくるか判らんしのー」

　そうあっさりと言い捨てて、のんびりとした足取りでロドリゴは先にゆく町の者を追いかけていった。

　後に残された丘の上の住民二人は、しばらく呆気にとられその場に立ち尽くした。

「助かった……」

　長い長い沈黙の果て。

　ぽつりとこぼした自分の言葉を合図に、ラザロの膝から力が抜ける。

「ラザロ！」

　がくりと倒れ込んでいく自分の体を、支えてくれた手があったことには気がついた。それがとても柔らかで暖かいことにも。けれど、言葉を返す間もなくラザロの意識は再び途切れた。

　次に気がついたとき、彼は自室のベッドの上にいた。

　あたりは黄昏たそがれ色いろに淡く染まり、夜の気配が窓の外からひたひたと押し寄せている。

「ラザロ……」

　躊躇うような呼びかけ。ベッドサイドの椅子に腰掛け、マデリーンが覗き込んできた。

「よかった、気がついて」

「大仰な。腹減って目が回っただけだっての」

「君は頭を打ってるんだ。いつ何があったっておかしくない」

　恐る恐るというように伸びてきた彼女の指が、

「最初はぴんぴんしていた者が、あとで倒れるところなど山ほど見てきた。このまま目を醒さまさなかったら、本当にどうしようかと」

　ひどくそっと、ラザロに触れる。

　今度は彼もそれを振り払わなかった。

　だが、

「その方がたぶん都合はいいだろ。この宿をどうしようが、あんたの好きにできる」

　反射的に憎まれ口が飛び出す。マデリーンの碧眼が揺れ、自分で口にしたその台詞にラザロは竦んでしまった。

　───そうだ、もしかしたらその方がいいのかもしれない。

　カリエンタの住民たちは、マデリーンには親切だ。ルイジアといた時にはよりつかなかった連中が、何くれと気にかけてくる。自分がここにいない方が、事態はより優しく回るのではないか。

「まーた、そんな心にもないこと言うんだから、ラザロってば」

　突如、舌っ足らずな指摘が彼の足下から響く。見ると、ふっさりとした尻尾を振り振り、キカがベッドへよじ登ってくるところだった。

「こ、心にもないってなんだよ。俺は本気で」

「まーたまた。ベルタにさあ、一昨日の話、聞いちゃったんだからね」

　くすくす笑い、キカはからかう。

「おおかた自分だけマディにキスしてもらい損ねたからって、すねてんでしょー？　ラザロったら、可愛げなーい。大人げもなーい」

「な」

　即座に吐き出そうとした怒声が、一瞬、凍り付く。

「何言ってんだ、てめえ！　リアル・ファーのマフラーにされたいか、こらあ！」

　摑み上げようとした彼の手をすり抜け、キカはきゃらきゃらと笑いながら部屋の外へと逃げていった。開け放たれたドアの向こうから、どっと喧けん噪そうが流れてくる。明るい歓声、高らかな笑い声や歌声、ふれあう食器のざわめきや素朴な音楽。

「なんだ、あの騒ぎ。町の連中か？」

「君を一緒に運んで下さったんだ」

　ほんのり笑いながら、マデリーンが言う。

「本当にいろいろお世話になってしまったから、何かおもてなしをしたかったのだけれども、私では食器の位置も酒の種類も判らないから、キカ殿にいろいろお願いした」

　その後はみな勝手に、食堂を占拠して延々と飲み食いを続けているとの説明に、ラザロは呆れ果てた。

「今夜の漁にはいかねえ気かよ、おい。ったく、とんだろくでなしどもだな」

　どうせまた、美人のお招きだから、とでも言うのだろうが。

　───あ、なんかまたムカついてきた。

　ふらつく体を再び横たえ、ラザロは重い息を吐く。

「それで」

　労いたわるような窺うような調子で、マデリーンが言い募った。

「君が眠っている間、ずっと考えていたんだ……この宿の名前を」

「まーた、なんたらの囁きとかどーたらの微笑みとか抜かすんじゃねえぞ」

　力なく答える彼に、彼女はひとつ笑って続けた。

『竜りゆうと石榴ざくろ亭ていだ』

　竜は自分、石榴は君だ、と言い添えながら。

「石榴は、君の瞳の色だろう？　だから、叔母は君にグラナダ石榴の姓を与えたんだと思う」

「俺の……」

　ラザロはその赤みの強い茶の瞳を見開いた。そんなこと、いまのいままで考えたこともなかった。ルイジア自身に語られたことも。

「とても綺麗でぴったりだ。なあ、ラザロ。どうだろう？」

　言いながら、マデリーンはまたその指を伸ばしてくる。白く美しいそれが、ラザロの肘の上で不器用に動く。解ほどけかけた包帯を直しているのだと気がつくまで、だいぶ長い時間がかかったほど、ぎこちなく。

　そして。

「ほら、できた。ちょうちょ結び」

　吐息が触れあうほどの距離で、彼女は笑う。












　なんでもない木綿の包帯を、まるで宝物のように指さして、誇るように輝く美しい面。

　中でも、唇が。

「どんな王侯貴族より、ラザロ、君に褒ほめてもらえると嬉うれしい」

　小さく細く囁くその唇が、ラザロの視線を捉えて離さなかった。

　───そうか。

　ふと、彼は腑ふに落ちた。

　狂乱の夜の次の日、何もかもが気に食わず、いっさいを放り出して宿を飛び出した理由。

　なのに、そうして出かけたよその港で、彼女に関わるものばかり探してしまった理由。

　───そうか、キカの言う通りだったのか。

　泥酔し、誰も彼もにキスしてまわったマデリーン。その唇が、自分には与えられなかったことが、馬ば鹿かみたいに悔しかったなんて。

　そう思い至った、その直後。

　自分の首に頰に血が上ってくるのが判った。どくどくと心音さえ聞こえてきそうなほど、早く激しく。たまらず、ラザロは毛布を摑み、己の顔をがばりと伏せた。

「ラ、ラザロ？　どうした？」

　顔を寝具と両手で覆って俯き悶え出した少年を、往年の騎士はおろおろと見やり、なおもその顔を覗き確かめようとする。

「どこか痛い？　お医者さまを呼んできた方がいいか？」

　その狼ろう狽ばいがおかしくて、何故か嬉しい。

「……看板」

　まだ羞しゆう恥ちにくぐもった声で、ラザロは呟いた。

「新しい看板、発注しないとな」

『竜と石榴亭』。

　つやつやの白木に愛らしい絵などあしらえば、この娘は喜ぶだろうか？

「あんたにしちゃ、悪くない名だ」
















　少女は、空を見上げた。

　大きく見開いた萌もえ葱ぎ色いろの瞳が、ちらちらと明滅している。

　燃えているのだ。

　街が。

　父祖の土地が。

　その炎が、少女の瞳に映りこんでは、ちらちらチラチラと揺れ動いている。

　夜半を過ぎて始まった爆撃は、陰惨極まりないものだった。街近くの丘の上に現れた敵軍が、容赦のない弾薬の雨を街へと撃ち込んでいく。

「国境兵は何をしていた！」

「判わからない、とにかく逃げなきゃ」

「歩兵がくる前に、急げ！」

「でも、どこへっ？」

　大人おとなですら、混乱してただ逃げ惑っている。まして、たった五つになったばかりの少女にはどうすることもできなかった。

「我々が逃げるのは最後だ！」

　父が叫ぶ。

「領主一族が真っ先に逃げてどうする！　救援がくるまで持ちこたえるんだ」

「助けなんて、来ませんわ」

　母が啜すすり泣ないた。

「こんなところに敵軍が来るなんて、いったい誰だれが予想したでしょう」

　何を言われているのか、幼い少女にはよく判らない。ただ、優しい父が怒ど鳴なり散らし、気丈な母がああも泣いているのなら、それはそれは恐ろしいことが起きつつあるのだろう。迫り来る炎の尋常ではない紅あかさと共に、彼女はそれを実感する。

　また、地響きがした。

　また、建物が崩れる。

　炎はいよいよ勢いを増し、そして、丘の上の黒影が動いた。蠢うごめくそれは敵軍だ。歩兵に戦車、その他もろもろの「怖いもの」が炎の後についてどんどんと街へと入ってくる。

　───もうダメだ。

　少女ですら、そう思った。

　───みんなみんなしんじゃうんだ。ころされちゃうんだ。

　母の腕に飛び込み、庭の片隅で少女は為なす術すべもなく震え続ける。

　その時だった。

　フォォォーン！

　爆音を圧して響いた、異形の声。

　真まっ赤かに染まった地平と漆黒の夜空の合間を縫って、白銀の翼が迫り来る。少女には、それが光の帯を纏まとい、月空いっぱいにたなびいているように見えた。

「竜砲騎士ドラグーン・カサドーレだ！」

　誰かが叫んだ。

「皇帝軍の、しかも神聖隊が来てくれたぞ！」

「けれど、たった一騎で何ができる……」

　喜びと失望の入り交じった声は、だが、次の瞬間、歓喜一色に塗り変わる。

　丘の上に飛来した竜の背から、絶え間なく撃ち出される、熱射の輝き。それは光の波は濤とうのように丘の上から中腹を焼き尽くす。

　萌葱色の双眸を何度も何度も瞬かせて、少女はその様子を見守った。

　二度三度と旋回した竜は、やがて、少女たちの庭へと降り立った。白いその背から、一人の女が降りてくる。華きや奢しやな鎧よろいを身に纏い、深紅のローブの裾すそを翻ひるがえし。

　───おんなのひとだ。

　少女は驚く。

　しかも、いままで見たこともないほど綺き麗れいな綺麗な女の人だ。

「ベルドゥ公とご家族であらせられるか？」

　頷うなずく一家に、女騎士はにっこりと微笑ほほえんだ。

「わたしは竜砲騎士隊のマデリーン・イスカディオと申す。ひとまず、ご安心を。敵は殲せん滅めついたしました」

「殲滅？　そうとう数がいたようだが」

「はい。ただ」

　驚く父に、彼女はほんのわずかに眉をひそめた。

「申し訳ございません。手加減している暇がなかったので、丘の形を変えてしまったやもしれません」

　他の者が口にすれば、それはとんでもない壮語に聞こえたかもしれない。だが、その場に女の言葉を疑う者はなかった。

　母の手を振り払い、少女はまろび寄る。

「きらきらしてる。きれい」

　竜と騎士の周囲だけ、虹のような輝きで包まれていた。

「とってもきれい」

「君には見えるのか？」

　ほんの少しだけ驚いたように、女騎士は言った。

「君には才能があるのかもしれないな」

　優しく伸びてきた手が、橙だいだい色いろの頭を撫なでてくれる。

　そして。

「わたしと同じ、竜砲騎士の才が」

　続いたその言葉は、彼女の一生の標しるべとなって、その小さな胸に刻まれた。



























　　　　１






「なー、兄ちゃん。もっと大きな羽根ねえの？　どれも部屋の飾りにゃちと小さ過ぎるんだが」

「あー、昨日まではあったんだけどな。もう売れちまったよ、悪い」

「私は、もっといろんな色のが欲しいんです。お気に入りの帽子に飾りたいの」

「無茶言うな、うちの竜は白いから白ちゃんなの。自力で好きに染めてくれや」

「ねえねえ、もっともっとたくさんちょうだい！　羽根枕作りたい！」

「そこまで抜けねえよ！　鵞が鳥ちようや鶏にわとりじゃねえから！　無闇に毟むしったりできねえから！」

　修繕跡も未いまだ生々しい宿のデッキで、ラザロは悲鳴混じりの声を張り上げた。もはや接客なんだかツッコミなんだか判わからないまま、一心不乱に品物を渡し金を受け取り続ける。

　彼の頭上で、『竜りゆうと石榴ざくろ亭てい』の真新しい看板が風にふらふら揺れていた。その名の通り竜と石榴が彫り抜かれたデザインで、なかなか凝ったものだ。近隣の大都市・ラチャンカ一の職人に頼んで作ってもらった自慢の逸品なのだが、それへ目を向ける客はいない。

　この宿のただいまの売れ筋商品は、ブランカの羽根だ。連日のブラッシングの際に出るそれを、それぞれの大きさに応じて値段をつけ、一番お安い小さな和にこ毛げは銅貨三枚、一番大きな風切り羽根は銀貨三枚。原価はあってないようなものだから、笑いが止まらない。

　そうこうする間にも、坂の下からどんどんと次の見物客がやってくるのが見えた。

「はーい、お客さんこっちこっち～！　伝説の竜に会えるのは、この裏山だよぅ！　みんなついてきてねー！」

　キカが尻尾しつぽをぱたぱたさせながら、庭先で手を振る。小さな狐娘の誘導で、見知らぬ老若男女がぞろぞろと竜と石榴亭の裏山へと進んでいく。

「まあ、綺き麗れいねえ！」

「こんなでっかい生き物が空飛ぶんだ？　信じられない」

「ありがたやありがたや」

　誰だれもが素そ朴ぼくな礼賛を口にしては、「見物の記念に」と羽根を買う。中には無理に触ろうとしたり、背中に乗りたがったりする者もないではなかったが、傍かたわらで手た綱づなを取るマデリーンが困り果てた顔で遮さえぎると、誰もが大人おとなしく帰っていく。

『ルイジア亭』、改め、『竜と石榴亭』が本格的にスタートを切ってから、既に半月近く。

　ラザロとマデリーン、それにキカの暮らしはほぼ毎日こんな風に明けては暮れていった。

「今日もいっぱい儲もうかったねえー！」

　食堂のカウンターに腰掛け、キカが笑う。声は元気潑はつ剌らつそのものだが、ときどき眠そうに目をこすっていた。夜行性の人狐族にとって、お昼前の開店時間はかなり早い。けれど彼女は「ラザロとマディだけじゃ心配だから」と連日手伝いにきてくれていた。もっとも、山と積まれた銀貨や銅貨の中から、「今日の分ね」と何枚か引き抜くことは忘れなかったが。

「なあ」

　古びたカウンターに軽くもたれ、マデリーンはラザロをひたと見上げた。整ったその面には、あからさまな憂いが刻まれている。

「こういうの、いつまで続ければいいんだろう？」

「こういうのって？」

　その眼まな差ざしから、ラザロは意図的に目を逸そらした。最初は大勢の来訪をただただ無邪気に喜んでいた彼女が、ここ数日、どこか沈んでいたことはラザロとて気がついていた。

　───そろそろ、なんか言い出すとは思ってたんだよなあ。

　しかし、なるべく素知らぬ顔で言い諭す。

「大陸からの定期便が通ってた頃ならともかく、いまのカリエンタにゃなんもねえんだぞ？　珍しい竜で釣る以外に客を呼び込む手なんかねえだろ」

「釣るのは、別にかまわない。みながあんなに喜んでくださるのなら、それはわたしにとってもブランカにとっても嬉うれしいことだ」

「なら、別にいいじゃねえか」

「うん、それはいい。でも、このままでは宿の仕事にまったく手が回らない。それが問題に思える」

　言いながら、彼女は小さく息をついた。

「朝起きて、ブランカにブラシをかけて、寝床にある羽根も集め、それをデッキのテーブルにきっちり並べて。それから、宿にくる見物客のお相手をずっとしていたらすぐ夕方ではないか」

「中には泊まってく客だってちらほらいるだろ。宿としてちゃんと機能してるだろ」

「ちらほら、だろう。しかも、ただベッドを提供しているだけで、おもてなしらしいことは何もできていない。あれではまた来ようとはどなたも思って下さらない」

「そうは言うけどよ」

「ラザロ、こんなのは長く続かない」

　口を尖とがらせるラザロに、マデリーンは必死に食い下がった。

「どんな珍しい生き物だって、すぐに飽きられてしまうものなんだ。だから、もっと堅実な宿経営を」

「言いたいことは判らんでもねえけどさ」

　なおも言い立てようとする彼女を、ラザロは遮る。

「あんたの言う、堅実経営ってどんなだ？　前に『部屋に入る前に茶とお菓子をふるまう』とか言ってたけど、あとは？　何をどうしたい？」

「すべての部屋から海がよく見渡せるようにしたい！」

　マデリーンは目を輝かせた。これまでずっとラザロは、彼女の言うことの大部分をざぶざぶと聞き流しまくっていた。借金取りとの抗争に追われたり、調停官に理不尽にかちこまれたりと忙しく、経営のヴィジョンについて語り合う暇なぞ、ほとんどなかった。いまがチャンスとばかりに、彼女は「自分の考える最良の宿」について捲まくし立てていく。

「まずそれには窓ガラスの補充がいるな。いまのは大部分割れてるか、汚れがこびりついちまってて、一○○○年待っても外なんて透けてみえねえよ」

「う」

　冷たく反論されても、彼女は諦めない。ひと呼吸ののち、拳こぶしをふるって熱弁を続ける。

「清潔な部屋と清潔な寝具で疲れを取るのも大事だと思う。この島の陽光にしっかりと晒さらした肌触りのいい寝具やリネンが欲しい」

「あいにく、うちにはそんないいもんはないな。残ってた寝具も、綿入りはあんたが熱湯で洗ってきゅうっきゅうになるまで縮めたし、毛布はとっくの昔にぺったんこだし」

「うう」

　これにも一度、口くち籠ごもったが、まだまだマデリーンは諦あきらめない。

「あと、やはり食事は大切だと思う。ロドリゴ殿たちがとってくださる魚を、是非とも味わっていただきたい」

「どうやって？　俺おれとおまえだとただ焼いて皿に載せるだけか、野菜と一緒にぐっつぐつに煮込むだけになるけど、それでいいのか？　ちゃんとしたコック、必要だと思わねえ？　あと、さっきの菓子を出すって言ってたけど、この間のドス黒飴あめはダメだからな。それこそ戦場とかでもうこれしか食うもんがねえってときでもないと、ここらのやつはあれを美う味まいとは思わねーぞ」

「ううう」

「更に言っとくけどさ」

　自分の言葉が確実にダメージを与えているのを確かめながら、尚なおもラザロは言い重ねた。

「あんたはこの島の海とかがすげえ気に入ってて、それさえあれば商売になるって思ってるみたいだけどな、そんなのこの島の連中にしたら一ペスタも値打ちねえから」

「な」

　初めて、マデリーンは絶句した。脳天を殴なぐられたとでもいうように、軽くよろめく。

「なんと……」

「だって、周囲全部がぐるーっと海なんだぜ？　生まれたときから毎日拝んで育ってんだぜ？　前にも言ったろ。波や風や海賊の影響を受けないってんで、クエルダの人間は内陸のラチャンカとかに住みたがるってさ」

「そ、そういえば……確かに……」

「そういう島における宿の『売り』ってなんだ？　もっと便利な町の便利な場所に建ってる宿とうちが、どう張り合えばいいってんだ？」

　努めて冷静に、ラザロは指摘を続けた。

「な、判ったろ？　うちの宿には『売り』がないんだよ。他の町からわざわざ足を運ぶだけの理由ってのか、はっきりしたアピールポイントっていうか、そういうのが」

　それこそブランカしか、と、ラザロは白い羽を掬すくい上あげてみせた。

「それは……」

　ラザロのダメ出しは、理想高き元竜騎士の図星を深々と突いたらしい。矢継ぎ早の反論が途切れる。代わりに、ラザロがなおも淡々と続けた。

「確かにブームなんざとっとと去るもんだ。そんなのは当然だろ。だからこそいま金になることを続けて、貯めるもん貯めておかなきゃ。でないと、あんたの言う堅実経営なんて死ぬまでできねーぞ」

「そうか……」

　畳みかける彼に、マデリーンはひとつ微笑ほほえんだ。ふっくらとした彼女の唇がわななき、けれど、すぐにきゅうと引き結ばれた。

「そうだな。ラザロはやはり賢いな」

　頷うなずきながら、自室へ戻っていく彼女の背を見送り、

「ラザロったら、噓うそつきー」

　彼の足下で、キカがにまにまと笑う。

「楽して儲かってこいつはいいやとか言ってたくせに」

「噓じゃねーよ。まあ、半分だけど」

　じゃれつく彼女の頭を軽く押しやり、ラザロは短く息をつく。

「本当はブランカに乗っかれるとか飛べるとかだったら、とんでもない額ふっかけても払うやつはいると思うんだけどな。それは燃費と釣り合うか際どい」

　海の怪物を倒した直後、マデリーンはあの竜に林りん檎ごサイズの水晶をいくつかと珍しい銀色の粒を何個も与えていた。それはプラチナなる鉱物で、その精製法はかの北ほく碧へき大陸でしか確立していないという。

「この島じゃ、金だってろくろく採れやしねえからな。裏山で昼寝させといて、見物料と土産みやげ代だいで稼かせぐのがたぶん一番カタイだろ」

「ラザロ、うそつきー。悪賢ーい」

「噓じゃねえって。半分は」

　マデリーンに突きつけた課題点をクリアできるあてはない。客を楽しませるための食事を作れるようなコックなど、こんなド田舎いなかにそうそういるはずもない。

「半分でも噓なんでしょ？　だいたいあんなにポンポン好き放題に言ってていいの？　マディ、もう大陸へ帰るって言い出すかもよ？　あっちじゃちょっぽりしかいない貴重な騎士さまなんでしょ？　こんな島、すぐ飽きちゃうはずよぅ」

　キカの指摘はいつも通り、完全にからからう調子であったのだが。

　ぐ、と、ラザロは言葉に詰まった。

　何か言い返してやろうと開いた口が、そのまま音を紡つむげず閉じられる。

　───大陸に帰るって？　そんなまさか。

　空っぽになったテーブルと売り上げのつまったザルへと目をくれて、ラザロはしばし考え込んだ。
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「ここらで一日、休みをとろう。そうだな、明後日あさつての水曜あたり」

　翌日、月曜日。

　起き出してきたマデリーンの顔を見るなり、ラザロはそう告げた。

　鬱うつ屈くつしている彼女を放っておくのはよろしくないと、さんざん考えた末のことだったのだが。

「休み？」

　マデリーンは特に喜ぶでもなく、きょとんと彼を見上げてきた。

「そう。ブランカのことが知れ渡ってから、毎日毎日働きづめだろ？　たまには息抜きしねえと保もたない。特に、キカが」

「ああ、それは確かに」

　取り繕つくろうようなラザロの説明に、マデリーンはすぐさま得心したようだった。

「まったくもってすまないことだ。あんな小さい子ならば、もっと遊んだり勉強したりするのが普通だろうに」

　それはどうかな、と、ラザロは腹の内で思う。

　カリエンタの子供の毎日は、家業の手伝いで明け暮れる。週に何度か町の教会へ学びにいかせてもらえる者もないではないが、よほど気の利きいた家の子のみだ。キカの家は父が漁師、母が畑仕事で生計を立てている。兄と姉がそれぞれ二人いて手が足りているため、末っ子のキカのことは見逃しているが、それも食費が浮く、小金が稼げるなどの特典がなければ、きっといまほどいい顔はしないだろう。

　だが、このあたりの事情をマデリーンに詳しく訊きかせるつもりはラザロにはない。

「でも」

　まだどこか浮かぬ顔で、マデリーンが言う。

「急に休んでしまったら、それを知らないお客さまが困るのでは」

「そのへんは安心しろ。ちゃんとテはあるからよ」

　そう言って、ラザロは宿を出た。ついてこいと言った記憶はないのだが、ごく当たり前というようにマデリーンがその後に続く。その軽く確かな足音が、ラザロの耳には心地よかった。

　今日もくっきりと青い海へ、そのまま転げ落ちていけそうな長い長い急勾こう配ばいの坂。そこを肩を並べて下り、あちこち欠けた石畳の上を進んで、しばらく。

　二人は港の一画に出た。

　あたりには早朝の漁に向かう船のエンジンノイズが響き渡り、その持ち主たちの元気な声で満ち満ちている。明るい喧けん噪そうの中を進んでしばらく、桟橋すぐの通りの一番大きく立派な建物の前で、ラザロは足を止めた。高い物もの見み櫓やぐらが特徴的な煉れん瓦がづくりのそれこそが、カリエンタ港湾局だった。

「よお、ラザロ。こんな時間に降りてくるなんて珍しいな」

　重いガラスの塡はまった扉を開くなり、そんな挨あい拶さつが飛んでくる。丸まる眼鏡めがねの中年事務員、トマスはこの港湾局の顔で、誰がいついっても受付に座って書類をいじっていると評判だった。

「馬ば鹿か言え。最近は業態変更して堅かた気ぎの暮らしを謳おう歌かしてんだよ。漁師の次ぐらいには朝起きて夜寝てるわ」

「そりゃいい。ついでに船でも買って海に出るつもりかい？　ローンの相談にも乗るぞ」

「いや、電報を頼むよ。サン・アンジラとラチャンカ、それと念のためエストリガルあたりにも。竜と石榴亭、明後日はお休み。その日は見物一切お断りってな」

「はいよー。宛先はどっちも貼り紙係でいいな？」

　頷くラザロを横目で確かめ、トマスは慣れた手つきで機械を操作し始めた。

「貼り紙係？」

　聞き慣れない役職名に、マデリーンは首を傾かしげる。

「もっとかっこよく言えば、広報官だな。やってることは文字通り町の広場に貼り紙を出すんだけど」

　大勢の不特定多数に向かって何かを知らせたいとき、それぞれの町にいる「貼り紙係」に手紙を書いたり電報を打つ。知らせを受け取ったかの係は、町のあちこちにある掲示板に伝言を張り出して回り、情報は島中に伝でん播ぱしていく。

「カリエンタやサン・アンジラみたいな港町だと、たいてい港湾局の誰か。ラチャンカみたいなでかい町だと、領主つきの事務所のどいつかが担当してるっぽいけど」

「なるほど」

　感心したように、マデリーンは言い募る。

「確か、電報は『竜以前』既にあった技術だ。大陸では電線を使っての情報伝達方法は真っ先に破壊活動の対象となって廃すたれてしまったが……そうか、こういった島のようなコミュニティだからこそ、それらのシステムも残れたということか」

「大陸だとどーすんだよ、こういうとき」

「軍ではまず魔法だ。なにせ伝達速度が抜きん出ている」

「魔法って」

　いきなり出てきた突拍子もない単語に、ラザロは軽く眉を跳ね上げる。ここらではそんなもの絵本の中にしか存在しない。そんな代物に大国の軍隊が関わっているなど、正気を疑う。

「魔法だ」

　だが、竜に跨またがる伝説の騎士は大おお真ま面じ目めに続けた。

「けれど、これは特殊な技術だ。使う者が限られる。なので、民間の者は新聞を利用するかな。毎朝と夕方に発行されているものだから、すぐに伝わる」

「あー、新聞な」

　今度はだいぶ耳慣れた言葉だ。それにいくらか安あん堵どしながら、ラザロは返す。

「ラチャンカあたりなら発行してる奴やついるけど、週に一、二度がせいぜいってとこだな。田舎にいけばいくほど字を読める奴は減ってくし、買う奴もいねえ」

「なるほど」

　マデリーンは頷き、それから何かに気がついたというように視線を上げた。

「そういえば、ラザロ、君は読み書きにまったく不自由していないようだが」

「ババアがな、老眼が辛つらくてしょうがないから、おまえが読んで書けるようになれって。町の教会が塾開いてるから、基礎はだいたいそこで。あとは宿にある本を適当に読んだりしてたわ」

　実は、海賊どもが置いていった艶本が一番有効な教科書だったのだが、それは敢あえて口にしない。ラザロは努めて平らかに彼女へ背を向け、思い切り声をひそめて機械をいじる事務員へと囁ささやく。

「で、さ。なんか情報あるか？　例の調停官とかダリオとか」

「どっちも、めっきり大人しいみたいだねえ」

　こちらの答えも、低く静かだ。

「そんじゃ、ハジャルドかアンドレは？」

「そっちも、とんと。奴らの船団が最後に襲撃したのは、北の島。時期も一カ月前だとさ。クエルダには現れてない。アンドレも、おまえさんの宿から消えて以降はこのへんには来てないね」

「そっか、ありがとな」

　また何か聞いたら頼む、とラザロは口にしなかった。が、さりげない動作で銀貨を一枚、デスクへと置く。事務員もまたごく何気なく、それを自分のポケットへと滑り込ませた。

　───町の窓口は、明るい場所だけじゃなく暗いとこまで開かれてるのが常ってな。

　それがこの島の常識ではあるが、マデリーンに聞かせる気にはなれなかった。

　───なんせ、魔法で物事を解決しようってんだから、次元が違うつーか。

　しかし、その異なる次元からの来訪者はそんな彼の様子には気がついていないらしい。事務所の外、オープンデッキへと続く窓へ目を奪われたまま、首を傾げていた。

「なんだろう、とってもいい匂いがする。出来立てのパンのような」

「ああ、そりゃあれだ」

　言いながら、ラザロは塩で白く染まった窓の向こうを指さした。よくある作りのオープンデッキに、並べられたいくつかのテーブル。港で働く男たちがそれを囲み、せっせと食事を口へ詰め込んでいた。

「なんと！　港を眺めながら朝食がとれるのか！　素晴らしい趣向だな」

「このへんで働いてる奴が、港の景色なんかありがたがるもんか。むしろ、飯のときぐらい室内でゆっくりしたいってとこだろ」

「では、何な故ぜ、こんなところに食堂が？」

　小走りにデッキへ駆け出す彼女の背に、ラザロは乾いた笑いを投げつける。

「港湾局つーのはな、何を頼んでものたくたのたくたして客を待たせんだ。その時間が無駄だっつって怒り出されるのが困るってんで、食い物屋を兼業してるってだけ」

「なかなか賢いビジネスチャンスの生かし方かと思うが」

「ちげーだろが。それよか早く仕事しろ、書類出せ、電報打てって話だよ」

「そ、それはそうか。なるほどな。ラザロは正しい」

　認めながらもマデリーンはさらに周囲を見回し、残念そうにラザロを見上げた。

「では、わたしたちはここで食事はしない？」

　近くのテーブルに並ぶふっくらとしたオムレツや季節のフルーツの積み上げられたパンケーキへ目を落とし、それからまた訊たずねる。

「朝ご飯、食べない？」

　近くの空き席に腰を下ろし、ラザロはメニューを広げた。

「ま、どうせ俺たちの電報だって時間かかるし。宿に戻ってから用意するんじゃ、今日の客入りに差し障さわる」

「そうか、食べていいのか！」

　マデリーンは踊るような足取りで、ラザロの前の席へと腰を下ろす。意気揚々といった風にメニューを広げ、ひとつひとつ検討を始めた。

「何にしよう。やはりあたたかいものがいいかな。いつも朝は切っただけの野菜やチーズばかりだから。ああ、魚もいいな。せっかく海のそばなんだし」

　喜び迷う彼女は、いつにも増して真剣だった。

「よし、やはりパンケーキにしよう！　あっつあつの焼きたてにクリームをたくさん載せて！」

「パンケーキ、て」

　尊いと言っていいほどの口調で宣のたまわれ、ラザロは呆あきれる。

「あんたは大陸じゃけっこう偉い人だったんだろ？　ご馳ち走そういくらでも食べ放題だろ？　こんなド田舎のテキトーな食堂の飯なんてありがたいんか？」

「ありがたいとも」

　珍しく重い溜ため息いきを伴って、マデリーンは続けた。

「わたしに限らず貴族っていうのは毒殺の恐れがあるといってな、必ず毒味役がつくんだ」

「はあ」

「竜砲騎士ドラグーン・カサドーレの場合、平時で五人。戦場ですら二人も。それ自体はありがたいことだけども、複数の者に皿をつつき回された後だとなあ。たいていのものは冷えっ冷えになっているし、見てくれも、なあ。もう、無惨になりがちでなあ」

「死ぬよかマシだけど、そら悲惨だな」

　せっかくのご馳走を前にしても、いつもお預け。食べても温度や鮮度は万年ガタ落ち状態。さすがのラザロも素直に同情した。

　気の毒そうに向ける視線の先、栄光の竜砲騎士はなおも熱心にメニューを見比べ、

「あ、ラザロの好きな麦酒とトマトのキッシュもあるぞ！　でも、朝一番から酒はまずいかな」

　ふいにそんな台詞せりふを吐いた。

「俺、おまえにそんなこと言った覚えねーけど？」

「言われなくても判る」

　マデリーンは少しだけ得意げに胸を反らしてみせた。

「人間、誰でも好物を目の前にしたときはそわそわするものだ。ロドリゴ老は芋いもの酒とニシンのフライ、キカ殿はココナツのパイが一番お好きらしいな」

　もっとも彼女は好きなお菓子を出されると尻尾をたくさん揺らすから、誰にでも判りやすいと、マデリーンは笑う。

　へえ、と適当に返事をしたのち、ラザロはふと表情を改めた。

「あんたは徹頭徹尾役に立たねえって思ってたけど、そのへん生かせば何か出来るかもなぁ……」

「そのへん？」

「人間をよく見て、そいつの好みを覚えていられるってのは接客業には強みになるんだよ。リピーターの客は『覚えてもらってる』『特別に扱ってもらえる』てのを喜ぶのが多いからな」

　それは、大物の海賊幹部からチンケな三下の悪党まで同じこと。ルイジアは宿を訪れるほぼすべての者の酒やツマミの好みをそれはそれはこと細かく覚え、適切に提供してやっていた。万年貧乏宿だったルイジア亭がなんとか回っていたのは、彼女のこの能力のおかげ。仕入れた食材の大部分を無駄にすることなく、海賊どもの口の中に放り込めていたからだ。

「そうか、わたしも鍛えればいつか叔お母ば上うえのようになれるかな」

「いや、なんとか使える道がないわけでもないってだけで、『なれる』とまでは言ってねーし」

「それでも、少しは救いになる。頑張る余地があるというのは、本当にありがたいことだな！」

　喜色を浮かべるマデリーンの前へ、甘い香りを漂わせながら、ふわふわのパンケーキが運ばれてくる。つやつやの赤いベリーを恭うやうやしい仕草で口に運び、マデリーンはにっこりとラザロへ向かって微笑んだ。次にクリームをスプーンで運んでまたにっこり、更に切り分けたパンケーキを一口食べてはまたにっこり。

「いいからさっさと食え！」

　気恥ずかしいような焦じれたような気持ちがこみあげ、ラザロはわずかに声を荒げた。

「あと、いい年して頰ほおにクリームはっつけてんなよ。ほら」

　わざと乱暴な仕草で、その白い頰に触れ拭ぬぐおうとした……そのとき。

　パーン！

　銃声が響き渡った。

　ラザロの鼻先を何かがかすめ、その背後で港湾局の窓が粉々に砕け散る。

「銃撃だ！」

「どこから？」

「海賊か!?」

「伏せろっ！」

　乱れ飛ぶ悲鳴と怒号。だが、それらすべてを圧して、

「天てん誅ちゆうぅぅぅぅぅぅ！」

　あたりに轟とどろいた絶叫。

「即！　断・罪!!」

　マントをはおった人影がデッキへと転がりこんできた。白刃が宙に大きく弧を描き、ラザロの指先を斬り飛ばしかける。

「ななななななんだっ？」

　慌てて巡らせた視線の先には、見知らぬ娘がいた。オレンジの髪に淡い緑瞳。なかなか愛らしいと言っていい顔立ちではあったが、その目元口元にはひどい険がある。その上、彼女は右手に未だ紫煙色濃い短銃を握り、左手に細身の剣を握っていた。

「この下郎めが！　その方をどなたと心得ます？　王国随一の聖なる騎士、マデリーン・イスカディオさまなるぞ！」

「し、知ってるけど」

「知っている、ですってぇ!?」

　恐る恐る返したラザロの言葉に、娘はなおも激げつ昂こうした。

「知っていながら、その猥わい褻せつな所行に及ぶとは！　なんたる愚者！　なんたる淫いん獣じゆう！　速すみやかに死して天へと詫わびるがいい！」

「猥褻って！　俺が何したってんだよ！　むしろ俺だけが何もしてねえ！」

　反射的に怒ど鳴なり返しつつも、慎重にタイミングを計る。意味不明な絶叫も困るが、何より困るのは朝陽に輝く銃口だった。この近距離ならば、どんなヘボな銃撃手であってもラザロの頭を吹っ飛ばすことは可能だろう。

「レティシア」

　いまのいままで驚き固まっていた聖なる騎士さまも、ようやく口を開いた。

「落ち着いてくれ。その方はわたしと叔母の大恩人だ。傷つけなどしたら許さない」

「や、やっぱ、あんたの知り合いかよ」

　肩をすくめてラザロは言い、マデリーンが深く頷いた。

「レティシア・ベルドゥ。竜砲騎士見習いだ」

　では、この娘も大陸から来たのか。

　ラザロはまじまじと相手を見直す。萌もえ葱ぎ色いろの瞳を怒りで煮え立たせ、彼女は憤ふん然ぜんとラザロを見返した。

「この下郎めが。許しも得ずして聖騎士に直答とは！　ここで手打ちにしてくれましょうか！」

「んだと、てめえ」

　ラザロは眉を吊つり上げ、ついに自分の腰へと指を這はわせた。

「大陸じゃどうだか知らねえけど、このクエルダでそんなのが通用すると思うなよ？　決闘宣言しねえで先に撃った阿あ呆ほうを、撃たれた奴が返り討ちにぶっ殺しても誰も咎とがめも責めもしねえぞ」

　娘のそれより古い短銃しかないが、自分だってこの距離ならば外さない。公衆の面前で一方的に撃たれ、黙っているような腑ふ抜ぬけと思われたら、この先、この島で生きるに困る。

「なんて野蛮な！」

　相手の言い様に、ラザロは銃撃戦の開始を覚悟したが、彼女はさっさと身を翻ひるがえし、マデリーンへと詰め寄っていった。

「ああ、マデリーンさま、いったいどうされたとおっしゃるのです？　誉ほまれ高き座を捨て、こんな野獣の住まう世界の果てまでお越しになるなど」

「いや、別に何も」

　碧へき眼がんをぱちくりさせながら、マデリーンは再び席に着く。

「ガラスがだいぶ飛び散ってしまったけれども、大丈夫だろうか……うん、これなら食べられそうだな」

　まじまじと己の皿を検分して、またパンケーキを切り分けだした。

「マデリーンさまっ！」

　完全にパンケーキに持って行かれた形になった娘は、その場で地じ団だん駄だを踏む。












「国王陛下と何か軋あつ轢れきが？　それとも宰さい相しようさまがまた無茶な要求を？　このレティシア、一命を賭としてあなたさまのお役に立ちます故、どうかどうか」

「いや、だから別に何も……なあ、ラザロ。こっちのナッツ・パンケーキも追加していいだろうか？」

「マデリーンさまっっっ!!」

「……いくらでも食っていいから、ちったあ真面目に答えてやれよ。泣いてまた乱射とかされたらたまらねえ」

「そう言われてもなあ。語るほどのことなど何もないんだ。ただ、この島で宿経営をしたいというだけで」

「宿？」

　今度は娘の方が、目を丸くした。が、すぐに、

「なるほど！　その宿とやらが世界平和の一翼を担になう重要な鍵であり、魑ち魅み魍もう魎りようを退ける人類最後の砦とりでとして大いなる役割を果たすのですね？　きっと王国の宮殿が如ごとき壮麗な佇たたずまいなのでございましょう？」

「いや、シングルルームが四部屋、ツインルームが三部屋だけの小さな宿だ。しかもそのうち半分の窓が破れたままでお客さまをお泊めできなくて困ってる」

「…………」

　少女は緑の双そう眸ぼうをゆっくりと瞬かせた。くりっと音がしそうなほど、大きく首を傾げている。

「泡や傷の少ない窓ガラスはな、高いんだ。だから本当に困ってる」

「窓が、高い」

「ああ。なんと、一万ペスタだ。しかも、税抜きでこの値段なんだぞ」

　その眼差しを受け止めて、マデリーンは深々と頷き嘆息する。

　───たぶんそいつ、そこが聞きたいわけじゃないと思うが。

　そう言ってやるかどうか、ラザロが迷っている間に。

「計七部屋の宿？　宿？　小屋ではなくて？　窓が一万ペスタ？　手鏡でなくて？　そんなそんなそんな」

　少女騎士はぶつぶつと口の中で反はん芻すうし続けている。その呟つぶやきの一つ一つが失礼千せん万ばんなのだが、ラザロの反論暴論が火を噴く暇はなかった。

「う、うーん」

　どこかが何かがオーバーヒートしたらしい。銃と剣を握りしめたまま、少女騎士は地へと倒れ伏していった。
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　翌日、夕刻。

　強くなり始めた風に乗り、町から教会の鐘の音が届いてくる。

「はーい、はいはいはい。今日の営業は終しまいだよ。明日は休みだから、また明後日よろしくな」

　いつもより愛想笑いも三倍増量状態（当人比）で、ラザロは見物客たちにお引き取りを願う。まだあたりは充分に明るいせいか、みんないくらか不満顔。だが、肝心のブランカが大きく身じろぎし、子馬のように体を丸めたのを見て、不承不承というように帰っていった。

　そんな中。

「……信じられない」

　うなだれ立ち尽くす人影がひとつ。

　黄昏たそがれのそれにも似た色の巻き毛が、くしゃくしゃと力なく風に靡なびいている。丸めた背中はほっそりと小さく、数日前よりやつれて見えた。

「おい、あんた。もう起きて大丈夫なのか？　そんなとこでまた倒れんじゃねえぞ」

　親切のつもりで発したラザロの問いかけは、重い沈黙と苛か烈れつな眼差しで報いられる。レティシアはひどく覚おぼ束つかない足取りで、ブランカの前へと進み出た。

「信じられない……王国の宝を本当に見せ物にするなんて……っ」

「そうかー？」

　努めてフランクに、ラザロは思うところを述べた。

「戦争終わったあとに使ってた武器を飾ったりすんのって、割とある話だと思うけどよ」

「武器？　使っていた武器ですってっ!?」

「違うのか？」

「違いませんけれども違います！　竜は神聖かつ神秘の生き物、我々人類の文明と歴史に新たなページを刻んだ稀け有うの存在なんですから。それをそれをそれを……！」

　カタカタと身を震わせて叫ぶレティシアの理屈も気持ちも、ラザロにはよく判らない。稀有の存在と祭り上げるなら、戦争なんかに利用しない方がいいのではなかろうか。そもそもここでブランカは、散歩してるか昼寝してるかだけ。悠々自適を絵に描いたような暮らしぶりに思えるのだが。

「もしかして竜って、狩りとかしないと死ぬとか人間殺やらないとやってけねえとか、そういう習性でもあるのか？」

「どんな野獣ですか、それは！　ありえません！」

　ますます怒り狂うレティシアに、ラザロは質問する気を完全に失った。面倒くさいにもほどがある。マデリーンにもどこか嚙かみ合わないところが多々あるが、この小娘の比ではない。

　───しかも、疲労と怒りのあまり引きつけ起こすなんてよ。

　なんでもこのレティシア、マデリーンと違ってまだ自分の竜を持たない見習い。先輩騎士に泣いて頼んで島最北端まで運んでもらい、そこからはロバを借りひたすら駆けてきたのだという。

「本当は馬を借りたかったのに、そんなものはいないと言われてロバで妥だ協きようしたのですが、よく考えればわたくしロバには乗ったことがなく」

「しかも、それの鞍くらがひどい代物だったのです。鐙あぶみは緩むし、始終がたがたするし」

「その上、石畳が皆無の未舗装街道ばかりで！　信じられない！」

　と、宿のベッドでド辺境憎しとばかりに捲し立てられた。だいぶ老いたロバを摑つかまされたのだろうとラザロはいくらか同情を覚えたのだが、彼女の荷物を見た瞬間、すぐさま見解を変えた。バッグやトランクというより、すでにコンテナ級の巨大な箱が二つ。それにぎっしりとシルクの服やら愛用のブラシやらを詰め込んでいては、どんな屈強なロバとて疲れるし歩きたがらないことだろう。

　その上、気を使って「竜と石榴亭」で一番の部屋に寝かせてやったというのに、

「それで？　この部屋は？　マデリーンさまのおっしゃっていた宿の物置か何かですか？」

　などと言い放ちやがったのだ。

「まったく」

　自然、飛び出す台詞はお小言じみる。

「大陸産の騎士ってのはおまえらみたいなトンチキどもしかいねえのかよ。それともあれか？　竜に乗れるような奴はそもそも脳が軽いのか？」

「なんですって？」

　ストレート極まるラザロの物言いに、レティシアが鼻息荒く踏み込んでくる。

「それではまるで、わたくしとマデリーンさまがトンチキであるかのようですが？　うっかり言い間違えたというのならば、いますぐお詫びなさい。我ら騎士は人民の盾たてともいえる存在。おまえのような愚民相手なんですもの。せいぜい寛大に振舞ってさしあげましてよ」

「耳はしっかりしてるようで何よりだわ、ここのトンチキ。服もまともに着られなきゃ、ロバの積載量も読めないような奴を大量生産しといて、なーにが人民の盾だ、このトンチキ」

「なんですってー！」

　売り言葉に買い言葉の手本のような展開の末、二人は目を剝むいて向き合った。一触即発の空気の中へ、

「シア、こんなところにいたのか」

　のんびりとしたマデリーンの声が割って入ってくる。

「部屋にいないから心配したぞ。そろそろ何か口に入れた方がいいのでは？」

「マデリーンさま！」

　レティシアのしかめ面が一転、ぱあっと明るくなった。先ほどとはうって変わった軽快な足取りで少女騎士はマデリーンへと駆け寄っていく。

「気高き聖なる御手を、わたくしのために煩わずらわせたなど！　実に申し訳ございません。ですが、嬉しゅうございます！　これを生涯の誉れとしてレティシアは生きて参りたく存じます！」

「作ったのはキカで、そいつはあたためただけだぞ」

　げんなりとラザロは口を挟んだ。なにせ、その「あたため」すら、最初はたいへんだったのだ。竈かまどに薪まきをくべまくったせいで天井近くまで炎が吹き上がったこともあったし、ぐつぐつ煮込み過ぎで水分がすべて飛び、得体の知れないグズグズした代物になったこともあったし、逆に表面だけがほんのりあたたかく底の方は冷たいというよろしくない方に絶妙な温度加減で、並程度の味が激マズまで堕だしたこともあった。

「やかましいですわよ、色黒下郎めが」

　レティシアの萌葱の目がちろりと動く。

「聖なる戦士が世俗に疎うといのは仕方がないでしょう、ものの道理の判らない蛮族めが！　特にこのマデリーンさまは生まれながらの聖騎士。ご生誕すぐに竜との相性が最大級と判明し、竜砲騎士の中の竜砲騎士として長く王国に……いいえ、北碧大陸に君臨してこられたお方なのですから。戦いに関係のないことなど一切無用！　服どころか、ご自分でドアを開くことすらなさらないのが当然なのです」

「い、一切無用って」

　想像以上の壮絶な返答に、ラザロは絶句した。昨日の毒味の話といい、聞けば聞くほどろくでもない話ではないか。

「生活能力ゼロにして、戦闘力に全振りしてたってか？　別に威張れることじゃねえから！」

「そうやって、下々に仕事を作ってあげることも！　上つ方には必要なのです！」

「はっ！　それがおめでたいってんだよ！　永久に上つ方とかでいられるって保証はあんのか、保証は！　今回の戦争じゃうまいこと勝ったそうだけど、負けたらどうなってた？　それでもずっと竜砲騎士でございってそっくり返ってられたのかよ？」

「……や、やかましいですわ！」

　レティシアの言葉は半拍だけ遅れた。そのわずかな間に、ある種の怯おびえと戸と惑まどいが間違いなく宿っていた。が、それを打ち消そうというように、レティシアは薄い胸を反らせて畳みかけてくる。

「我々、聖なる騎士に直答が許されているのは王侯貴族のみ。庶民のおまえは『お言葉を賜たまわりたく存じます』とまず願い出て、許可が与えられた口を開く。それが正しい作法なのです。心得なさいっ」

「シア、やめないか」

　嚙みつき合う子供を分けるように、マデリーンは二人の間で手を広げる。

「ここにはここの流儀があるし、そもそもわたしは騎士を引退した身の上。尊ばれるだけの理由がもうない。それと、ラザロ」

　ゆっくりと言葉を選びつつ、彼女は彼を見上げた。

「レティシアをあまり叱しからないでやって欲しい。王都とこの島では違うことがとても多い。それらを飲み込めるまでには、いくらか時間がかかると思うから」

「そんな時間など、必要ありませんわ、マデリーンさま。どうかわたくしと共に王都にお戻り下さい」

　レティシアが厳しい声を放つ。

「国の要かなめ、最強の竜砲騎士と呼ばれたあなたが若くして隠いん遁とんなんて。前代未聞でございます！」

「そうは言うけれどもなあ」

　マデリーンは困り果てたというように首を傾げた。

「戦争は終結したんだぞ？　もうわたしの力など不要であるし、この先、二度と必要とされてはならないと思っている」

「不要などと！」

　レティシアの叫びは、ほとんど悲鳴に近かった。

「あなたには次代の騎士を育てるという大役が残っているではありませんか！」

「そう言われてもなあ」

　マデリーンは半ばぼやくように繰り返す。

「わたしはわたしのすべきことをやり遂げた。次代のことは次代で頑張ってくれ」

「ですから！　それは許されませんと!!」

　言いながら、彼女は自分の懐ふところから白い封筒を取り出し、元先輩騎士の鼻先で広げてみせた。

　そこには、マデリーン自身の字ででかでかと書いてある。

『辞表』。

「宰相閣下は断固としてこれを受け取る気はないと仰せです！　つまり、あなたはいまに至っても王国の騎士でいらっしゃいます！」

「えええええ」

　ラザロとマデリーンの悲鳴が重なった。

「で、では白ちゃんは？　退職金代わりにもらい受けるのでよろしく、と、書いておいたのだが」

「もちろん」

　強く厳おごそかに、少女騎士は宣う。

「未だ王国の所有物扱いです！」
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『竜と石榴亭』、初の公休日。

　ラザロは自室のベッドの上で、ひとり思案に暮れていた。

　本当は、入り江に下りて海水浴と洒落しやれ込こもうとか、町まで出かけて凝ったランチでも食おうとか、それなりの休日の過ごし方を考えていたのだが、レティシアの爆弾宣言により、そんなホリデー感覚はすべて吹っ飛んでしまった。

　───それでなくても、大海賊の出方は判らんわ、悪徳金貸しも何してんのか不明だわで困ってんのによ。

　狭いベッドの上、右に左にゴロゴロと体を捩よじりつつ、頭も捻ひねる。

　───最初にあのトンチキ後輩を送りこんでくるってこた、怒り心頭で即ぶっ飛ばすてわけでもねーんだろうけど。

　本気でマデリーンを引きずり戻そうというのなら、それこそ竜の四、五頭連隊ぐらいは派遣してくるだろう。

　───段階踏んでるのか、それとも、あいつにへそ曲げられたら厄介だと踏んでるのか……。

　あれこれ頭を巡らせているうちに、瞼まぶたが重くなってきた。そもそも、人生一六年、大部分を夜型で過ごしてきた彼である。こんな時間、たいていは寝ていたのだ。

　そうして、どれぐらいたった頃だったか。

　ふと、階下から話し声が聞こえてきた。ひとりは間違いなく、マデリーン。それに、女の高い声が重なる。

　───まーた、あの頭のわいた騎士見習いががなってんのかな。

　一度はそう決めつけてラザロは再び毛布を頭から被かぶった。だが、薄い床越しから響いてくる声は、もっと落ち着いた、そして、なんだか聞き覚えのあるものだった。

　ふと胸騒ぎを覚えて、ラザロは起き上がる。慎重に足を運び、なるべく音をさせずに一階へ降りて、食堂裏の廊下へと出た。古ぼけた安普請の壁には、ところどころ木材の継ぎ目があり、小さな隙すき間まができている。

　ラザロはその隙間から、中を窺うかがった。

　まず見えたのは、カウンター内に立つマデリーンの背中。それと、その向こうに腰掛けた愛らしい少女……あの、ベルタの姿だった。

　───げ。

　いきなり踏み込まなくてよかったと、ラザロはひとり胸を撫なで下ろす。それでなくても得意ではなかった相手だが、先月のあの騒ぎの後から苦手度が格段に上がった。マデリーンにカリエンタ一の美女の座を奪われただけでなく、公衆の面前で押し倒され嫁入り前の娘にあるまじき狼ろう藉ぜきを働かれたのだ。きっと烈火のごとく怒っているに違いない。

　───や、でも。だったら、何しにきたんだろ、あいつ。

　何かことが起これば取り巻きをぞろぞろ引き連れ、相手を自宅の裏庭にこっそり呼びつけてはとっちめる。彼の知るベルタとはそういう手合いの女で、一人で切り込んでくるなどまずありえないのだが。

　ラザロはいっそう息を詰め、そっと食堂の内部を注視した。細い板の隙間の向こう、ベルタがにこにこと微笑んでいる。

　そして。

「ここでの宴会、楽しかったわ。あたし、ずっとこの席に座っていたの。覚えてる？」

　いきなり初手から、直球。

　マデリーンが大きくうなだれた。さすがにばつが悪いのだろう、しばらく口ごもった挙げ句、

「申し訳ない、初めてたくさん酒を呑のんだものだから、どうも記憶が曖あい昧まいで……なんでも、わたしはあなたにひどいことをしたそうで、本当にすまなかった」

　深々と頭を下げた。

「狼藉だなんて、思っていないわ。気にしないで」

　ベルタは悪戯いたずらっぽく笑い、そっとマデリーンの手を取った。

「ううん、やっぱりダメ。気にして欲しいわ、あたしのこと。他の人よりうんとずっと」

「ベルタ殿」

「殿、なんて。なんだかとっても他人行儀。ベルタって呼んで。ねえ、マデリーンさん。あたしもあなたをマディって呼んでいい？」

「無論」

　手を取り合って微笑みを交わす、美女が二人。この世の天国かと思うような光景である。

　だが、ラザロはいやな汗が止まらない。あのベルタが、自分のお気に入りの相手以外はまるで虫ケラでも見るような娘が、いまや不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵に等しいマデリーンにこんなにもフレンドリーだなんて。

　───絶対、なんかあるよな。

　そんなラザロの確信に応えたかのように、

「ところで、ちょっと小耳に挟んだのだけれども」

　ベルタはそんな前置きで話題を変えた。

「ここへ、大陸からまた誰かが来たって」

「ああ」

　マデリーンがまた頷く。ラザロの位置からその表情は見えないが、どこか困った風なのは声の調子で知れた。

「わたしの後輩でな。騎士見習いのレティシアと言う娘だ」

「港湾局を銃撃したって、本当？」

「あれはその、ちょっとした誤解で。普通だったら、一般人相手に銃を抜くなど絶対にしない」

「誤解って？」

「そのあたり、わたしもよく判らないのだが……」

　更に困り果てたというように、マデリーンは首を傾げた。

「わたしが前職を強引に辞してきたことが、まず不満らしい。それとラザロとわたしがここに住んでいることもひどく気にくわないと」

「まあ、それはちょっと判らないでもないわ。あなたのような人がラザロみたいなガサツな男と暮らしてるなんて」

　───ベルタ、てめえ、なに言い出しやがるか。

　ラザロは眉を吊り上げた。さっさと踏み込んで追い返してやろうかと思ったが、

「ラザロはガサツなどではないぞ？」

　続けて聞こえてきたマデリーンの言葉に、動きを止めた。

「彼はわたしが何かしくじるたびに、一つ一つ何が悪かったのかどうしたらよかったのかを教えてくれる。騎士団の教官だって、ああは細やかな指導はしないし、できない。この島における……いいや、わたしの第二の人生の尊い師のような存在だ」

　柔らかく、そして淡々と彼女は言う。

「きっと叔母上も、ずっと彼の存在には助けられ、心慰められてきたんだろうと思う……」

「ルイジアが、ねえ」

　懸命なマデリーンの訴えに、ベルタはふと目を伏せ、それから。

「ねえ、そのルイジアがあなたに遺のこしたのって、本当にこの宿とラザロだけ？」

　そろりと、視線を上げた。

「他に何かもっとあったんじゃないの？」

　カリエンタ中の男がやられると噂うわさされる、その上目遣い。女の子特有の媚こびと可か愛わいらしさが見事にマッチしたその視線を、マデリーンはどう受け止めたものか、

「他に、か。他になあ……あ」

　しばらく真剣に考えこんだのち、

「竜砲というものなんだが」

　ぽつりと、そう呟いた。

「リュウホウ？」

「そう。我ら竜砲騎士のメイン・ウェポンだ。もっとも、竜の背で扱わなければたいした威力は出せない代物なのだが」

「それを、ルイジアが持っていたの？」

「ああ」

　短いマデリーンの返答。

　それに、

「ちょっと、そこの田舎娘！」

　例のキンキン声が重なっていく。

　慌ててめぐらせた視線の先、シルクのガウンを身に纏まとったレティシアが、食堂へ飛び込んでいくところだった。

「マデリーンさまを立たせたままで、おまえが座っているとは！　なんという物の順序を弁わきまえない蛮族かしら。この島の人間はいったい全体どういう神経の作りをしているのか。理解に苦しみますわっ」

「レティシア、レティシア」

　途方に暮れたようなマデリーンの声が、それに続く。

「この方はお客さまなのだから当然だ。それに、先日、わたしが失礼を働いた方で」

「あらあら、いいのよ。マディ。本当に気にしないで。あたしたちもうお友達……しかも、とびきりの仲良しなんですから」

「仲良しっ？　おまえのような蛮族がマデリーンさまと仲良しっ？　なんという身の程を弁えぬ暴言を！」

　刻一刻とキッチン内の空気は煮え立ち、修羅場と化す。

　逃げるか、飛び込むか。

　しばらく迷って、ラザロは食堂のドアを押し開いた。それはもう、嫌いや々いやだったけれども。
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「やっかましーぞ、おまえら！　いくらここが丘の上の一軒家だからって、程度ってもんがあるだろが！　キャンキャンわーわー吠ほえ立てやがって、怪獣か！」

　突如、キッチンに飛び込んできたラザロを、三人の娘たちはそれぞれの表情で迎え撃った。ベルタは忌いま々いましげに眉を吊り上げ、レティシアがこれ以上はないというほど口をひん曲げ、マデリーンは救いを求めるようにひたと目を向ける。

「ベルタ、てめえはいったい何しにきやがった。ド平日にえっちらおっちらこんな丘の上まで来る用事があんのかよ？　そこのトンチキ、頭ごなしにキーキー言って聞く耳ある相手なんざ、この島にゃ俺ぐらいしかいねえぞ、ちったあ弁えろ！　それと、マディ、あんたは自分の身の上に起きてることをちゃんと判ってんの？　対策、ちっとは考えてんの、ああぁぁぁ？」

　叱しつ責せきするときの教師と、カツアゲ時の不良を混ぜ合わせたような口調で、ラザロはつけつけと言い放つ。

「まあ、ラザロったら」

　三人の中で、もっとも早く体勢を整えたのはベルタだった。艶つやめく唇で含み笑い、ずいと前へ出る。

「そんなにつんけんすることないでしょう？　あたしたち幼おさな馴な染じみじゃないの。困ったときは助け合わなきゃって思ってわざわざ来てあげたのよ」

　ごくナチュラルにしなを作り、細い指先で彼の腹のあたりをくすぐるように撫でて、町一番の美少女（元）はたいそう優しく微笑んだ。

「別に困ってねーけど」

「そう？　キカちゃん、今日はこないんでしょ？　ご飯、どうするの？」

「町に食いにいきゃいいだけだろ」

「そっちの子もつれて？」

　小首を傾げ、ベルタはレティシアを指した。

「みんな、昨日のことですっごい怯えてるわよ。問答無用で撃ってくるなんて、ここらでも海賊ぐらいしかないのに」

「う」

　思いもよらぬ着眼点に、ラザロの反応は一拍遅れた。レティシアは無言で俯うつむき、マデリーンが慌てたように一歩進み出る。

「ベルタ、それはさっきも言ったけれども……」

「ええ、いいのよ、マディ。判ってるわ」

　困り顔の彼女へと、ベルタは柔らかく言葉を返す。

「誤解だったって、あたしがみんなに話しておいてあげる。そうしたら、町にも自由にこられるでしょう。けどね、今日はまだダメ」

「だから」

　赤みの強い目を細め、ラザロはようやく声を絞り出した。

「なんで、おまえがそこまですんだよ」

「さて、なんででしょう？」

「おまえんちのばーさんの差し金？」

「おばあちゃん？　いいえ、まったく」

　ふふ、とベルタはなおも笑う。意味深を絵に描いたようなその態度に、ラザロは思わずあとじさった。

　───なんだこいつ、何をどう解釈しろってんだ……。

　同い年の少年の狼ろう狽ばいに、やけに色っぽい横目をひとつくれてやり、

「ほら、これ。差し入れよ。みんなで食べてね」

　ベルタはカウンターに置いたバスケットを引き寄せ開いてみせた。中には、ぎっしりとスコーンや凝った菓子パンがつまっている。

「もしかして、これはベルタ殿が？」

「ええ。あたしが作ったの。うちね、カリエンタじゃ一番のレストランでね。まあ、継ぐのは兄と決まってるけれども、あたしもちっちゃい頃からだいぶ手伝わされてきたから」

　華やかなスカートの裾すそをふわりと舞わせ、彼女は立ち上がった。そのまま、何故かラザロの方へと歩みを進めてくる。

「ねえ、ラザロ。丘の下まで送ってよ」

「なんでだよ。一人で来たんだろ、一人で帰れ」

「いいから、来なさい。知らないの？　年頃の可愛い女の子は一人歩きなんてしないものなのよ」

「女の言う『可愛い』は自己申告にしろ誰かに言ってんにしろ、信じないことにしてんだよっ」

　わめく少年の腕へと自分のそれを絡ませ、ベルタは出て行く。最後ににっこりと微笑んで、マデリーンにだけ手を振った。

「おまえ、ホントになんなんだよ！」

　結局、ラザロが彼女を振り払えたのは、町や港の姿がくっきりと見えてきた丘の中腹。力任せに外すことは簡単だったけれども、柔らかく細すぎる腕の感触にだいぶ躊躇ためらった後だった。

「さあ、なんなんでしょう？」

　邪険に突き放す幼馴染みをひとつ見上げ、しかし、真相らしいことは何ひとつも口にせず、ベルタはそのまま坂を下っていった。靡く黒髪とほっそりとした背中が蒼そう穹きゆうと海に滲にじむ様は、とても絵になる。けれど、残念ながらそれを美しいと感動する余裕は、いまのラザロのどこを探してもなかった。
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　さて、一方。

　二人が立ち去ったあとの宿の食堂で、元騎士と現役騎士（見習い）は向かい合っていた。

「あの、マデリーンさま……いくら、あなたさまをあの色黒下郎から守るためとは言え、無闇に発砲し、人心に不安を与えたことはとうてい許されるものではございません。このレティシア、どんなお咎めも甘んじて受けるつもりでございます。なんなりとお申し付けくださいませ」

　ベルタの言葉の衝撃から、どうにか立ち直ったレティシアは、なんとか顔を上げた。

　だが。

「町一番のレストランの令嬢が作る昼食にありつけるとは！　なんて素敵な休日だろう」

　そこには、後輩のことなど一いつ顧こだにせず、うっとりとバスケットの中を改める聖なる騎士のお姿が。

「おお、これはカスタードクリームか。こっちはなんだろう、知らない果実だな。でも、おいしそうだ。あ、チョコがある！　知っているか、シア。この島では、チョコはとても貴重なんだ。あれは南は南でも、大陸の広い土地でしか作れないものだから」

　誤・向かい合っていた

　正・単に近くに立っていた

　残酷なこの事実に、しばし打ちのめされたあと、

「マデリーンさま」

　はしゃぐ先輩騎士に、レティシアは常にも増して厳しく言い募った。

「ベルタという女ですが、たぶんあの色黒下郎を狙ねらっているのではないかと推測されます」

「狙って？」

　後輩の意外な言葉に、グルメ語りに熱中していたマデリーンの目がわずかに険しくなる。

「まさか。この島の治安は確かによろしくないし、決闘がまかり通っているほどの無法ではあるが、あんなたおやかな令嬢が同じ町内の知り合いを害するなど」

「ああ、マデリーンさま。さすが清らかなる我らが竜の申し子であらせられる」

　短い賛美ののち、しかし、レティシアは首を振って続けた。

「そういう意味の『狙う』ではございません。異性として獲得しようとしている、と。そういうことです」

「異性として、獲得？」

「ええ。つまり、恋人としてゲットしちゃおう、と。世俗の物語などによく出てくるアレでございます」

「ゲット……」

　マデリーンは碧眼を幾度も瞬かせ、少し低いところにある後輩の顔を見返した。レティシアはこの上ないほど、真剣に頷く。

「何かあの二人についてご存じのことは？」

「確か……ラザロとあの方は町の塾で共に学んだ仲だと」

「つまり、幼馴染みでございますね。それはもうほぼ決定の最強カードです」

「決定？」

「ええ。それはもう。竜砲騎士に竜、花に蝶、お茶にミルクというほどの」

「そ、そんなに？」

「ええ。これに、ツンデレやら美少女やらの要素が足されますと、もはや手がつけられない勢いでございます」

「つんでれ、とは？　知らない言葉だが」

「好意をなかなか素直に言い表すことができず、たいていは荒っぽい言動や粗野な態度で好いた相手に対たい峙じするけれども、ふとした拍子に気持ちを露呈させるタイプの人種です。男女問わずに少なからず存在いたします」

「それは……ラザロはちょっとそんな感じかも……」

　力強い後輩の断定に、マデリーンはいっそうたじろいだ。

「その、ラザロがもしゲットされたら……どうなるのだろうか？」

「マデリーンさまはそれ以降こちらには居住不可能となります」

「な、なぜ？」

「どんな女も自分の獲得物……恋人と他の女が一つ屋根の下で寝食を共にすることなど、まず許しませんから」

「王国の貴族などの場合、妻とその他の女性が同居することなどはままあるようだったけれども」

　もごもごと食い下がる先輩騎士へ、レティシアは鋭く反論した。

「それは貴族ほどの邸宅あってのことです。この宿の部屋数はいくつとおっしゃいましたか、マデリーン様？」

「シングル四、ツインが三。あとはわたしとラザロと叔母上の私室だけ」

「無理でございます。狭すぎます」

「そ、そうか……」

　しんなりとうなだれた金の頭上へ、

「まあ、いまの段階ではまだこれは推測に過ぎませんが……」

　レティシアはいっそ厳かと言っていいほどの声を注そそぐ。

「今後、あの女がたびたび現れるようになったなら、それは本気の恋愛闘争。我々のような世俗に疎い者には無縁の修羅場に突入でございます」

「修羅場」

　マデリーンの唇がかすかに震えた。

「わたしは誰より戦場には馴なれているが」

「ある意味、戦場より恐ろしいものでございます、マデリーンさま。人類にも戦争をやっていない時期というのはございます。が、この修羅場はどんなときでもあちこちで繰り広げられ、しかも永久に止やむことがないのですから」

「そ、それは確かに……」

　言葉の続きをゆっくりと呑み込み、マデリーンは青い瞳を泳がせた。何を考えているかは、読みとれない。だが、間違いなく衝撃を受けている。

　───マデリーンさまはお心優しいお方。きっと、これでここに永住するなどとは、申されますまい。

　実のところ、ベルタがラザロに、ラザロがベルタに特別な好意を持っているかどうかレティシアにはよく判らなかった。だが、特に嫌ってもいないと思う。あれは田舎娘にしてはそこそこ美しい。うまく水を向けてしまえば、あんな下郎のことだ、簡単に靡くだろう。

　そのあと、ラザロがベルタに袖にされても知ったことか。とにかく、マデリーンだ。彼女が「帰る」と言ってくれさえすれば、それで万事丸く収まる。

　───このチャンス、逃がさない。きっとうまくやってみせますわ！

　内心で見習い騎士は握り拳を作る。

　───だって、わたくしは大陸でも有名なロマンス大河絵巻『大陸の華風　～平民のわたしが大貴族に嫁ぐことになったわけだが』全六二巻をことごとく読破した女ですもの！

　それはそれは大変だったのだ。

　王都の有力者である父に頼んでも、ヒロインが三人の恋人の誰を選んで駆け落ちするか悩んでいる巻の続きがなかなか手に入らず、二カ月近くもやきもきした。結局、最後は作者の息子むすこだという地方有力者の家に突撃し、なんとか借り出した原本を都の出版社に頼んで自分向けに刷ってもらった。

　───確か、三八巻にこういう展開がありました。最初は気になる程度の認識だった異性を、恋の策略でうまくくっつけてしまうのです。政治的闘争ならば、無法と罵ののしられることであっても、恋や愛ならば大丈夫。無法で当たり前なのですわ。あと、確か、五五巻のエピソードの場合はもっと……

　まあ、つまり、このレティシア。

　完全無欠のスーパー耳年増であった。
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　翌日、再びオープンした「竜と石榴亭」にベルタはやってきた。

　数日煮込んだというシチューを手土産に、休憩なさいとラザロたちを誘う。

　次の日もまた、彼女はやってきた。忙しく立ち働くキカの手伝いをし、今度は自ら宿のキッチンに立って昼食を作っていった。

　更に翌日も彼女は現れた。実家でパイを作り過ぎてしまったからと訴えて、笑顔でラザロたちへと切り分けた。

「いったいどういうつもりなんだか」

　不信に顔を曇らせながら、ラザロは首を捻ひねり、

「絶対、なんかある。あいつから目を離すなよ？」

　ベルタが手洗いに立ったその間を見計らって、マデリーンに言いつけた。

　彼女はすぐには答えない。まじまじと確かめるようにラザロを見上げ、いささか長い間の後に、

「ああ、心がける」

　と短く答えた。

　その様子に、ラザロは違和感を覚えた。何故か、ひどく悄しよう然ぜんとしているように見える。いつもはぶんぶんと振られている見えない尻尾が、今日に限ってしょんぼりと丸められているような。

　───そーいや、昨日もあんま食ってなかったな、こいつ。

　あたたかく綺麗で美お味いしいものに目がないマデリーンのことだ。ベルタの差し入れに毎日もっと大はしゃぎしそうなものを。

「なんだ？　どうかしたのか？」

　漠然とした違和感に基づいた質問だ、当然、表現も漠としたものとなってしまう。それが悪かったのだろうか、

「……つんでれというのは、やはり君のような人柄を指すのだろうか？」

　わけの判らない質問で報いられた。

「は？　ツンデレ？」

「幼馴染みは最強カード、と。やはり、そういうことになるのだろうか？」

「はあっ？」

　きちんと答えたくても、相手の意図がまったく理解できない。仕方がなく、彼は相手をただ見返した。何事か説明か言い訳を始めるかと思ったのに、マデリーンは二、三度首を振って立ち上がり、白ちゃんのところへ戻ると外へと出て行ってしまった───なんと、ベルタのパイに半分も手をつけぬまま。

　ラザロはあっけにとられて、その背を見送った。カウンターの上、端の欠けた皿に載せられた食べかけのパイがどこかもの悲しい。戻ってきたベルタが何かと話しかけてきたが、まるで耳にも頭にも入ってこなかった。

　───まあ、楽隠居を決め込んだと思った矢先、実は脱走兵扱いですって言われたんだしな。気が気じゃねえのは当然か。

　それは、ラザロも同じこと。

　北の蒼穹を見上げるたび、そこに羽ばたく竜の姿があったらどうしようと苦しく目をすがめる。もしも、そうなったとき……いったい、自分はどうするのだろう？

　───さっさと帰れとしか、言いようがねーんだろうなあ。

　だったら、いますぐレティシアについていけと言うべきだと思う。

　思うのだが。

「それがあの雌めすガキの手柄になるのは、どうも気に入らねえから」

　ただ、それだけのこと。

　誰に聞かせるともなく、ラザロは呟き。

　首を振って、仕事に没頭し続けた。




　新たな騒ぎが起こったのは、夕刻も間近な頃。用意した羽根グッズがすべてなくなり、客足が途切れ始めたのを見て、ラザロもまた机を片付け出した。

「えーと、今日の売り上げは」

　キッチンでにまにましながら貯まった銅貨銀貨を数えていると、

「ラザロ、ラザロ！」

　背後から、焦りの滲んだマデリーンの呼び声が。

「ラザロ、確認したいことが」

　どこか険しい声と顔で、彼女は走り寄ってくる。その姿に、ラザロは驚いた。いつもの木も綿めんのドレスではなく、無骨なゴーグルを額すぐ上に巻き、革の手袋やローブを身につけていた───まるで、一番最初、この宿の屋根に降ってきたときのように。

「な、なんだよ、おまえ。そのかっこ、どうしたんだ？」

　まさか、本当に大陸に帰るつもりなのか、と、ラザロは青ざめた。

　しかし、

「ベルタだ」

　低く、マデリーンは答える。

「彼女の家に急いでいかないとならない。中央広場のもっとも大きな食堂でいいな？　間違っていないな？」

「そうだけど」

「了解した！」

　それだけ聞ければ用はないとばかりにマデリーンは身を翻し、裏山へと続く道へ駆けていく。嵐のようなその騒ぎに、取り残されたラザロはしばらく呆ぼう然ぜんとしていたが。

　ふぉーん！

　突如響いたブランカの雄お叫たけびと、その羽音らしき響きを耳にして仰天した。慌てて開いた窓の外、夕闇の空を白い巨体が矢のように町へと飛び去っていく。

「え、ちょっ、なんでっ？」

　マデリーンがこの島でブランカに騎乗したのは、これまでたったの二回。一度目はダリオの手下に追いつめられたラザロと自分を救うため。二度目はラザロの名誉と宿の未来を守るため。どちらも抜き差しならない緊急事態と言えた。

　───それと同じくらいの何かが起きたってのかよ？　あのベルタがらみで？

　その「何か」の見当が皆目つかないながらも、ラザロは宿の戸締まりを手早く終わらせ、マデリーンの後を追うことにした。

　普通なら三○分以上はかかる距離を、気合いと根性でその半分程度で走り抜け、町の広場へと辿たどり着つく。

「なんだなんだ？」

「竜と例の騎士さまが突然」

「無料で見られてありがたいこっちゃ」

　あたりは既にとっぷりと暮れ、夕飯を済ませた人々が家に籠もり始める頃なのだが、ベルタの家の前で所在なく座っている竜の前に、黒山のひとだかりができている。

　その乗り手は？　とラザロが目で探すと、

「で、ですから、ベルタはまだ家に戻っていないんですよ」

「もう日が暮れるというのに？　どこへいったか心当たりがないか教えて欲しい」

「そうは言われましても」

　ベルタの家族らしき人々と、押し問答の真っ最中だった。

「おいこら、なんなんだよ。いったい何があったんだ？」

　急ぎ詰め寄るラザロに、マデリーンは困ったような視線を向け、

「わ、わたしが悪いんです……」

　その傍らのレティシアが鼻をすすり上げながら訴えた。

「マデリーンさまがお仕事中、あのベルタという女が竜砲を一目見たいと言うものですから、わたくし、カウンターに出してさしあげたのです」

　なんだ、別にそれぐらい、とラザロは思いかけたのだが、

「そうしたら、突然、殴りつけてきて……気がついたときは竜砲もあの女も……」

「えええええ？」

　あまりのことに顎あごを落とした。

「おまえ、騎士見習いだろっ？　素人しろうと女にのされたのかよ？」

「ラザロ、素人の方が怖いこともあるんだ」

　マデリーンが穏やかに取りなす。

「まさか、あんな優しげでたおやかな女性が、背後から酒瓶振りかざして一撃を食らわしてくるなどと。誰も予想もしないだろう？」

「予想しなくても、あんたなら避けられたんじゃねーか？」

「それは、まあ……たぶん……」

「うぇぇぇん！」

　噓のつけない先輩騎士の返答に、レティシアはついに声を放って泣き始めた。

　その横で、

「ちょっと！　それじゃまるで、うちのベルタが強盗働いたみたいじゃないの！」

「何かの間違いじゃございませんかねえ……」

「だいたいなんだよ、その竜砲ってのは」

「なんでベルタがそんなもんを持ち出さなきゃならんっ」

　ベルタの両親や祖母、兄弟らしき連中までも口々に言い始め、夕闇の広場はちょっとした修羅場と化す。

「持ち出してらっしゃらないのなら、それでいいのです。あれは危険なものですから、ご息女の障りになってはならないと思い伺うかがった次第」

　マデリーンは泣きじゃくるレティシアをまずは置き、落ち着いた声で続けた。

「この者はここへ置いていきます。どうかベルタ嬢がお戻りになったら声をかけてください」

「あ、ああ」

「レティシア、そういうことでひとつ頼む。わたしはベルタを探してみるから」

「はい……」

　どっしりとした態度と声で言い諭さとされ、憤ふん怒ぬにかられたベルタの家族たちも号泣する見習い騎士も、吊り込まれたように頷く。双方へひとつ笑いかけたあと、マデリーンは再び手綱を取った。ラザロは慌てて、その後に続く。

「あれってそんな危険なのか？　弾もこめられねえ屑くず鉄てつだろ？」

　たちまち遠くなっていく広場を眼下に眺めながら、ラザロは訊ねた。

「その通りだが……好奇心で解体しようなどという輩やからが出てきたら、まずい。あれは尋常な武器ではないから」

「尋常じゃない？　そういや、前に竜の魔力を装そう塡てんするだなんだって言ってたな？」

「そうだ。あれは周囲にある魔力を物理的攻撃力に変換させる装置。中には魔導機構が詰まっている」

「周囲にある、て。魔力ってそういうものなのか？」

「ああ」

　どこか憂ゆう鬱うつそうな表情で、マデリーンは説明する。

「魔力というのはこの世界のあらゆる生き物が帯びている、目に見えない力。極めて霊的な波動のようなものなんだ。普通の人間や動物は微弱な波動しか纏まとっていないが、竜は違う」

　人間の持つその波動を一とするならば、竜のそれは一○○や二○○以上。その竜の背に跨がり、彼らの魔力を攻撃力に変換させて戦う。それが竜砲騎士ドラグーン・カサドーレである、と。

「ルイジアがいつも一発二発しか撃たなかったのは、竜が近くにいなかったから？」

「たぶん、そうだ」

　高所の夜風が金糸の髪を乱した。それをわずかに払って、なおも彼女は言う。

「その一発二発も、並の竜砲騎士では撃てない。竜とリンクしていない状態では引き金を引いても、何も出てこない」

「そんじゃ逆に言うと、動力源の竜がくたばるまで弾切れなしで撃ち続けられるってことか？」

「あまりに連続して使うと竜の疲労と共に攻撃力は低下するけれども……まあ、普通の銃や砲のような『装塡』『全弾撃ち尽くし』という概念はないな」

「なんつー非常識な」

　ふわふわの羽毛に指を埋め、ラザロは顔をしかめた。いままでずっとこんな巨大な生物を御し、空から地上を狙えるが故に、竜砲騎士は尊ばれているのかと思っていた。が、竜に食わせる鉱物さえ用意できれば、いつまででも敵を掃討し続けることができるなど。そんなとんでもない兵器があったら、戦いのルールがそっくり変わってしまうではないか。

「その通りだとも」

　呆れるラザロに、マデリーンは深々と頷く。

「その非常識をやってのける砲が、あれなんだ。整備は専門職の魔導技師の手が要いるし、もちろん解体なんてとんでもない」

「ひ、ひぇー……」

　あまりのことにラザロは言葉を失い、マデリーンはがっくりと肩を落とした。

「ああ、つい叔母上の遺品と思って躊躇ってしまったが、早急に処分してしまうんだった……」

　ラザロは慰めの言葉を探したが、何一つ思いつかない。そんな物騒な代物、自分も下へ手たに気を利かせたりなどせず、さっさと破棄してしまうのだった。いや、下手な捨て方をしたら、それはそれで問題になっていたかもしれないが。

「しっかし、なんでベルタはそんなもん持ってったんだ？　あんた、そこまで詳しくは説明しなかったよな？　ただルイジアの遺品だって言ってただけだよな？」

「その通り」

　ひとつ頷いて、マデリーンはふいに微笑んだ。

「あのお休みの日、食堂の廊下にいたのは君だったのか、ラザロ。シアにしてはなかなか踏み込んでこないなと思っていたんだが」

「う」

　気づかれていたのかと、ラザロは首を縮めた。

「……立ち聞きして悪かった。俺、ベルタってどうも苦手でよ」

　特に、あの晩。

　目の前でそれはそれは濃厚なキスシーンを見せつけられてからは、なおいっそう。

「本当に？」

　何故か、マデリーンは訊ね返してきた。

「本当に彼女が苦手だと？」

「お、おう」

「それは、つんでれというのではなくて？」

「だから、なんでおまえは昼間っからそれにやたらこだわるんだよ」

　重ねる質問に、いくらか不穏な印象を見てとって、ラザロは大きく眉根を寄せた。

「生まれてこの方、あいつにデレたことなんかねえし、今後も予定はねえってば」

「そうか……そうなのか」

　マデリーンはしばらく黙って、彼を見上げていたが、

「いや、ホッとしてる場合じゃない」

　やがて、重々しい溜め息をひとつ落とした。

「とにもかくにも。あの武器のために命を落とす者があってはならない。あれはもう、世に出てきてはいけないものなのだから」
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　マデリーンとラザロが、夜空を飛び回って探しても。

　心配した家族が、町中を訊ね歩いても。

　ベルタはいっこうに見つからなかった。

　最初は面白がって「どこぞの男のところへしけこんでいるのでは」やら、「美人とみれば拐かどわかす悪人に目をつけられたのでは」やらと騒ぎ立てていたカリエンタの民も、その夜が更けやがて明けても、彼女の足取りひとつ摑めない現状に焦りを見せ始めた。

「浜で遊んでいて流されたんじゃあるまいな？」

「今日の漁は中止だ。全部、捜索用に回せ」

「それよか、船の記録を確認しちゃどうだ？　怪しい奴は出航してないか？」

「あいつが持ち出したっていうマディの物は高いのかい？　それを狙った強盗にでもやられてないとええが」

　狭い町内の住民同士、町でも大きな食堂の看板娘、まして幼い頃から美び貌ぼうを謳うたわれたベルタのことだ、誰もがそれなりに知っている。

　───知ってるのに、いっこうに見つけられねえってのが、また一段とやべえよな。

　ラザロも不眠不休で町や裏山などを探し回ったが、ベルタの足取りはふっつり途切れたままだった。

　結局、彼女が見つかったのは更に半日以上あと。

『竜と石榴亭』から竜砲ごと消え失せてから、まる一昼夜が過ぎたあとのことだった。

　カリエンタの灯台守が、沖で揺れている不穏な船を見つけた。すわ密漁船かと、腕に覚えのある若者たちが銃を担いで自衛船を走らせる。

　しかし、その怪しい船は彼らの目の前で、櫂かいも櫓ろもない小舟を一艘そう、波間へと放り出し外海へと遁とん走そうしていったという。エンジンの差か操船技術の差か、自衛船はまったくその船足に追いつけなかった。若者たちは仕方なく小舟を回収し───その中に、ベルタがいた。手足を縛られ、怯え憔しよう悴すいしきって。

「伝言が、あるの」

　助け出され、家族の元へと帰された彼女は、息も絶え絶えに訴えた。

「ラザロとマディに伝えろって───ハジャルドが」

　突如、飛び出してきたその名を聞いた者はみな震え上がった。

　海賊ハジャルド。

　それは領土なき、外海の王。大陸から孤絶するこの島で、彼の機嫌を損なうことは滅びに直結すると言われている。いかにベルタが跳ねっ返りであっても、その名を軽々しく口にはしない。まして、あんな判りやすい示威行為まで伴ったとあっては。

　まず、ベルタの実家の軒のき先さきで涙の置物と化していたレティシアの元へと連絡が届き、彼女が夜空に向かって笛を吹いた。人の耳には聞こえないその音はブランカへと届き、竜の異変に気がついたマデリーンは急いで町の広場へと戻る。

「ベルタ、怪け我がはないか？」

「マディ、ごめんなさい……こんなことになるとは思わなくて」

　自室の寝台に力なく腰を下ろし、はらはらと涙を落としながら、ベルタは俯いた。

「あなたが無事ならよかった。ただ、竜砲は……あれは本当に危険なものなんだ。どこにある？　誰かに取られたりしなかったか？」

「取られたわ」

　うち萎しおれ、ベルタは途切れ途切れに続ける。

「ダ、ダリオに取られて……それで、ハジャルドのところへ」

「「ダリオ？」」

　意外な名前の登場に、ラザロとマデリーンの声が揃そろう。同じような仕草で首を捻る二人を見上げ、ベルタは涙を含んだ眦まなじりを吊り上げた。

「そうよ、ダリオよ！　あいつが言ったの！　ルイジアの秘密を探り出してこいって」

「いつ？」

「一週間前ぐらい。わたし、ラチャンカに遊びにいったの。そのとき」

　それは、突然の再訪と友達宣言の前日ということになる。やはり何かあったか、と、ラザロは天を仰ぎたくなった。

「でも、マディはあの変な鉄砲だか大砲しか遺品はないって言うし。だから」

「だから……勝手に持ち出して逃げたのかよ？」

　思わず挟んだ自分の言葉が、思うよりずっと悲しげでラザロは驚いた。それがベルタの中にも響いたらしい。

「困ればいいと思って」

　ぽつんとした、呟き。

　なおも、涙が溢あふれる。

「だって、ひどい……あたしがいるのに」

　美しい双眸をなお潤ませ、ベルタはよろよろと立ち上がった。覚おぼ束つかない足取りで一歩また一歩と彼女はこちらへと近づいてくる。

「二人っきりで屋根の下なんて……しかも、昔の女だかなんだか知らないけど、生意気な小娘まで出てきて」

　ちろりと、走らせた視線がレティシアへと向かう。酒瓶を振り下ろした瞬間もきっといまのような顔をしていたのだろう。見習い騎士は竦すくんだようにベルタへと目を向けていた。

「ひどい……ねえ、ひどすぎるわ」

　切々と訴える声はどこか熱っぽく、艶めいていた。伸びてくる指先の白さが妙に胸に染みる。

　ラザロは戸惑い、後じさる。あの白さに捕まってはならない。そんな確信が脳裏を占め、逃れるようにして身を捩った。

　だが。

　がっし！

　ベルタが必死のそぶりで捕まえたのは、彼ではなくマデリーンだった。

「ねえ、マディ。あたしのこと好き？　好きだから、あんなキスしたのよね？　そうでしょ？　そうだって言って」

「そっちーっ？」

　思わず声に出ていたツッコミにも、ベルタは動じない。まるで、ラザロとレティシアなどその場に存在しないかのような振舞いで、マデリーンに迫り続ける。

「ベ、ベルタ殿、どうか落ち着いて」

「殿なんて。あたしたち仲良しでしょう？」

「お友達という意味での仲良しなら、確かに」

「そんなのイヤー！　お友達以上の仲良しじゃなきゃいやなの！」

「あなたはラザロをゲットなさろうとしていたのではっ？」

「なんで、ラザロ？　あんな奴があなたの近くにいるのがイヤなだけよ！」

　かじりつくという形容そのままの勢いで、ベルタはマデリーンの首にぶら下がった。いまにもその場で押し倒さんばかりの力強さに、歴戦の元騎士がよろめく。












　ラザロは、暴言の流れ弾に撃ち抜かれ、しばし凍り付いていたが、

「おいベルタてめえ！　ふざけんな！」

　慌ててその襟えり刳ぐりを力の限り摑んだ。

「いい加減、離れろ！」

「なによ、ラザロのバカ！」

　猫の子のようにラザロに引きずられながらも、ベルタは悪態をつき続ける。

「自分ばっかりマディと二人っきりで！　ずるい！　きっと毎日やらしい目で見たり、なにげないふりして触ったりしてるんでしょ、死ね！」

「ねねねね、ねえわ！　してねえわ！」

「やっだ、してないの？　ホントに？　信じられなーい、それでも一人前の男なの？　実はいろいろだめなこちゃんなの？　大事なとこが役立たず？」

「貴様、言うにことかいて、なんてことを！　何かして欲しいのか欲しくねえのかどっちなんだよ！」

「どっちもいやよ、すぐに消え去れ！　滅びろ!!　死ねとまでは言わないけど、滅びろ！　浜の砂ぐらいにちりっぢりになってっ」

「それはほとんど、死ねっつってんのと同じだろ！」

　がなり立てるラザロを鼻で一つ笑って、ベルタは部屋の隅で丸くなっていた少女騎士へと目を向けた。

「そっちのガキもよ、いつまでカリエンタにいるつもりなの、とっとと大陸帰って！」

「ななななな」

　突然の矛先に、いまのいままで怯えたように黙りこくっていたレティシアの頰に、血の気が上る。瞬間的に巡った血流は見習い騎士の口から、怒声を逬ほとばしらせた。

「帰りますわよ、帰りますとも！　マデリーンさまと必ず一緒に帰ります！　こんな野蛮で猥褻な奴らのところにこの方を置いていけるものですか！　さっきからなんなの、あなた方はっ！　それ以上、不純な言葉で聖騎士を汚すようならば、即・断罪！　わたしがこの銃で蜂の巣にして差し上げますっっ！」

「やっかましい、一人でさっさと出てけや、このトンチキ！　宗教ファシスト！」

「あたしにあっさり殴り倒されたくせになに言ってんの、このガキ！　クエルダ女、ナメてんじゃないわよ！」

「あの」

　三者三様に喚わめき散らすただ中へ、マデリーンがようやっとと言うように疑問を差し挟む。

「海賊ハジャルドとやらは？　どうしたと？」

　その言葉に、全員がはっとしたように動きを止めた。

　そう、大海賊ハジャルド。

　慈悲なき、海の暴君。

　ちょっといま、みんな忘れかけていたが。

「そう、そのハジャルドにね」

　気を取り直したように、ベルタが話を戻した。

「ダリオが竜砲を渡したの。きっとこれはルイジアにとって大事なものだろうからって。それで、いままで彼女が独占していた特権を、これからは自分に継がせてくれないかって。そうしたら、海賊はとても怒って………」

　なおも続くはずだった台詞が、そこでもぎとられた。どこんという大音響と共に部屋がみしりと揺れ、全員の足下が危うくなる。

「な、なんだっ？」

「外が騒がしくなったようだが」

　窓辺近くにいたラザロとマデリーンが、ガラス戸を開け放って外を窺う。円形の広場の向こう、屋根の連なりの彼方かなたで白いものがひっきりなしに立ち上っていた。

　どこん！

　またも、音が炸さく裂れつする。しかも、今度はその音の方角が束つかの間ま、ぱあっと赤く輝いた。

「マデリーンさま、これは！」

「ああ」

　緊張したレティシアの叫びに、マデリーンが頷く。その横顔にもいつもの鷹おう揚ようさはなかった。

「砲撃されている。たぶん、海から港へ向かってだ」

「そんな、もう？」

　ベルタが細い肩を震わせる。

「もうって、なんだよ」

　それを容よう赦しやなく摑み、ラザロは詰問した。

「ハジャルドはなんて言ったんだ？」

「ルイジアと交わした約束はもはや過去のものと心得た。カリエンタの安あん寧ねいもまた同様とその後継者どもに言っておけ、と」

　後継者ども。

　その言葉に、ラザロとマデリーンは顔を見合わせた。

「約束……本当に何かあったってことかよ」

　ラザロの呟きにマデリーンが深く頷き、外へ飛び出しブランカの手綱を取る。ラザロもまた躊躇わず、その真っ白な背へと取り付いた。

「二人とも、どこへいくの？」

　切羽詰まったベルタの声が追いついてくる。

「危ないわ、早く町の奥へ逃げないと！　すぐに海賊が上陸してくるに決まってる！」

「だから、いかねばならないのだ、ベルタ殿」

　頭に跳ね上げていたゴーグルをしっかりと塡め直し、マデリーンは答えた。

「我々は叔母と海賊がどんな約束をしたのか、本当に何ひとつ知らないのだ。それをきちんと聞き、必要ならばきっちりと申し開きをせねば」

「マデリーンさま、わたくしもお連れください！」

　一拍遅れてレティシアが、部屋から転がり出てきた。

「迎撃なさるにしろ敵陣に乗り込むにしろ、武器が必要です！」

　叫びながら、彼女は自分の肩に担いだ大荷物を広げてみせた。一見、女の優美な衣装入れにしか見えないそれの中には、最新型の連続装塡式の長銃とその銃弾がぎっしりと詰め込まれていた。

　マデリーンの瞳に複雑な色がよぎる。さざ波にも似た、暗くかすかな影。間近にいたラザロだけが、それを見逃さなかった。
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　カリエンタの湾の外、光が閃ひらめく。いくつもいくつも。

　そのたびに、地を揺るがすような音がして、港の一部が崩れていく。

　その着弾先はカリエンタの港、水際近くの倉庫や商店などが並ぶ目抜き通り。数日前、二人が食事をした港湾局のカフェなどもすでに木こっ端ぱ微み塵じんにされ、赤々と燃えていた。

　いつもは小さな漁船が寄り集まって走るだけの海に、今日は黒々とした巨体が三つ並ぶ。巨大な外輪を備えた蒸気の軍艦を筆頭に、いくつもの帆がはためくスリーパーが二隻。潮風に翻る旗は、いずれも長銃と髑髏どくろのマーク。海賊ハジャルドのものに違いなかった。

「これが奴らの手なんだ」

　焦じれたようにラザロが言う。

「でかい船だと湾の奥には入ってこられない。だから、まず港の沿岸部を燃やして出鼻を挫くじいて、それを目標に武装した下っ端どもを艀はしけでカチこませる。艀と言っても、最新式のモーター高速船。こんな漁港の自衛船なんかじゃ、追いつけないし追い払えない」

　その言葉を証明するかのように、巨船から次々と艀が下ろされていく。一つの艦からそれぞれ二艘、計六艘。それらの小さなモーターが海面で唸うなりをあげ、カリエンタの港を目指して白波を立てた。

「なるほど、それは助かった」

　マデリーンの言葉には、どこか安堵の響きがある。

「これならまだ抵抗しようがある。いくらなんでも、軍艦をこいつで止めるのは厳しいからなあ」

　手にした長銃をひとつ撫で、彼女は小さく笑った。

「ラザロ、すまないが肩を貸してくれ。ここに座ってなるべく体を低く。レティシア、ブランカの手綱を任す。わたしが合図したら高度を下げよ」

　言われるままラザロは身を縮めた。がちゃりと金属の触れ合う音が耳元で響き、火薬の匂いが潮風にまぎれた。

　───ここから、艀の海賊を撃ち殺す気か？

　冷たい汗がどっとラザロの背を伝う。

　六艘の艀には、それぞれ五、六人が乗っている。当然、反撃もあるだろう。例の魔法の砲ならともかく、普通の銃でどうやって艀を止める気なのか。

「高度七、角度一五！」

　マデリーンの叫びに、レティシアとブランカは応えた。白銀の肢し体たいが海面すれすれを矢のように飛来する。艀の上、マズルフラッシュの花がいくつも乱れ咲いた。ぱらぱらと飛び交う銃弾が、竜の腹や翼をかすめる。

　パン！

　ラザロの耳元で、銃声が炸裂した。

　頭ず蓋がいまでもに響く大音響、反動で体が波打つがなんとかこらえる。

　パン、パンパンパン！

　息もつかぬ連射音。それを聞き届ける間もなく、竜は再び上昇を開始した。眼下の海上で艀が光り、小さな炎と煙を噴き上げる。

「さすが、マデリーンさま！　全弾モーターに命中、お見事！」

　レティシアの賞賛に、ようやくラザロは何が起きたのかを理解することができた。海面では、動くに動けぬ艀が巨竜の巻き起こした風と波に弄もてあそばれ、力なく漂っていた。中には転覆した艀もあったらしい。人の頭とおぼしき影が波間に揺れている。

「これでしばらくは時間が稼げる」

　マデリーンはそう呟き、再び手綱を取った。巨体が大きく旋回し、軍艦の一つへと首を向ける。白い翼が力強く羽ばたいて、再び海上に風を起こした。

「ブランカ、前進」

　無情ともとれる命令に、白竜は躊躇なく従う。

　艀のそれとは比べものにならない轟ごう音おんと光明が迎撃を開始する。奔はしる砲弾、暗い海面で次々に立つ水柱。それらすべてを巧みな手綱さばきで避けながら、マデリーンと竜は軍艦へと肉迫していく。

　そして、ついに。

　竜は海賊船へと降り立った。その鉤かぎ爪づめがメイン・マストを握り締める。ボキリと生木でも折るような音が響き、その象徴である海賊旗が甲板めがけて落ちていく。そこで銃を構えた男たちがいっせいに逃げ惑い、強面を恐怖で歪ゆがませていた。

「わたしはマデリーン・イスカディオ。ルイジア・フェデリオの姪めいである」

　凜りんとした声が月空に響いた。

「あなた方の頭目ハジャルド・ディアスはいずこにおわす？　ルイジアの後継者が会いにきたとお伝え願いたい」

　竜の背に屹きつ立りつする女の姿を、海賊たちはただ見上げている。それらを眺め下ろし、ラザロは息を呑んだ。連中の構えた銃はいずれも最新式。それなりの腕の者ならば、マデリーンの脳天を撃ち抜くこともできるだろう。慌てて、彼女の前へと飛び出し背に庇かばう。

「ラザロ、前へ出たら危ないぞ」

「こっちの台詞だ、バカ！」

　二人が小さく揉もみ合う、その最中。

「久しぶりだな、ラザロ坊」

　一人の老ろう爺やが甲板の中央に進み出てきた。

　瓜うりのような形の顔に塡め込まれた細い両眼。背は高くもなく低くもなく、筋骨隆々というなりでもない。

「ハジャルド……」

　ラザロの声が緊張にくぐもる。

　眼下の男に、歴戦の海賊然としたところは何もない。真新しい服を着込んだ手足はきちんと揃い、どこにも傷ひとつない。店の軒先で子猫を抱え、孫の呼び声に目を細めていそうな好こう々こう爺やそのものの彼は、しかし、確かに泣く子も黙る大海賊ハジャルド・ディアスその人であった。

「ルイジアの葬式には出られなくて残念だったよ。香典は受け取ってもらえたようで何よりだけど」

　そう言って走らせた目の先には、アンデレが立っていた。マデリーンに熱湯をあびせられた足は無事のようだが、顎をしゃくってこちらを見る顔には不機嫌そのものといった表情が刻みつけられている。

　それを軽く認めて、ラザロは深々と頭を下げた。

「こちらこそ、うちの従業員がお使いの方にひどい真ま似ねして申し訳なかったです。いましっかり仕込んでる最中だから、どうか勘弁してやってください」

「その従業員ってのがそっちの別べつ嬪ぴんさんか。もそっと近くで顔を見たいから、降りてきてくれんかね。年頃の娘さんの好きそうな茶や菓子ぐらいはこの船にも積んである」

　まるで、茶会に誘うような気安さで、海賊の親玉は誘いかける。頷き、甲板へ進もうとしたマデリーンを、伸びてきたレティシアの手が止めた。

「高所をとれているからこその有利です。下手にあちらへ降りたら、多勢に無勢。お命に関わります」

「判っているよ、シア。けれど、わたしは戦いに来たのじゃない。話し合いのテーブルをご用意くださるなら、当然、それに着く」

「マデリーンさま、しかし……」

　なおも引き留めようとする後輩を、マデリーンはもう顧かえりみない。地上降下用のザイルに足をかけるとするする甲板へと降りていってしまった。

「なあ、おい。あんた」

　唇を嚙みしめるレティシアに、ラザロは声をかける。

「あんたはここにいて、いつでもブランカが飛べるようにしててくれよ」

「どうして、わたくしがあなたの指図を受けなくてはなりませんの」

　露骨な苛いら立だちを滲ませて、レティシアは彼を睨にらみつけた。

「マディのために決まってんだろ」

　ここに至って、ラザロは無駄な手管に頼らなかった。時間が惜しい。言い争っている暇などない。

「あんたはあいつを国に連れて帰りたいんだろ？　いざってときはなんとかして俺があいつをブランカの背に放り上げるから、そのまま大陸へ飛んで戻れ」

「け、けど、それでは」

　萌葱の瞳が、月影に丸く大きくなる。繊細な口元が引きつれるように震えた。

「あなたはどうやって海賊どもから逃げるのです？」

　その質問に、彼は答えない。

「いいな？　判ったな？」

　そう念を押すと、ラザロもまた海賊船の上へと身を躍らせていった。
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　ルイジアの亡くなった夜、カード遊びに興じたのを筆頭に、ラザロは何度か海賊船に乗ったことはある。

　だが、そのいずれもこのハジャルドの旗艦ではなく、彼の手下どもの船ばかりだった。

　───そもそも、ハジャルド自身が出張ってくることの方が珍しいわけで……。

　まして、その大海賊が。

　破壊の爪痕も禍まが々まがしい甲板に、レースのクロスのかかったテーブルを広げ、ベリーやオレンジのケーキやら瀟しよう洒しやなティーセットやらを並べて自分たちを歓待しているのか。意味が判らなすぎ怖い。

　しかも。

「おー、よく燃えとるな。カリエンタの町もうちの艀も」

　揃って眺めるのは、故郷の凄せい惨さんな光景でより肝が冷える。

「エンジンだけを撃ち抜いたつもりでしたが……」

　いくらか恐縮したように、マデリーンが言う。そのくせ、出された菓子を躊躇いもせずに口に入れている。かつていたという彼女の毒見役は皆、苦労したことだろう。怖い。

　うん、と、ハジャルドは鷹揚に頷き、

「あんた方みたいな魔法を動力にした船なんぞ、このあたりにはない。かと言って、蒸気を使うには艀は小さいからな、ありゃガスで動く。スピードは折り紙つきだが、火にはとにかく弱い」

「それは申し訳ないことを」

「まあ、上空からあれを撃てる者はおらんと踏んだ我々も甘かった。中身はさっき隣の船に回収させたしな。あんたみたいな美人さんと違う。火傷やけどの一つ二つどうってことない連中さね」

「わたしもあちこちでけっこう火傷してきましたが」

　そうか、と、老海賊は今度も静かに頷いた。

「北の大戦は相当ひどいことになっとったそうで、まあ気の毒に。我々も商船がめっきりやってこなくなって、この二八年ずっと商売あがったりだったわ」

「でも、終わりました」

　薄桃色のカップの取っ手に細い指を絡ませながら、マデリーンは言い換える。

「終わらせました」

　爆音が、また轟いた。どこかの倉庫が火を噴いたのか、カリエンタの港が輝く。その灯あかりに照らし出され、騎士だった女の横顔はひたすら白い。

　そのまま、沈黙がしばらく続いた。

　物騒な花火のような輝きをどう眺めたものか、ラザロは迷い、視線をあちこちへ惑わせるばかり。

「……ルイジアと俺がした約束ってのは、その戦争がらみのこった」

　意外なほど丁寧で上品な所作で、大海賊はケーキを切り分ける。

「あの女がこの島へ来たとき、北の騒ぎはそれほどでもなかったのさ。だが、あいつはいずれ大陸中が戦乱に包まれると言った。そのせいで、このクエルダは孤立するだろうと」

　まず、軍艦が南海まで行き交わなくなる。そして定期船が途絶え、貨物船もやがて航路から消える。そうしてゆっくりと、だが確実に、クエルダは時代から取り残される……そんな彼女の予言は現実のものとなっていく。

「あのデタラメな生き物が現れる前のことよ」

　海賊は目を眇すがめ、船上に居座り続ける竜を見上げた。

「かつて、この世界の人類にとって『路を造る』ってのは大命題だった。特に海はそれが難しい。ご存じの通り、陸より剣けん呑のんな化け物がわんさかと跋ばつ扈こしているからな」

　航路を維持するため、人々はそれらを狩った。命知らずの狩人たちを世界中の海へと送りこんでは、陸地と陸地を結ぶ線を守り続けてきた。そうしなければ、あっという間に人の通れる道は途絶え、再び船をこの島まで送るのに何年何十年もの時間を要することになる。

「それは困るとあの女が言うわけさ。で、俺たちのここのところの主な仕事は化け物退治よ。まあ、あれらもバラして売ればそれなりの金にゃなるが、海賊たるものやはり商船や町を襲って濡ぬれ手に粟あわと洒落込みたいところでなあ。実にしんどい二○年だったわ」

　おどけた口調には、そこはかとない疲労が滲む。

「つまり」

　愚ぐ痴ちめいてきた老海賊の言葉を引き取り、マデリーンは訊ね返した。

「それが、叔母とあなたの約束だったと？　大陸各国に代わって航路を維持する。その報いとして、宿を……いいえ、カリエンタそのものをあなた方の根城の一つとして提供すると？」

　どこか切り込む調子の質問に、ハジャルドはすぐには答えない。香り立つ茶をひとつ啜すすり、それから燃える港へ視線を放つ。

「食い物や砲弾なんかは専用の船に好きなだけ積んで曳えい航こうすりゃいい。けど、真水だけはどうしても定期的に補充せにゃ保たん。蒸気船の時代になってからは、もっともっと深刻だ。あれは真水がどっさりないと動かん仕組みだからな」

　溜め息と共に零こぼれ落ちてくる彼の言葉に、ラザロは思い出す。宿の裏山にはこんこんと水が涌き出る小川がある。あの山に町の者が近づくことを、ルイジアはけっして許さなかった。

　──もしかして、あそこへ出入りする海賊どもと町の連中がかち合わないようにって？　だから、みんなを追い払っていた？

　何もかも、すべては彼らとの密約のため。しかし、それを確かめたくても……もう彼女はいない。

「ルイジアは死んだ」

　苦い現実を嚙み締めるラザロの耳を、老海賊の呟きが打つ。皺しわの寄った鼻先に、白いものが降っていた。マストに屹立しわずかに身じろぎする、ブランカの羽根だった。

　南の海には似つかわしくない、雪のようなその色合い。月光が道を作る海面へ、風に抱かれて散っていく。

「ルイジア・フェデリオは死んだ。そして、その後継者は二人揃って我々を受け入れる気もない様子。このへんでご破算にしてもよかろう、と。俺は思ったわけだよ」

　なにせ、しんどい二○年だったから。

　そう、彼は繰り返し、軽く両手を鳴らした。恭しい仕草で、アンデレが銀の皿を捧ささげ持ってきた。その皿に載せられていたものを見て、ラザロは引きつり、マデリーンはわずかに目を細めた。

　鈍い鉛なまり色いろの砲身、巨大な砲口。

　引き金や撃鉄はあっても、フリントも当たり金もない。

「お嬢さん、ちょっと撃ってみちゃくれないか？」

　悪い遊びに誘う子供のような口振りで、ハジャルドは言う。

「竜を亡くしたルイジアではね、頼んでも無意味だったけれども、あんたは違うだろう？」

　からかう口調の中に、何故かなじるような響きがあった。

「……これがなんなのか、あなたはご存じなのですね？」

「長く生きてるからね」

「なのに、わたしの前に差し出すと？」

　低くくぐもった質問の影には、もう一つ、疑問符がひそむ。死にたいのか、と。

　そんな声がラザロの耳にも届いた。

「それも悪くないね」

　しかし、大海賊は怯まない。

「全面戦争する気なら、とことんやるだけさ。喧けん嘩かの嫌いな海賊なんてのはおらんものだよ。やり甲が斐いのある喧嘩ならなおのことね」

　柔らかながらも、ひどく獰どう猛もうな挑発。

　けれど、マデリーンはそれに乗ろうとはしなかった。ゆっくりと首を振り、銀皿をそっと押しやる。その様子は、ラザロには小さな子供が嫌いなメニューを遠ざけているかのように見えた。

　老海賊には、どう映ったのだろう。

「海賊風情相手では、本気にはなれない、か」

　ハジャルドは、変わらず笑っている。

　だが、

「では、もっと本気になれる相手をお呼びしようか」

　続いた言葉には、不穏な響きが……どこか決定的な破滅が宿っていた。

　すいと挙げた痩やせた手に応えるように、一艘の小舟が夜の海に放り出された。夜目にはためく帆ばかりが白く、ひどく頼りない。

「……ダリオ殿？」

　呟くマデリーンの視線を辿り、ラザロもまた驚き目を丸めた。波間でもがく小舟のマストに、見慣れた禿とく頭とうがあった。ぐるぐる巻きに縛り付けられ、ひっきりなしに何か叫んでいる。

「マジでダリオだ。なんであいつが？　まさか、あれと戦えって？」

「まさか」

　枯れ木に似た海賊の指先が、海面をまっすぐ指さす。

「あんな小物、竜砲なんて持ち出すまでもないだろう。主役はあっちだ───ほら」

　白波がわずかに翻るほどだった水面が、急に動き出した。

　ダリオの縛り付けられた舟を中心に、激しくうねる海面。

　やがて、それが、割れた。
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　月光に照り返る、逆刃の鱗うろこ。海賊の船体をも凌りよう駕がする、その巨体。

「マ、マール・サーペンタ！」

　しかも、一頭二頭ではない。夜なお抜群の透明度を誇る海の中、妖物の白く長い腹がいくつもいくつも翻っていた。

「な、なんでこんないっぱい？　こいつら、単独でしか現れねえはず」

「追い払い方を知っているということは、引き寄せ方も知っているということだよ」

　ハジャルドはどこまでも朗らかに、小舟へ顎をしゃくる。ダリオの足下あたりから、かすかな煙が立ち上っていた。独特の匂いが、潮風の間から届く。

『実は、香の調合をしくじって』

『おかげで、ひどい目にあった』

　ラザロの脳裏に甦よみがえる、ロドリゴの言葉。あのとき、たった一頭の化け物相手でも駆逐に一晩を費やしたという。

　まして、この量だ。いったい、どうすればいいのだろう？

　しかも、老練な大海賊はそれだけでことを済ませはしなかった。ダリオと狂乱の香を乗せた小舟は海上を矢のようなスピードで進み始めた───一直線に、カリエンタの港へ向けて。

　風に千ち切ぎれた絶叫はダリオのものだったろうか。それを追うように大海の怪物たちもまた、一斉に動き出した。海面が大きく揺れ、波が逆立つ。

「マデリーンさまっ！」

　頭上高くから降ってくる、レティシアの悲痛な呼び声。

　テーブルの向こう、老海賊は笑っている。二人をお茶にと誘ったときと変わらぬ、穏やかな笑顔。それが、いっそう恐ろしかった。

　巻き起こされる大波に、黒い巨艦までもが揺れ動き、ラザロの視界はいっこうに定まらない。

　その中で、ただ一人だけ。マデリーンは静かだった。

　疲れ切った溜め息がひとつ、繊細な唇から漏れ落ちる。握っていたカップを惜しむように置き、彼女は竜砲をそっと取り上げた。

「……ブランカ」

　主あるじの低い呼びかけに、竜は応えた。

　急激に近づいてくる、白い腹。軽やかに甲板へと降り立って、稀まれなる獣は再び天空へと舞い上がる。わずか数秒のタッチ・アンド・ゴー。ラザロもまた懸命に手を伸ばし、その白い羽毛を摑んでいた。

「ラザロ、君は安全なところにいた方が」

　鞍の上、手綱を取ったマデリーンが目を丸くする。

「あんな大悪党のとこのどこが安全だよ、ふざけんなっ！　どんだけアレでもてめえといる方がマシだわ！」

「そうか」

　怒号する彼を眺めやり、

「そうだな」

　彼女は小さく頷いた。その手の中で強く握り込まれた手綱。しなやかな踵かかとが全速前進の意を伝え、竜は荒れる海を走る小舟を、抜き去り飛び続ける。

「シア、ダリオ殿の確保を頼む。ラザロは反動に備えてくれ」

　激しい風を切り裂き進み、カリエンタの港も間近という海上、水面もギリギリという距離で彼女の騎竜は停止した。かの町と船の灯りを背負うかのように、その影が海面へと黒くぽつんとわだかまる。

　月明かりの下、マデリーンと竜の姿はただ淡い。

　誰にも引けないトリガーへ、巻き付く指の白さが、ラザロの目にはひどく痛い。

　静かにゴーグルを下ろしたマデリーンの目を見ることは、もうできなかった。

　しかし、ゆっくりと、確実に。

　見えない何かがその碧眼に宿り、彼女と竜とを覆っていくのがラザロには判った。

「風速七、角度二○」

　確かめるようなその声に、荒々しい波音が追いついてくる。マール・サーペンタは続々とその数を増やし、その鋭い刃先で眼下の海面すべてを覆い尽くしていた。巨大な顎とその中の牙きばが、カチカチと獲物を求めて凶暴な音を絶えず発している。

　───あれが

　ラザロの額に、冷たい汗が滲む。

　───あんなものをどうにかできるのか？　たった一人、たった一つの銃砲で？

　化け物の群れはなおも肉薄する。

　背後で燃えるカリエンタの火炎の匂いが、潮風に紛れて流れてくるほど近くまで。

　悲鳴をこらえ、必死にみつめる彼の視線の先、竜砲がかすかに震えた。

　その身のうちに備えた神秘の駆動が、余人には判らぬ魔の法則で、騎士と竜とに接続され、その力を銃口へと集めゆく。

　そして、ついに。

「掃射」

　マデリーンの短い宣言。

　引き絞られた、トリガー。

　ラザロの視界いっぱいに満ちた輝きは、竜砲のマズルフラッシュだった。

　それだけでも、目を開いていられぬほどだったのに、次の瞬間、その幾倍もの光が爆はぜ弾はじけた。光線の奔ほん流りゆうは、瞬時に波間を薙なぎ払はらう。

　大量の海水と共に、海の巨剣は消滅した。断末魔すら、残らない。あとには朦もう々もうと白い煙が吹き上がるばかり。

「マデリーンさま、第二射を！」

　小舟の縁で、レティシアが身を乗り出す。

「海賊船がこちらに来ます！」

　その叫びに、蒸気船の外輪が波を叩たたいて回る音が重なった。霧を海をかき分けるかのように、ハジャルドの旗艦がこちらへと近づいてくる。

「やあ、おもしろかったよ」

　やがて、白い白い視界の中、甲板の手すりにもたれた老人の姿が見えてきた。

「聞きしに勝る威力だな。次は是非、我々と遊んでいただきたいね」

　ひたすら面白そうに誘う姿は、まさしく海の暴君。暇を持て余した絶対強者そのものだった。消し飛んだ妖物などよりも、ずっと物騒で恐ろしい。

　ゴゴゴ、と低い音が聞こえてきた。

　最新鋭の砲台がこちらに狙いをつけ、軋きしんで回る。

　海上で「撃て」とレティシアが叫ぶ声。傍らのマデリーンの面が歪む。その脳裏に何が描かれているのか、ラザロには知る由よしもない。

　ないが。












　───作りたいんだ。

　あの日の彼女の声が、甦る。

　───破壊ばかりでなく、何かを生み出して誰かに必要とされる。そんな人生を。

　埃ほこりまみれの部屋の中、マデリーンはそう言った。

　淡い午後の光を受け、輝いていた蒼あおい瞳。愚かしい女だと、ラザロは笑った。レティシアの話を聞けば、なお、そう思う。誰にでも崇あがめ敬うやまわれる人生を自ら置き捨てて、こんなド辺境までやってくるなんて、愚の骨頂だ。

　しかし、だからこそ。

　───もう、やめてやれ。

　我知らず、体が動く。

　───こいつの好きに、させてやれ。

　武器を取らねば、なんの役にも立たない小娘なのだ。あたたかく甘いものが大好きで、ちょうちょ結びしかまだ出来ない、拙つたなく稚いとけない女なのだ……ラザロの知る、マデリーン・イスカディオとは。

　そう思った、次の瞬間。

　彼の手は、マデリーンから竜砲を取り上げていた。引き金に指を這わすこともなく、まるでそこらの丸太でも抱えるようにして大きく振りかぶる。

　ひゅんと風を切る、かすかな音。

　鮮やかな弧を描いて、それは落ちていく───暗闇の海へと。

　レティシアの悲鳴が轟いた。海賊の驚きよう愕がくの呻うめきがそれに重なる。甲板中の人間が、デッキの端まで走り寄り、海面を覗のぞき込もうとした。

「あああああ、竜砲が！　貴重な兵器がっ！」

「ちょっ、あれって確か船一○隻分の価値があるんだろ？」

「もっとだよ、馬鹿！　さっきの見たろ？　一発で船団が焼き払える」

「もったいねえ！　なんとかして拾え！」

　その中で、下手人であるラザロとその横のマデリーンだけが静かだった。

「……俺」

　波音にかき消されそうな、呟き。

「俺は」

「ラザロ、どうして」

　まっすぐに見上げるマデリーンの瞳は、月光の中、いっそう青い。

「どうして、わたしがやろうと思っていたことが判ったんだ？」

　君は本当にすごい。

　そう付け足して、その青が微笑んだ。

　ラザロは答えられない。唇を嚙みしめるだけで精一杯で。

「ディアス殿、いまのが答えだ」

　すう、と、ブランカが高度を下げる。

　老海賊と同じほどの目の高さで、マデリーンは柔らかく言い募った。

「わたしはもう誰とも争わない。ブランカはわたしがいないところでは生きていけない故つれてきたが、他は何もかも大陸に置いてきた。騎士の道義も名誉もすべて」

「すべて、なあ」

　繰り返す海賊の表情には、呆れとも感嘆ともつかぬ色が刻まれている。

「それで娘さん、あんたはこのド辺境でいったい何をしようと言うんだね？」

「宿だ。『ルイジア亭』改め『竜と石榴亭』。どうか今後ともよろしく頼む」

「よろしく、とな？　俺たちも？」

「ああ」

　マデリーンは淡々と言い重ねた。

「他の方々の迷惑にならず、きちんと客として振舞ってくださるのなら、あなた方とていつだって歓迎する。なにせ」

　鎮まってきた夜風に金の髪を流しながら、彼女は笑う。

「わたしの理想は誰もがくつろげる宿。愛と癒しともてなしの宿なのだから」

　曇りのない、まっすぐな声色で。

　そのときのハジャルドの顔ときたら。

「あい、ねえ……」

　いままでの余裕はどこかに置き去り、その表情は引き締まって戻らなくなった。

「愛かあ」

　どこか途方に暮れたような物言いが、数カ月前の自分そのもので、ラザロもまた笑い出したくなる。

　人殺しの親玉のその鼻先で、また竜の羽根が舞い散った。

　白く煙った水平線の向こう、月は今夜も大きく丸い。
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　長い長い坂の道に、今日も人の気配はない。

　しっかり直したばかりのオープンデッキに、白い羽毛を山ほど積み上げてラザロは深々と溜め息を吐き出した。

「短いブームだったわー」

　ハジャルドのカリエンタ襲撃から、はや二週間。燃えに燃えたカリエンタの港だったが、港湾局以下の手早い対応で焼け落ちたのは対岸の通りだけ。あとはゆるゆると復興しているようだった。ロドリコたち漁師は無事だった桟橋を手入れして、今日も元気に魚を捕りに海へ出ている。

　マデリーンとラザロ、それにベルタはことのあらましを町の人々に話して聞かせた。

　中には、「おまえらがよけいなことをした」と怒る向きもないではなかったが、たいていの住民は、

「まー、カリエンタが襲撃されたのは三○年ぶりだし」

「通常ペースなら隔年はカタい」

「それを思えば、まあマシってもんで」

「しかし、ルイジアがそんな手を使っていたとは知らなんだ」

　と、逞たくましいのだか諦めているのだか判然としない態度で済ませてくれた。

　そんな中、ラザロが一番堪えたのは、呆れ返ったロドリゴの、

「海賊に対抗できるって武器を、自分で捨てたって？　怒り狂ったハジャルドが、カリエンタごとぶっ潰つぶすかもしれなかったってえのに？　悪党のやり口ぐらい、おまえさんなら普通に思いつくだろうになあ。ラザロ坊、あの美人にだいぶ毒されたのと違うかね？」

　という指摘。冷やかしとも非難ともつかない口調ではあったけれど、最後の一言が特にラザロの臓ぞう腑ふを抉えぐった。

　金貸しダリオは海賊どもにさんざん痛めつけられ、化け物に追われた恐怖で縮み上がっていたものの、迎えにきた部下につれられて自分のオフィスへと帰って行った。魚の餌にしてもいいんだが、と、申し出たハジャルドの顔はダリオ本人はもちろん、ラザロもしばらく忘れられそうにない。

　かくして、平安は戻った。

　だから、ラザロもこのまま以前通りに商あきないができるものと踏んでいたのだが。

「こないわー、お客ぜんぜんこないわー。このままだとマジで竜の羽根枕作れるわー」

「そりゃ、そうだよぅ」

　その横に腰掛けたキカが、呆れたように彼を見上げる。

「あそこの宿は海賊とつるんでるんだって、島中の噂だもん。しばらくみんな怖がってこないと思うー」

「つるんでねーよ。客は誰でも歓迎するって言っただけだよ、あの馬鹿が」

　ラザロのぼやきまじりの言い訳は、キカ以外の耳には届かない。かつての人波が戻ってくれるなら、あちこちの町の広場に立って貼り紙係よろしく大声で伝えて歩きたいほどだというのに。

　その上。

「ちょっと、あんた、何やってんの！　ここのキッチン仕切るのはあたしなんだからね！　引っ込んでてよっ」

「何をおっしゃられても、このレティシア、マデリーンさまのことで譲る気はございませんわ！　そんな油ばかりを入れたものは体によろしくありません」

　二種類の女の怒号が、背後で炸裂している。

　わずかに開いた扉の間、『竜と石榴亭』の食堂で、ベルタとレティシアが対峙していた。揃いのエプロンドレス姿はとても愛らしいが、それぞれの敵意はまったく拭えも隠せてもいない。

「ねー。ホントに大丈夫なの、あれ？」

　不安そうなキカの疑問に与える答えがラザロにはない。むしろ、自分もそれを誰かに訊ねたいぐらいだった。

　例の騒動の直後、ベルタは三日三晩寝込んだが、床から離れるなり『竜と石榴亭』に走り込んできた。必死に頭を下げ詫び重ねたのち、言うことには、

「コックを探してるってキカから聞いたわ。超格安でけっこうだから、わたしを雇って」

　最初、ラザロは断った。

　町でも有数の食堂の娘、ペンより何より包丁を先に握っていたというベルタは確かに即戦力になるだろう。だが、いかんせん払える金がない。けれど、ベルタは「出来高制でいい」「客がこなかったときは給金はいらない」とまで食い下がり、彼らの宿のキッチンに立つ権利を勝ち取った。

　更に、なお、いっそう問題なのは、レティシアだった。

「騎士修行があるんだろ、さっさと帰れ。つか、むしろおまえが国に戻ってなんとかあいつの辞表受理させろや」

　と、突き放すラザロに、

「そんなこと、できるはずがありませんわ！」

　と、涙混じりで絶叫した。

「宰相閣下から、直々に『君ならやれる』とお言葉を賜ったのに！　無理でした、なので退団のお手続きをなどと願い出たら、どうなります？　子供のお遣いじゃございませんのよっ」

「あー、まーなー」

　実際は素人女に殴り倒されてガキの遣い使い以下だとラザロは思ったが、更に泣き喚かれても面倒なのでそっと心の奥へとしまいこんだ。

　それをいいことに、

「だから、わたくしはここに残ります！」

　ポンコツ騎士見習いはとんでもないことを宣った。

「今度はもっと違う参考文献を手に、頑張ってみせます！」

「今度は？　参考文献？」

「それはこちらの話です！　とにかく！　わたくしはマデリーンさまあるところにおります！」

「いや、やめろって。帰れって。これ以上、居座られたらうちの宿の経営に支障がだな」

「宿の、経営」

　彼女はラザロの言葉尻を意味深に捉え、その鼻先に重たげな皮袋を突き出した。開くと、中は金貨銀貨でぎっしり。そのまばゆさに目が眩くらみそうなほどだった。

「一年分、前払いいたしましょう」

　厳かに、騎士見習いは言い募る。

「これで、わたくしは正真正銘のお客さま。海賊でも拒まぬという経営方針ならば、当然もてなしてくださいますよね？」

「そ、それはあいつが言ってるだけで……」

「でも、あなたはそれに異を唱えるつもりはないと見ましたが」

　違いますか、と、念を押され、ラザロは返す言葉を失った。

　いつからか、どこからか。

　自分でもよくは判らない。

　けれど、マデリーンの言うことを頭から拒否し拒絶しバカにする気持ちは、もう彼の中のどこにもない。

　しかし、それをそのまま、よりによってこの女相手に言うのはなんだか悔しい。

「……辞表が受理されねえと、あいつの退職金支払われねーだろ！　それが困んだよ！」

　そう怒ど鳴なって、皮袋をひったくった。そのときのレティシアがやけに楽しげに、

「なるほど、これが真なるツンデレ……」

　と、呟いた上に、優しくも生あたたかく微笑まれたような気がしたのは、きっと金貨の輝きが見せた束の間の幻に違いない。

　ともあれ。

　苦手な幼馴染みとけたたましい騎士見習いが、ほぼ常に家にいるという地獄の様相。ラザロの心休まる時はもはやまったくない。

「はぁあぁぁぁ」

　身の内すべてを吐き出し尽くしそうな吐息を漏らしていると、

「なあ、ラザロラザロ！」

　坂の下から見慣れた金の頭がフル・スピードで駆けてくる。途中、何かに蹴つまづいたのか、がくんと姿勢が崩れた。

「おい、どうしたっ？」

　慌てて、ラザロも駆け出して、彼女が地に沈んだあたりへと走り寄る。

「これ見てくれ、これ。ロドリゴ老にいただいた、昔のクエルダ島の観光ガイド！　ほら、ここにカリエンタの記事がある」

　案じる彼など気にも止めず、半ば地面に転がりながら、マデリーンは黄ばんだ本を広げて見せる。

「『おすすめリゾート、カリエンタ。風光明めい媚びな港町、白い砂浜での海水浴は最高のひととき』！　ほら、たった四○年前の記事だぞ。これを見て、たくさんの人がここへきていたんだ」

　荒い息をつきながらもはしゃぐマデリーンに、ラザロは呆れを通り越して感心したくなってきた。

「あんたはホントに元気だなあ。いっくらはりきったって、客なんか一人もこねえのに」

「なあに。これもまた理想の宿へ近づけるためのステップだ」

　嫌みすれすれのラザロの言い様にも、もちろん、彼女は堪こたえない。ぴょこんと木綿の裾を揺らして立ち上がり、目を輝かせた。

「これまで何せ忙しくて、あれこれ手が回らなかったからな！　暇なうちに態勢を整えればよい」

「まー、ガラスの発注とかにゃ時間かかるわな。あと、カーテンやらなんやらは自力で縫うしか」

「それも、もちろん大事だ。けど、わたしはもっと大事なことに気がついた」

　豊かな胸を張り、マデリーンは海を指さす。

「前に、君は言ったな。この島の人にこの海はあまりに日常過ぎて価値がない。癒いやしも感じないと」

　それは本当のことだったので、ラザロは黙って頷いた。

「では、価値があると思う者に……つまり、大陸の人たちに来ていただけばいいわけだ！」

　きっぱりと。

　こともなげに、マデリーンは嘯うそぶく。

「そ」

　あんぐりと開けたままのラザロの口から、しばらくろくな音が出ない。

「それはそうかもしれねーけど！　船がねえんだって何度言わせたら」

「うん、その通り。まずは定期船を復活させよう。港湾局にいって願い出て、大陸側にも話をつけて」

「大陸側って、そんなまた簡単に」

「簡単ではない。でも、たぶん、叔母上はそうするつもりだったんだと思う」

　一○年後か二○年後かはしれない。

　だが、戦いはいつか終わる日が来る。

　そのときのために失ってはならないものを、ルイジアは考えた。海賊と結託したことが、果たして吉と出るか凶と出るか……それを見届ける暇は彼女には与えられなかったけれども。

　そう語るマデリーンに、ラザロも頷いてやりたくなる。

　暗い土の中へ消えていく、ルイジアの棺ひつぎ。その仄ほのかな白さがいまも胸を苛さいなむ。

　尊い騎士の立場から鄙ひなびた宿の女将おかみに転身し、誰にも何も言わず何も告げず、ひとり去っていった育ての親。その彼女が、ただの強突張りの悪党ではなかったことは素直に嬉しい。マデリーンがここにやってこなければ、きっと一生知らないままであったろう、その事実。

　だけど、だからこそ、すぐには頷けなかった。

　ふぉぉぉん。

　裏山から届く、異形の声。それが彼女を天へと攫さらっていってしまいかねないことを、ラザロは知っている。少し、悲しいほどの賢さで。

「……あんた、いまの自分の立場判ってんのか？」

　訊たずねる言葉は、自然と低くくぐもった。

「このままいくとマジもんの脱走兵扱いだろ」

「そのあたりも、きっとなんとかする」

　だが、マデリーンはやはり躊躇わない。晴れやかに笑って、そっと彼の手を取った。

「だから、悪いが、しばらく君は誰にもゲットされないでいてくれ」

「は？」

　言われたことの意味が飲み込めず、ラザロはただ瞬きを繰り返す。そんな彼の手を、彼女はなおも笑って握りしめた。

「『竜と石榴亭』……わたしたちの家」

　伝わるぬくもりに、言葉が重なる。

「叔母上が下さった、大事な遺産。これからわたしたちは作るんだ。誰にとってもいつ戻っても楽しく過ごせる、そんな愛と癒しの宿を」

　そのついでに、大陸航路を開いても、新しい港を造っても、亡き女主人は怒りはすまいと、マデリーンは締めくくった。南の陽射しがその面を縁取り、金の髪が光を集めてより輝く。真夏に近づく夕陽は熱く燃えて、世界を朱赤に染め上げていた。

「あいかー」

　半年前とまったく同じ調子で、ラザロは返し。

「愛、ねえ」

　それから、もう一度、呟いた。

　今日もそこは急な坂道で、見上げる宿の灯りは頼りない。

　それでもラザロはマデリーンに歩幅を合わせ、ほんの少し速度を上げてその足跡を辿っていった。





元もと・竜りゆう砲ほう騎き士しマデリーンの転てん職しよく　了


















あとがき






　初めましての方もそうでない方も、こんにちは。佐さ々さ原はらでございます。

　ここ数十年でもっとも暑いという「それ、確か去年も聞いたー」みたいな予報に震えつつの八月末、新シリーズ一作目をお届けいたします。




　前作『見み習ならい神しん官かんレベル１』の最終巻に、「なるべく早く新シリーズを上じよう梓ししたい」的なことを書いたのですが、またもまんまと一年ちょい空あいてしまいまして、真に申し訳ございません。け、けっしてサボっていたのではありませんのことよ！　少女向けのノベライズ→女性向けライト文芸とちょい畑違いの連戦が続いて手こずっておっただけですよ、はい。ちなみに前者は京きよう極ごく夏なつ彦ひこ先せん生せいの百鬼夜行シェアード・ワールド小説『薔ば薇ら十じゆう字じ叢そう書しよ　ジュリエット・ゲェム』（講談社ホワイトハートＸ文庫）、後者は大学競技ダンスの世界を描いた『即そつ興きようワルツ　～青せい遼りよう競きよう技ぎダンス部ぶの軌き跡せき』（富士見Ｌ文庫）と申します。本屋さんで見かけましたら、是ぜ非ひともよろしくお願いいたします。

　しかし、この一年がかなり大きく響いてしまいまして、作品を書き始めた頃の担当さんはリムリーちゃんこと担当Ａ女史でしたのに、書き終わったときはマルルーちゃんこと担当Ｎ氏に代わっていたというミラクルが……。本当にお世話になりました、リムリーちゃん。わたくしがノロマだったばかりに、結局、一作しかご一緒できずつくづく無念……。一方、マルルーちゃんは『暴ぼう風ふうガールズファイト』『三みツ星ぼし生せい徒と会かい』以来の復活人事でございます。『暴風』の頃に生まれた彼の娘さんの現在のお年をうかがって腰抜かしましたよ。そんなに月日が流れていたのかって。

　月日が……といえば、今年で佐々原が小説家に転向してから一五年になりました。デビュー作を『ドラゴンマガジン』に載せていただいた『バトル・プリーステス』とするともうちょい長いのですが、やはりファミ通文庫さんに『サウザント・メイジ』の一巻を出していただいた二○○一年の方が、自分的小説家元年という気がいたします。

　あのときも、ファンタジー。そして、最新作もファンタジー。そして、男女の差はあれ、主人公が苦労性の常識人＋ツンデレと共通してるのも面おも白しろいつーか代わり映えしないつーか……や、原点回帰っすよ、原点回帰。

　ただ、本作ヒーローのラザロくんはこの先、借金ごんごん背負わされる上に、恋愛沙ざ汰たのアレコレにも巻き込まれることになると思うので（たぶん）、ある意味、デビュー作のオニキスちゃんより気の毒です。おかしい。最初のコンセプトは、いまどき流は行やりの可か愛わいい女の子でいっぱいなゆるふわ癒いやし系ファンタジーだったのに、ちょっと目を離したら南国金融道みたいなことになっとる……！　問題はヒロインの方なんでしょうか、とほほ。こっちもゆるふわ系のつもりで始めましたのになー。




　一作書くごとにやれ事故だやれ救急搬送だやれ手術だを繰り返し、作家生命より中の人の命がやべえと言われ続けて参りましたが、この先も求めてくださる方がいる限りは頑張りたいと思っております。ちょっとは延命しなくちゃと思いまして、自転車通勤に加え、ロードバイクも購入して休みの日もなるべくそこらを走るように努力しておりますよ～……出先でよさげなお店があるとうっかり飲み食いしてしまうので、いっこうに痩やせはしないんですけども、体力はついてきたような気がします……少しだけ。

　これからたぶんまたご迷惑をおかけすると思いますが、よろしくお願いしますね、マルルーちゃん。そして、イラストのぎん太たさま、ありがとうございます。「なんかこう、一八世紀～一九世紀の南欧っぽいソレ」みたいなノリの抽象的な指定ばっかりでご苦労をおかけしたと思いますが、素す敵てきに可愛らしいイラストばかりで大喜びしております。

　そして、先ほどちらっと書いた「この先」ですが、いまの段階ではちゃんと皆様にお目見えできるかどうかは決まっておりません。切なーい、せちがらーい。そこで！　本作を少しでもお気に召していただけたなら、どうぞ周囲の方にもお薦め下さいますよう心よりお願い申し上げます。

　それでは、またお会いできる日を夢見つつ。





二○一六年文月　佐々原史し緒お　拝
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